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第９日目（３月 10日） 

○議   長（小澤 実君）  おはようございます。延会前に引き続き、本会議を再開い

たします。 

○議   長  ただいまの出席議員数は 21 名であります。これから本日の会議を開きま

す。  

 なお、塩谷寿雄君から家事都合のため遅刻、教育長から公務のため遅刻、病院事業管理者

から公務のため欠席の届けが出ておりますので、報告いたします。また、私が午後から家事

都合のため欠席をいたします。届けを副議長に提出し、許可を得ていますので、あわせて報

告いたします。 

〔午前９時 30分〕   

○議   長  本日の日程は一般質問とし、一般質問を続行いたします。 

○議   長  質問順位７番、議席番号３番・目黒哲也君。 

○目黒哲也君  おはようございます。それでは、通告に従いまして今回は大項目２点、観

光誘客施策について、ふるさと納税についてでございます。 

１ 観光誘客施策について 

 それでは、大項目１点目、観光誘客施策について。このたびの異常少雪に加え、新型コロ

ナウイルスの感染拡大で観光市場は悪化の一途となっております。当市にとって観光業の衰

退は、市内での雇用の場の減少と地域経済の縮小に直結することから、大きな課題であると

考えます。当然、当市には年間約 370 万人の観光客が訪れ、そのうち３割が冬季のスキー観

光によるものでございます。 

第２次総合計画や産業振興ビジョンに基づき、当市では冬季のスキー産業を柱とするのは

やはり変わらず、しかしながら、冬季のスキー産業のみに依存する観光構造から脱却すべく

四季観光の振興に取り組み、また世界に通用する南魚沼産コシヒカリや地酒、さらに雪国特

有の伝統野菜や保存食など豊富な地域独特の食資源や文化と豪雪地帯である地域資源をあわ

せた南魚沼ブランドとして展開をしてきております。 

第２次総合計画の折り返しを迎え、新年度当初予算の観光振興事業費は１億 239 万 2,000

円、前年度予算、当初予算比 2,109万 4,000円増、約 26％増と大きな予算を計上しておりま

す。そこで観光誘客施策について、下記の４点について市長の考えをお伺いいたします。 

 １点目、新型コロナウイルスの影響がありつつも、南魚沼市異常少雪対策事業として打ち

出してある観光誘客施策の内容についてお尋ねするところでございます。 

 ２点目、第２次総合計画では観光入り込み客数の中間目標値を 420 万人、また道の駅「南

魚沼」入り込み客数の中間目標値は 51万 5,000人と掲げられておりますが、中間地点での評

価と今後の観光戦略と道の駅の有効活用について。 

 ３点目、平成 29 年度市内インバウンド宿泊数は 3,585 泊であり、その後、平成 30 年度

2,000 泊増、令和元年度 4,000 泊増、令和２年度 6,000 泊増と３年間で計１万 2,000 泊と増

やしていく目標でありますが、現在の外国人観光客数の動向と外国人観光客の誘客施策につ
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いて。 

 ４点目、南魚沼市観光協会を中心とし、雪国観光圏や民間事業者と連携し旅行商品などを

販売して事業性を高め、また市内宿泊施設等への送客や宣伝による手数料や会費により事業

の自立を目指して進めておりますが、その現状と今後の観光協会をはじめとする観光体制と、

昨年オープンした浦佐駅の広域観光案内所「ＭＹＵ」の活用についてお尋ねするところでご

ざいます。 

演壇からの質問は以上でございます。 

○議   長  目黒哲也君の質問に対する市長の答弁を求めます。 

 市長。 

○市   長  それでは、目黒議員のご質問に答えていきたいと思います。 

１ 観光誘客施策について 

観光誘客の施策について少しお時間をいただきます。まずは、この異常少雪対策事業にあ

る観光誘客施策についてのことであります。今冬の歴史的な異常少雪、異常無雪と言って過

言でないこの状況。観光客の著しい減少とそれに伴う経済の影響は、これは観光業だけでは

なくて、皆さん共通の認識ですけれども、さまざまな業態に影響を及ぼしていることが予想

されるといいますか、もう出ています。  

既に私どもが用意させていただいた異常少雪緊急経営支援資金の実施、そして春以降の観

光、今まさに議論をしていただく春以降の観光誘客に向けてのＰＲ事業をちょっとだけは、

もう進めております。 

そして現在の新型コロナウイルスによる影響も、これはもうはかり知れないというふうに

思っていまして、今後、これは南魚沼市だけではできないという面もたくさんあります。な

ので、国や県によるいろいろな施策のそれぞれの情報の収集、そして分析、動向を踏まえな

がら、当市としてもこれは力を入れて観光誘客施策についても対応していかなければならな

いというふうに思っています。 

依然として今はまだ過渡期といいますか、まだ渦中にあるというような状況であって、こ

の中で実際どんなことを考えられるかということも踏まえて、我々もアンテナを当然張って、

いろいろな声をお聞きしてやりますが、ぜひとも議員の皆さんからも、空前の状況でありま

すので、さまざまな事態についていろいろなご提言や、それぞれにまたアンテナも張ってい

ただき、いろいろなことをキャッチしていただいて、我々にもつないでもらいたいという思

いがしておりますので、よろしくお願いします。 

 異常少雪については、地球温暖化による異常気象というふうによく言われますが、そうい

うことも含めて考えますと、今後予断を許さない状況が続くというふうに、実は危機感を持

って感じているところであります。うちとしては――特にスキー観光産業についても触れて

おられますので、申し上げれば、70年余りも続いてきている。戦後すぐに立ち上がって、大

変な復興のさなかにあった日本の中において我々も同じ歩みを一にしまして、そしてこれを

続けてきた歴史、そういったものを絶やしてはならないという思い、そしてまさにここでそ
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れが根差しているわけでありますので、これをどうするかということで頑張ってまいりたい

というふうに思っています。 

 ２つ目のご質問の食によるまちおこし、それからニューツーリズム、道の駅のことで申し

上げます。食によるまちおこしについては、言わずもがなですが、トップブランドでありま

す南魚沼産コシヒカリに代表される食に注目をし、目黒議員がもう先駆者と言っていい、議

員の活動があったわけであります。やはりＢ級グルメのきりざい丼あたりから始まりまして、

さまざまな動きが出てきて、これに大変感謝します。そして今、大変な媒体露出といいます

か、いわゆるテレビやさまざまなものについて、雑誌等も含めて、これが取り上げられてい

るということが非常に大きいと思います。食を語らずして南魚沼の観光というか、地域性も

語られないということで、大変これはこれから進めていかなければならないというふうに考

えているところです。本気丼がよく知られているところであります。これらもまた近々大き

なテレビ番組で２つほど取り上げられるということで、大変喜んでいるところであります。

また、いずれお知らせがあるかと思いますのでよろしくお願いします。 

 ニューツーリズムについては、グリーンツーリズムをはじめコンテンツツーリズム、スポ

ーツツーリズムなどさまざまな体験型・交流型の要素を観光資源として取り組んできており

ますが、これもこれからどんどんと伸びしろがあるというふうに考えています。コト消費と

最近言われている言葉の、観光客の多様な需要に対応した誘客を進めるというものの中に大

きく位置づけなければならないと考えています。 

 道の駅「南魚沼」について申し上げます。ゆきあかりであります。観光情報それから地域

情報の発信拠点として、また憩いの場としてもですけれども、市内外を問わず多くの人が集

う場所として利用されてきています。しかし、昨今の少子高齢化、人口減少、例えば長距離

観光バスに対する――これは我々にとってマイナスの要件になるのだと思います――規制の

強化が影響しておりまして、今はマイカーや観光バスを利用した車移動は減少傾向にあると

いうふうにも分析をしています。入場者もわずかながら減少傾向にあるということでありま

す。しかしながら、現在は毎年 40万人を超す多くの来場者があるということが言えるかと思

います。 

こういった中からぜひとも、私も含めて思いは多分共通しているのではないかと思うので

すが、こういった施設は、観光は創出産業であるという面があって、これは毎年ですね、や

はり新しいものを少しずつ生み出していかなければ、加味していかなければやがて滅びます。

こういう例えばスキー場――特に私の生まれ育った石打も一時期こういうことがずっと続い

てしまって、新しく脱皮をすることが何十年にわたってできなかった。この点が非常にマイ

ナスをしたということは身をもって体験してきていると思います。最近、新しい動きが生ま

れてよくなりかけて、今、ことしの状況がありますけれども、これは必ずそういう道を歩む

と私は思います。なので、現在のところ市のほうで計画性を持ってきちんと位置づけている

わけではありませんが、いずれにしても、私はこのところにてこ入れをする。そして新しい

視点を持ってリニューアルをかけていくということは、そう遠くない段階で必ず着手しなけ
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ればいけない大きな課題だと思います。道の駅に限らずでありますが、全て私はそういうふ

うに思っているところであります。 

 ３番目の外国人観光客の問題です。通告があってからいろいろ原稿を用意しました。しか

し、ちょっと吹っ飛んでいる感があります。もう、完全に、今とまっています。これはいたし

方ないことでありますが、ただ、今、考えるに、何度もここで話したかもしれませんけれど

も、今年度ですね、例えば冬だけを限ってみても、その後に続く 2020のオリパラも含めて観

光客の伸びというものは、外国人観光客にとって言うと著しいものがある。私は、日本人客

はちょっと減少傾向という判断をしていました。外国人客が押し上げている形で、実は推移

していましたが、もし、ことし雪不足といいますか――雪がちゃんとあって、そしてそれに

続く新型コロナウイルスの問題がなければ、空前の入り込みだったと私は思っています。 

これは観光事業者の皆さんに聞いていても、皆さんそう言っています。多分、平成に入っ

て、観光人口は平成４年がピークですけれども、この後ずっと不況が長く続き、そしてよう

やく萌芽といいますか、底が見えて上り傾向にずっと上がってきた中で、ことしは飛躍的に

伸びるはずだったと私は思っています。 

なので、これをどういうふうに勘案するか。新型コロナウイルスの終息と、それが引いた

後、実際どうなるか。まだ本当に読み切れないと思いますが、いずれにしても、例えば日本

の文化性、世界における文化性とか、アジアにおける雪の魅力とか、そういったことを考え

ると、これは絶対に下を向く必要はないと私は思っています。現時点ではそういうところか

なと思っています。 

ただ、これを非常に冷静にも見つめながらやっていかなければならないと思います。その

ために４番目の、議員からご質問いただいている、さまざまなこれからの観光体制について

を、今こそ話し合わなければいけないのではないかと思っています。 

 ４番目の冒頭で申し上げますと、今の体制のままでは多分追いつきません、と私は前から

思っています。なので、一昨年になってしまいましたが、湯沢町長と、悪いのですけれども

自費で、オーストリアの視察を兼ねて行ってまいりました。やはり財源、法律です。これに

尽きるのですよ。 

今、日本の中で――この後、永井議員からもご質問がありますけれども、多分、体制のこ

とにも及ぶ話があるのではないかと思いますが――この財源、これが、今の南魚沼市を考え

てください。そうすると、以前は、特に塩沢地区がそうだったのですけれども、ほとんど民

間がお金を出して観光協会を運営されていたのです。そのことも忘れている人が多いのです

けれども、半分以上は民間が出していたのです。そして、町のほうの補塡部分といいますか、

援助する、補助は少なかったのです。ただ、それが平成のてんまつの中でこれが完全に逆転

してまいりました。 

そういうふうに考えますと、一般の皆さんからの財源による観光への支援というのには、

やはり限界があることもあるのです。さまざま広い意味で支援していくことはできますが、

生でその産業だけに投下をするというのは、非常にやはり理解とそして慎重さが必要だとい
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うことがあります。 

しかし、オーストリアででき上っているのは、これを滞在税という形でまずは利用者から

取る。これはひいて言えば観光事業者の努力もあってそれが上がってくるという体制が一つ

あって、そして 1911年にもう既につくられている観光法があるのです、州に。ここが広い意

味の、我々が今やっているような、あらゆる業態の皆さんからあまり関係性がないところは

薄く、しかし索道事業者とか観光事業者については非常に厚く、資金といいますか、会費を

納める。 

ある意味、会費という形に置きかえられると思うのですけれども、それを何ていうのです

か、それぞれに負担をする法律がきちんとあって成り立っているのです。そのもとに個々に

細かくあった観光協会を全部整理統合を今どんどん進めていて、そしてＤＭＯ化をして、そ

してそこには携わる人たちは結果を出さないと首になるのですよ。そういう厳しさも持った、

だからマーケティングとかいろいろなことが成り立っている。 

そういうことを語ることを抜きに、観光の施策を語っていても私は非常に上辺だと思うの

です。これらをやはり着実にやっていく方向性を――急にはいきませんけれども、日本は。

でも、今、出国税が出てきたり、例えば滞在税を始めようとしているところが出てきたり、

入湯税もそういう中にちょっとあるのかもしれませんけれども、ちょっと薄いですよね、そ

ういう部分では。そういうことがあるので、これらを一緒にもって考えていかないと、ＤＭ

Ｏ化の問題も、そして体制の問題を言っていても、らちが明かないというふうに。私の持論

です。 

なので、そこに一歩でも近づけるようなこと。これを今こういう状況であるからこそ真摯

に議論を始める。今、医療体制が大変で、だからこそ本当の議論を始めようということを着

手したと私は思っています。今であるからこそやる。ピンチの中にチャンスがあると私は思

って、そこでないと上を向けないというふうに思っていまして、そんなことは多分、議員と

私は同じ考えではないかなというふうに思っているわけであります。いろいろしゃべること

を用意しましたが、大づかみに言えば、私はそういう方向に向かって皆さんと一緒に歩みを

進めていきたいと考えているところであります。 

以上です。 

○議   長  ３番・目黒哲也君。 

○目黒哲也君  １ 観光誘客施策について 

今ほど市長から根本的なところからお話しいただきまして、本当に私も感じる大きいとこ

ろがありまして、これから一緒につくっていければなと思っています。一つ一つまた細かい

ところでございますが、質問させていただければなと思っております。 

 １点目につきましてですが、今のこういう状況ですので、なかなかまだ進んでいないとい

うところでございます。１点だけ確認ですが、新年度予算で 3,000 万円の予算をつけてござ

います。今年度予算の 500 万円というのも残っていたかと思うのですが、合わせて 3,500 万

円を今後の観光振興誘客事業に使っていこうというところで確認ですが、そういうことでよ
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ろしかったでしょうか。 

○議   長  市長。 

○市   長  １ 観光誘客施策について 

そのとおりであります。ただ、今ほど言われた額、第３弾になるのですよ――観光の支援

策としては――新年度予算ですね。最初は例のいろいろ除雪に携わる皆さんへの例えばそう

いう支援、そして広く建設業を一番主としたそういう支援、そして本当は令和２年度でやろ

うとしていた住宅リフォームのこと――前倒ししてやろうということ。それも含めていくと

第３弾が今回の新しい年度における、皆さんからお認めをいただいてやれることになるはず

のそういう観光支援だと思うのですね。でも、これは少雪の問題は対応していました。この

新型コロナウイルスはですね、それと比較にならないような気が私はします。 

なので、ここで簡単に私は軽々に申し上げることはできませんが、先ほど申し上げたよう

に、今の状況を我々も見つめていますが、そして早く動かなければいけないところも出てき

ます。国もいろいろな施策を打ち始めています。これがより具体的にどうなるかということ。

これをまず皆さんにきちんとお知らせをして、本当に倒れてしまっては困りますので。そう

いうことの意味です。なので、これらをやらなければいけないと思います。 

そして、この原資になるのは、例えばこれは当然予算に裏づけがなければできませんが、

災害とみなすのであれば、どこを財源にするかということはやはり考えられることは――も

うわかっているというか、ちょっとここでは申し上げませんが。そういうことも含めて財政

出動が必要ではないかというふうに至るのかどうか。それらを見極めていくということが大

切ではないかなと思います。いろいろあると思うのですね。少雪のときは景気浮揚というこ

とがありました。しかし現在、今の大変な状況は、私は今の携わっている皆さんを支えなけ

ればいけない――本当の意味で――倒れないように。ありていに言えば、倒産や失業やそう

いうことを回避しなければ、この地域の将来はないというように位置づけて立ち向かわなけ

ればいけない。大変大きな問題であるというふうに考えているところであります。 

○議   長  目黒議員にお伝えしますけれども、予算に関してはちょっと事前審査にな

りますので、その辺は気をつけて発言願います。 

 ３番・目黒哲也君。 

○目黒哲也君  １ 観光誘客施策について 

大変失礼しました。今ほど市長から力強いご答弁をいただきまして、今後どうなってくる

かというところもございますが、しっかりと地域の基幹産業である観光業あたりをきちんと

支えていただければなと思っているところでございます。 

 ２点目に移らせていただきます。２点目につきましては、中間目標 420万人、道の駅 51万

5,000人というところで掲げてやっております。その中で、産業振興ビジョンの戦略から聞か

せていただければなと思っております。 

 戦略１「雪国の特徴的な文化、歴史、風土を活かした四季観光の推進」というところでご

ざいます。こちらのほう、先ほど市長がご答弁いただきました、重要なコンテンツとして雪
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国特有の食文化にスポットを当てて、そこにストーリー性を付加した観光誘客施策というと

ころを第１点に挙げられているかと思うのですが、食文化というのは非常にこの地域にとっ

ては重要な、ある意味、誘客のキラーとなるコンテンツかと思っております。 

その中で本気丼という形で展開していただきまして、４年間で累計で提供数が 20万食を超

えておりますし、売り上げも２億 5,000 万円というところで非常に注目を集めているところ

でございます。こちらのほうも４年過ぎまして、今度５年目、６年目という形で進んでいく

のですが、食文化にストーリー性という付加をして、というところですが、私、勝手にスト

ーリー性というのは、いわゆる観光に色合いだとか味わいをつけるのがストーリー性だと思

っているのですが、本気丼のほかに食の、いわゆる文化、ストーリー性を加えた観光施策と

いうのは現在考えているのかどうかというのをお聞きしたいなと思うのですが、よろしくお

願いします。 

○議   長  市長。 

○市   長  １ 観光誘客施策について 

私がちょっとなかなか理解がすぐできなくて申しわけないかもしれませんが、ストーリー

性を持ってというその前段として本気丼もあります。そしてふるさと納税でもお米が筆頭で

すが、大変な反響といいますか、ことしも今のところ 16億円と超えているということであり

ます。我々の市の財政にも当然、大変ありがたいことでありますが。ほとんどその多くが市

内の携わる皆さんにそのお金が回っているということで大変ありがたく思います。 

この中で単にお米と言って、お米だけがいいのかというふうに思われる方も多いかもしれ

ませんが、その中にすごくアイテムがいっぱいあるのをご存じだと思います。その中で全部

ストーリーが語られているものが選ばれるのですよ。まず筆頭は雪室です。次が農法です。

そして、あとは土地のそれぞれの問題、何ていうのですか、ワイン化してきている――イメ

ージは。ワインの産地化、その中でもこの南斜面がとか、この地区がとかいうのがあります

よね。そういうことがきちんと語られているものが選ばれているなと、私はずっと見ていて

思っています。これらも含めて、そして昨年の四季島もそうですが、我々の素のままのあの

魚沼食が、魚沼のごっつぉがです。あれだけの高級な寝台車――２泊３日で 100 万円近いと

いうようなご旅行の中で、我々のところが朝食で、すばらしいという評価を受けています。

本気丼のこともそうですが、そこから発生させていくいろいろなことがあると思います。 

そして、目黒議員のところのご商売もそうだと思いますが、いろいろなところがちょっと

前と比べたら――私が思う感覚ですよ――非常に食材の多様性、地のものを使うようになっ

た。20 年も 30 年も前から言っていたことが今ようやく。そしてさっき言ったインバウンド

の皆さんが来て・・・、今は一ところに集まっているかもしれませんが、やがては本通りから

路地に入っていくというか、いろいろなここのことが認められていく素地は非常にあると思

います。それらを見越していろいろな業者の皆さんとか旅館関係、ホテルの関係の皆さんも

頑張ってくれているというふうに思っていますが、こういう流れになってくるのではないか。

その辺はストーリーかなと私は思ったりしています。 
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ただ、一番は、私の中の思いのストーリーは雪です。雪国という言葉なくして我々のとこ

ろで語ることができないと私は思っています。そんなことで今、商工観光課には外国人の職

員も来たり、そしていろいろなことが生まれています。いろいろなものをつくり上げていま

すが、そういう思いについてはちょっと担当課もしくは部長のほうに答えてもらいますので、

よろしくお願いします。具体的なことについて。 

○議   長  産業振興部長。 

○産業振興部長  １ 観光誘客施策について 

食の文化とストーリー性を加えたということ、ニューツーリズムということは主にテーマ

別の観光ということだと思っております。市長が述べた中の具体的な施策としましては、当

市はやはりサイクルスポーツ、マラソン、ガストロノミー、全て食と絡めて行っております。

そこら辺がストーリー性を具体的にやっている中であります。 

課を超えて行っているところと言いますと、やはり共通のテーマを持った自治体との連携

というのもあります。おにぎりに関しまして言うと、南部町の梅干し、それから柳川のノリ、

今度、市長が塩も加えたほうがいいのではないかということで伯方の塩とも連絡をとってい

るところであります。やはり同じテーマを持った中で連携するということがストーリー性を

また付加した観光誘客になるのではないかというふうな形で進めております。 

以上です。 

○議   長  ３番・目黒哲也君。 

○目黒哲也君  １ 観光誘客施策について 

ご答弁のとおりでございます。いろいろなニューツーリズムということでさまざまなツー

リズムをそろえるのも、メニューでそろえるのも、大変それはそれで興味深いところではご

ざいますが、やはり何かに特化したもの、何かにこだわったものに観光施策を持っていくと

いうのは、非常に私は大事かなと思っております。今ほどの市長の答弁のとおり、雪国とい

う、雪という部分はやはり外せない部分でございまして、雪国文化――文化というと日常に

溶け込んでおりまして、住んでいますとなかなか気づかない点が多いのですが、雪国文化を

掘り下げていけばいくほど、南魚沼のブランドが上がってくると私も感じておりますので、

そういった掘り下げたところで食文化のストーリーをつなげる。そして、そこに部長の答弁

のとおりサイクリング、マラソンというスポーツツーリズムを加えていく。そこにひいては

ヘルスツーリズムという形で進んでいくのが南魚沼の形なのかなと勝手に思っているのです

が、そういうところを何かを圧倒的に突き抜けた取り組みと、とがった取り組みというのは

今後大事になってくるかなと思っております。 

そういう意味で、本気丼を含めてやはり本道でございます四季島の皆さんが喜んでいた郷

土食というところは、雪国の文化が非常に根強く残っておりまして、こちらの人々の温かさ

も伝わってくるものでございます。そういったものを進めていくに当たりまして――私、存

じ上げなかったのですが、最近あったのです。雪国観光圏でガストロノミー編というこうい

う冊子が出ているのです。私はちょっと知らなかったのですが、非常にこの中に山菜から含
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めて、プラスお酒も入っておりますし、非常にいい冊子ができ上っております。今後、市で

こういった冊子をつくったりとか、あるいはパンフレットをつくったりするよりは予算も限

られておりますので、こういった雪国観光圏の中で進めているものはこちらのほうで一緒に

していく。観光はおのおのの市で展開していくよりは非常に広域的になってきておりますの

で、効果が高いのかなと思っております。中は全部英語で書かれておりますので、インバウ

ンドにも非常に通じるものがあるかなと思っておりますので、参考までにご紹介をさせてい

ただきました。こういったものを進めていけたらいいなと思っておりますので、今後の活動

に期待しているところでございます。 

 戦略２には「広域観光の推進と送客力強化の推進」ということで掲げられております。こ

の中で東日本連携あるいは中越文化観光産業支援機構など、いろいろなところとの連携によ

って新しいルートの開発ということでお客様の送客を促しておりますが、連携したルートの

開発というのは何を示しての開発なのか、教えていただければなと思います。 

○議   長  市長。 

○市   長  １ 観光誘客施策について 

さいたま市さんとの関係もあったりして、東日本連携とか雪国観光圏もそうですけれども、

ちょっとそのルートの中が我々が思っているほどではないと、私はちょっと思っているので

すけれども。これについてはちょっと担当部、担当課のほうから答えてもらいます。我々の

ところはちょっといまいちかなという、私は気がしているのですが。 

○議   長  商工観光課長。 

○商工観光課長  １ 観光誘客施策について 

東日本連携の現在の取り組みを申し上げます。東京オリンピックに外国人誘客というのを

メインとした中で、東日本連携をしている自治体の中で現在、各自治体の観光情報を出すム

ック本というものを調製しております。そこには二十七、八の自治体になりますけれども、

さいたま市と連携している自治体の各観光情報が載って、それを持って外国人の方々が回っ

ていただくということが１点。 

それから、今、さいたま市さんのほうとあと、みなかみ町さん、魚沼市さんもそうですけ

れども、ヘルスツーリズムというところを、コースをつくるということで実際取り組んでお

ります。これまた商品化されましたら、そちらのほうについては誘客を行うというところで

ございます。 

 あともう一点が――大体その２つになろうかと思います。 

以上です。 

○議   長  産業振興部長。 

○産業振興部長  １ 観光誘客施策について 

もう一点、先ほどもありましたが、今年度の誘客事業の中で東日本連携という絡みで、う

ちのほうでＢＳＮテレビ番組の「水曜見ナイト春ＳＰ」という、ここのまちあるきコーナー

を買い取りまして、俳優の藤岡弘、を使って３月 15日にロケを行います。この事業につきま
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しては、さいたま市と連携をしまして、埼玉のほうのゴールデン枠での放送権利も買い取っ

ておりますので、そこでさいたま市との東日本連携の中の一環として行う予定になっており

ます。 

以上です。 

○議   長  ３番・目黒哲也君。 

○目黒哲也君  １ 観光誘客施策について 

現在そういう形で新しい商品として造成している最中ということでございますので、今後

期待したいなと思っております。 

戦略３に移っていきますと、「ＳＮＳなどの新たなメディアを活用した情報提供の推進」と

いうことで挙がっております。この中で大きなのは、有効なインフルエンサーの活用という

形で書かれているのですが、インフルエンサーの現在の活用と広がりというところはどうな

っているのか、教えていただければと思います。 

○議   長  市長。 

○市   長  １ 観光誘客施策について 

多分、新しい取り組みも話はしてくれると思います。担当部または課長から答えてもらう

ことにします。いろいろな動きを今つくろうとしています。 

○議   長  産業振興部長。 

○産業振興部長  １ 観光誘客施策について 

インフルエンサーということで、うちのほうには南魚沼市交流大使がいらっしゃいます。

その方たちと連携をとっておりますし、先ほどとまた話がつながりますが、今年度で行う観

光誘客事業につきましては、新潟出身のユーチューバーの方を使ってＣＭを作成します。そ

こには交流大使の鈴木Ｑ太郎さんを一緒に共演も事務所のほうから許可いただいております。

インフルエンサーを大きく活用することによって、エンドユーザーに対して誘客事業を行う

予定であります。 

以上です。 

○議   長  ３番・目黒哲也君。 

○目黒哲也君  １ 観光誘客施策について 

ユーチューバーを使った等々の活用は、いろいろな賛否はあるとしても各自治体で取り組

んでおるところも非常に多くなってきておりますので、ぜひそういったものを使っていただ

きたいと思うのですが。これは私がもし勘違いしていたらあれですが、海外向けに対しての

インフルエンサーを展開していこうという部分もあったかと思うのですが、そちらのほうは

どうなっているかお聞かせいただければなと思います。 

○議   長  市長。 

○市   長  １ 観光誘客施策について 

ユーチューバー等のインフルエンサーとか、そういうこととちょっと外れますが、この間、

阿部議員の話の中にもあった、ああいう動画が意外なところで我々の動画が見られていると
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いう事実も生まれてきました。あの例の農業青年たちの動画ですね。そういうこともうれし

いと思います。いろいろなところでいつそれが化けるというか、大きく前に進むかというの

はちょっと見越せないところありますが、でも戦略として仕掛けている面については、どう

なっているか。これはまた担当の部長、課長に答えてもらうことにしますので、よろしくお

願いします。 

○議   長  産業振興部長。 

○産業振興部長  １ 観光誘客施策について 

海外向けにインフルエンサーということでありますが、現在そのインフルエンサーとして

は起用しておりませんけれども、商工観光課に国際交流員のデービットがいます。彼が「Ｖ

ＯＩＤＥ」という英語版で南魚沼の観光案内、これは世界に発信しております。また冊子に

つきましてもデービットが監修しております冊子がございますので、そこら辺も海外向けに

インターネット等、ＳＮＳを通じて拡散したいなというふうには考えております。 

○議   長  ３番・目黒哲也君。 

○目黒哲也君  １ 観光誘客施策について 

ＶＯＩＤＥというのは、非常に私も見ていてすてきな画像ででき上っております。海外向

けに発信するに当たりまして、ターゲットとする国はやはり決めてＰＲしていくのが効果的

と思うのですが、ターゲット等々は今のところ決めずに世界中という形で今発信していると

いうところでございますでしょうか。 

○議   長  市長。 

○市   長  １ 観光誘客施策について 

これにつきましても、担当のほうからちょっと答えてもらうことにします。よろしくお願

いします。 

○議   長  商工観光課長。 

○商工観光課長  １ 観光誘客施策について 

国のターゲットと重複しているところで進んでまいりました。昨年以前におきましては、

中国それから東南アジアがメインのターゲットでした。そのためインフルエンサーというこ

とで香港の著名なインフルエンサーを呼び込んだりという形で進んでまいりました。ただし、

県につきましても現時点では北欧等がかなりターゲットとして、あとオーストラリアですね、

中心になってきているところがございますので、私どもといたしましてもアメリカ出身の国

際交流員からの発信ということで、フェイスブック等も含めた中で発信をしているところで

す。 

以上です。 

○議   長  ３番・目黒哲也君。 

○目黒哲也君  １ 観光誘客施策について 

ターゲットを絞って展開していて非常にいい流れになっているかと思いますので、引き続

きお願いしたいと思っております。 
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 続いて、道の駅に関してですが、先ほどの市長のご答弁のとおりで、私もそう思っており

ました。県内の道の駅の利用者数を見ていても妙高市の道の駅あらいというのが断トツに多

いのですが、南魚沼市も頑張っておりまして第７位にランクインしております。そこの７位

以上の道の駅の内容を見ていますと、やはりいろいろな複合施設が一緒になって一体となっ

て進めているところもございます。市長が言うとおり、一気にというのは大変難しいかと思

うのですが、１年、１年に新しいものができ上っていく、てこ入れしていくということでご

ざいますので、一緒に進めていければなと期待しているところでございます。 

 続きまして、３点目の外国人観光客についてでございますが、こちらの浦佐駅のほうが今

回、日本政府観光局の外国人観光案内所カテゴリー１という形で申請をしている最中かと思

うのですが、こちらがまたでき上がりますと、いろいろな部分で官公庁等々からの支援等々

も受けられるかなと思いますので、さらに期待しているところでございます。その中の外国

人観光客の中の一つで、Ｗｉ-Ｆｉの設置、案内・時刻表・メニューなどの多言語化等々の施

策が挙げられているのですが、その中で湯沢に来た方々をこちらのほうに２次交通で引っ張

ってきて飲食をしようという動きがある中で、駅前通りのところを、六日町駅も含めてです

が、フリーＷｉ-Ｆｉの設置がまだ進んでいないかなというところがあるのです。ぜひそうい

うところのＷｉ-Ｆｉの設置等々を進めていけるかどうかというところ。設備投資になるので

すが、考えるかどうかお聞かせ願えればなと思っております。 

○議   長  市長。 

○市   長  １ 観光誘客施策について 

おっしゃるとおりだと思います。この件については、もう市長就任のころからいろいろな

提案もあったり、ですね。なかなか進んでいなくてちょっと心苦しいところがありますが、

これについてもちょっと考え方を担当のほうに答えてもらうことにします。いずれにしても

そういうもうインフラといいますか、そういう整備、これが非常に重要だと私は思います。 

○議   長  商工観光課長。 

○商工観光課長  １ 観光誘客施策について 

駅前通り、特に六日町の駅前通り、それから兼続通りですね。そちらとあと牧之通りにつ

きましては、フリーＷｉ-Ｆｉの設置についてはかなり以前から議論がございました。ただし、

費用的な面があってやはり合意形成とはいかないというところです。 

現在、浦佐駅の観光案内所と主なところについてはフリーＷｉ-Ｆｉは入っていますので、

今後、各商工会さんも含めた中でのそういう話し合いをさせていただいて、可能であれば進

めたいと思います。 

以上です。 

○議   長  ３番・目黒哲也君。 

○目黒哲也君  １ 観光誘客施策について 

ぜひ進めていただければなと。今回のカテゴリー１をとるに当たりまして、官公庁のほう

の助成金ですか、そのところもＷｉ-Ｆｉ設置等々も項目で入っていたような気がしますので、
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ぜひそういったところからのアプローチもしながらＷｉ-Ｆｉ等々の環境も整えていただけ

ればなと思っております。 

 続きまして、４番目に関しましては、既に根本的なところで市長からご答弁いただきまし

た。やはり財源からしますと、市長の言うとおり宿泊税もそうですし、入湯税もそうですし、

そういった部分からの財源確保という、本当に抜本的なところから改革していかなければい

けないというところでご答弁いただきまして、私もそう思っております。小手先でやっても

恐らくなかなか変わらない体制かと思っております。 

一つに今回その体制の中で浦佐の案内所を設置したという中で、昨日の答弁もありますが、

福島会津若松からの経路、十日町、魚沼、湯沢と連携をしながらという形であそこに設置し

たということでありますが、あえて言わせてもらうと、湯沢駅にあれほどの集客があって、

そこからの動線を考えずにあえて浦佐に案内所を設置したというところで、恐らく市長の思

いがあると思うのですが、そこら辺をもう一度お話しいただければなと思っております。 

○議   長  市長。 

○市   長  １ 観光誘客施策について 

市長だけの考えでやったということではありません。以前からあそこについては、今、浦

佐駅のなかなか人があふれないというようなところがあって、いろいろな議論があったと思

います。１回はこれあったけれども、閉鎖をして、歴史の中であったわけです。これらもあ

って、湯沢にはもう既に我々も関与している広域観光情報センターがあります。そことやは

り、でもそこだけだと南魚沼のゲートウエイとしては、湯沢寄りに１個あるだけ。しかし、

浦佐の持つ意味というのは、今後の将来性も含めて非常に大きな意味があると――私は前に

も答弁しているのでもう繰り返しませんが、あると思っています。 

少なくとも南魚沼の北端ということになるのかな、北側ですね。それと湯沢を南側と考え

れば、この間を網羅していくというのは、例えばことしから、予算の中で皆さんに方向性を

お認めいただければ、どうしても進めたいですね、自転車によるまちづくり。これは観光だ

けではありませんけれども、福祉も含んでいろいろやるのですけれども、健康増進とかあり

ますが、大きな意味は観光があると思うのですね。これは非常に結べる――２次交通をバス

とか自動車だけに頼らなくても、いろいろなことが――それも大事ですけれども、いろいろ

なことが考えられると思っているのですね。そういう形ではあそこは必ず、どちらが玄関口

というよりも双方玄関口という形がとれるのではないか。それから、将来的に見れば福島及

び新潟の、あちら側の雰囲気の周遊型のですね、そういうゲートウエイになれるというとこ

ろから、絶対これはやるべきだということで進めた事業であるというふうに確信していると

ころであります。 

○議   長  ３番・目黒哲也君。 

○目黒哲也君  １ 観光誘客施策について 

新しくできた案内所をうまく活用しながら、湯沢駅と浦佐駅と、２つのところから市内に

誘客ができるように、また期待しているところでございます。 
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以上をもちまして大項目１点目を終わらせていただきます。 

２ ふるさと納税について 

 大項目２点目、ふるさと納税についてでございます。ふるさと納税は、おかげさまで非常

に順調に市のほうは運営しているかと思うのですが、現在、ふるさと納税の返礼等の業務委

託料が約３億円かかっているというところでございます。こちらのほう３年経過しまして、

流れのほうも見えてきた中で、実際行政のほうで内製化をしていけるかどうかというところ

でございますが、その点についてお聞きしたいと思っております。 

○議   長  市長。 

○市   長  ２ ふるさと納税について 

それでは、目黒議員の２つ目のご質問に答えてまいります。ふるさと納税における処理業

務の内製化。自分たちの手で、という意味ですね、ありがとうございます。 

ふるさと納税における処理業務としては大きく３つあります。まず１点目は寄附受領証の

発行をはじめとする各種の書類の送付というのがまず１点。そして２点目が返礼品そのもの

の受注・発送があります。そして３点目に申請の受付、ワンストップということであります。

令和元年度まで、今年度までは、このうちで１点目に挙げた寄附受領証の発行をはじめとす

る各種書類の送付、それから２つ目に挙げた返礼品の受注・発送、これについては株式会社

ＪＴＢに業務を委託しておりました。 

新しい年度から進めたい方向は、１番目の寄附受領証の発行と各種書類の送付を市内での

業務委託としたいという予定であります。これはふるさと納税の受付窓口を全国の皆さんに

広げたまま、いただいたご寄附を市内の景気循環に回すために関係する業務を実現可能なと

ころから市内での委託に切りかえたいというものであります。 

このことによりまして、将来的には新たな返礼品などの開発とか、今も随時やっているの

ですけれども、もっともっと頑張ろうということであります。企画のサポートを行える事業

者が市内に生まれる。我々の自前で生まれてくるということ。そしてさらなる活性化の可能

性が高まることを期待して進めたいものであります。 

さらに費用につきましても、先ほど言った１番目の寄附受領証の発行、これらの書類送付

については、毎年度寄附額及び件数に変動があるために、一概にこれちょっと言えないので

すけれども、昨年までの契約の方法でいきますと、4,000万円程度となる委託料を半分以下に

することが可能であると考えます。なので、できるだけ市内でお金も使っていける方策と、

そして新たなアイデアも含めた人的な厚みを加えていける、そういう方向性を合わせている

というふうに思っていますので、よろしくお願いします。 

以上です。 

○議   長  ３番・目黒哲也君。 

○目黒哲也君  ２ ふるさと納税について 

３年を経過する中でそういう形で徐々に切りかえていくと、非常にいい形に進んできてい

るなと思っております。なるべく自前にもってきて、残った財源を市内で使うという。また、
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市内の人材を活用するという形で、非常にそういう流れにしていただけるのは非常にありが

たいところでございます。また、個人版のふるさと納税といいますと、返礼品の魅力さとい

うのもあるかと思いますので、そうした返礼品についても地域のいわゆる特産物を磨いてい

くという形で非常に大事なブランド化になって、つながっていくと思っておりますので、ぜ

ひ自分たちの手で磨いた商品を返礼品にしていくという形に進めていただければなと思って

おります。 

その中で、もしアンケート等をとっていればという話なので、さとふるのほうのアンケー

トの中で 2018年のデータですが、ふるさと納税をした方、返礼品をもらった方が実際にふる

さと納税ではなくて返礼品を直接購入した、あるいは返礼品を買ったところに訪れた、みた

いなアンケートが、さとふるでありまして、実際に返礼品をもらった方で約 26％の人がさら

にまた一般の販売で購入していると。38％の方が地元に訪れているという形のデータでした

が、市内でそういったデータがとれていれば、お聞かせ願えればと思っております。 

○議   長  市長。 

○市   長  ２ ふるさと納税について 

今まさに目黒議員がおっしゃっていただいたこと、最初からこういうふうになったらいい

なと――要するに返礼品だけではなくて、返礼品に基づいて味がわかったとか、よかったと

いう人がリピーターといいますか、返礼品制度にかかわらず、ふるさと納税ではなくてどん

どんやってくれたらこれは最高なわけで、実際はあると思うのですね。16億円と言っていま

すが、それ以上の効果が必ず生まれているはずだと私は思っていますが、これについては担

当課長が答えますのでよろしくお願いします。 

○議   長  Ｕ＆Ｉときめき課長。 

○Ｕ＆Ｉときめき課長  ２ ふるさと納税について 

残念ながら、さとふるのような全国組織であれば可能ですが、市内に限ってのアンケート

というのは実施してございません。私どものほうである程度分析をした中でわかることは、

前の年度にふるさと納税を申し込まれて今年度も申し込まれた方、リピーターというような

イメージだと思うのですが、約３割の方が２年目にもお使いになっているということはわか

っておりますが、そこまででございます。 

以上です。 

○議   長  ３番・目黒哲也君。 

○目黒哲也君  ２ ふるさと納税について 

そういう形でまた訪れていただく、再購入していただく。さらにまた再納税していただく

という形で流れになっておりますので、ぜひふるさと納税というのも有効活用――賛否両論

あると思うのですが、有効活用していっていただければなと思っております。 

 続きまして、企業版のふるさと納税でございますが、こちらのほうはこのたびの税制改正

ということでまだスタートしたばっかりでございまして、行政的にも始めたばかりかと思う

のですが、一応やはり減税幅が約６割から９割と引き上げられまして、また事業の詳細が固
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まる前でも企業が決算期などにあわせて寄附申請ができるようになったという改正でござい

ます。そういった意味で企業のメリットは非常に高まっているかと思います。 

また、行政においても地方創生関係交付金などの一部を除きほかの財政支援を受けていれ

ば、今までだめだったのですが、内閣府の認定対象とならなかったのがなるようになったと

いう形で申請もしやすくなっているのです。きのう、企業版ふるさと納税に取り組んでいる

ということでございました。地域再生計画を提出しているということですが、これは一昨年

から進めております、雪の聖地「南魚沼」へこらっしゃいというものを、全て上げたという

ことでよろしかったのか確認でございます。 

○議   長  市長。 

○市   長  ２ ふるさと納税について 

この点につきましては、ちょっと担当の課長、部長のほうに答えてもらうことにします。

よろしくお願いします。 

○議   長  企画政策課長。 

○企画政策課長  ２ ふるさと納税について 

このたびの地域再生計画の提出につきましては、市の総合戦略を包括的に計画の中に記載

するという形で次期再生計画を申請しておりましたので、従来の地域再生計画の取り組みも

包含した総合戦略、地方創生の取り組みの全てを掲上させていただいております。 

○議   長  ３番・目黒哲也君。 

○目黒哲也君  ２ ふるさと納税について 

メニュー１個ずつを申請して、それに対して企業版のふるさと納税にしていくと思うので

すが、総合計画全部ということだったのでしょうか。 

○議   長  市長。 

○市   長  ２ ふるさと納税について 

地域再生計画は特に観光とかだけではなくてですね、地域創生の推進交付金、また財政面、

金融、そしてさまざまなことに、これはもう認定を受ける必要がある計画で、これなくして

国による地域再生計画・支援措置――これには別に観光だけではなくて必須要件の一つにな

っています。多分そういう答えになると思いますが、担当課長のほうにもう一度加えて答弁

させますのでよろしくお願いします。 

○議   長  企画政策課長。 

○企画政策課長  ２ ふるさと納税について 

従来の企業版ふるさと納税につきましては、まず自治体が企業にＰＲをしてこういう地方

創生の取り組みをしていますというところで、個別事業について寄附の申し出をいただく。

そうすると自治体が地域再生計画を作成して、認定を得た上で事業費を決めて事業を行う。

事業が完了したら寄附をいただくというような流れで進んでいたのですけれども、何せそう

すると企業様についても不都合があるというようなことで、柔軟な姿勢をとりたいというこ

とで、税額控除の引き上げと、もう一つは個別事業にこだわらない寄附が受けられるという
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ような形に改正をされました。なので、市の総合戦略に記載されている事業については、全

て対象になる。ただ、その上限が、というか目安が決まっておりまして、標準財政規模の 10

分の１ということになっておりますので、私たちの市でいくと５年間の目安として 19億円と

いうような形で考えております。 

○議   長  ３番・目黒哲也君。 

○目黒哲也君  ２ ふるさと納税について 

よくわかりました。これが通りますと、どういう形で展開をしていくのかというところが

もし決まっておりましたら、教えていただければなと思っております。 

○議   長  市長。 

○市   長  ２ ふるさと納税について 

この点につきましても、ちょっと担当のほうがいろいろな考えを巡らしていると思います

ので、答えてもらうことにします。 

○議   長  企画政策課長。 

○企画政策課長  ２ ふるさと納税について 

先ほど目黒議員もおっしゃっていたように、地方創生のとがった取り組みというようなと

ころの話がございましたけれども、地方創生のさまざまな事業の中でいかに自治体が特色を

出していけるのかというのが、やはり企業の目にとまると思うのですね。それが企業の理念

とかイメージとかに合致した場合について寄附をいただけるものだと思っておりますので、

そういった地方創生の取り組みを私たちが――言葉は変ですが、とがらせていくというよう

なところと、それをＰＲする取り組みがこれから必要だと思っております。 

○議   長  ３番・目黒哲也君。 

○目黒哲也君  ２ ふるさと納税について 

そうしますと、今、ポータルサイトみたいな形で個人版と同じように、例えばさとふるだ

とか、ＪＴＢとかそういったところと提携して進めていくというわけではないということで

よろしかったでしょうか。 

○議   長  市長。 

○市   長  ２ ふるさと納税について 

この点につきましても、担当の課長または部長に答えてもらうことにします。 

○議   長  企画政策課長。 

○企画政策課長  ２ ふるさと納税について 

まだ認定を受けておりませんので、何とも言いがたいところですけれども、そういった動

きがあれば検討はいたします。ただ、どのような形で進めるかということにつきましては、

まだ白紙でございます。 

○議   長  ３番・目黒哲也君。 

○目黒哲也君  ２ ふるさと納税について 

少し急いでしまいまして、申しわけございませんでした。企業版ふるさと納税と企業に対
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しての、いわゆる企業が寄附をしたい、株主にとってもそれは寄附してメリットがあるとい

う形を見つけていく中でいきますと、ご答弁のとおり、自治体のいわゆる発想力だとか、あ

るいは本気さとか、そういったのが重要になってきまして、これは磨いていくことも施策を、

ランクを上げていくという意味にもつながってきますので、ぜひ取り組んでいただければな

と思っております。 

以上をもちまして終わりにさせていただきます。 

○議   長  以上で目黒哲也君の一般質問を終わります。 

○議   長  質問順位８番、議席番号８番・永井拓三君。 

○永井拓三君  それでは、通告に従いまして一般質問を始めます。 

南魚沼市のスノースポーツツーリズムについて 

観光産業は言わずと知れた南魚沼の基軸産業であり、現在も１シーズンのスキー観光客は

100万人を超え、東京から限りなく近いスキー場が集合する地域として、日本人には有名であ

ることは変わりありません。一方で、ニセコ、白馬などのリゾート化が進み、今ではまるで

外国のような景色であることに驚きを覚えます。我々の観光資源である雪を利活用し、これ

からどのような観光地域を形成していくかが南魚沼市の観光の再生に大きく寄与することは

間違いありません。そこで、今後の南魚沼市のスノースポーツツーリズムについて以下のと

おり質問をいたします。 

１、政府が投資を考える地域にどのように選ばれようと考えているか。２、ＪＲ越後湯沢

駅からの２次交通についてはどのように考えているか。３、国際的な大会等のイベント誘致

はどのように考えているか。４、地域のマーケティングとプロモーションをどのように進め

るのか。５、外国人観光客に頼らずに、日本人の誘客についてはどのように考えているか。

６、山岳スキーについて、南魚沼市独自のルールの必要性を検討しているのか。 

壇上からは以上です。 

○議   長  永井拓三君の質問に対する市長の答弁を求めます。 

 市長。 

○市   長  それでは、永井議員の質問に答えてまいります。 

南魚沼市のスノースポーツツーリズムについて 

南魚沼市のスノースポーツツーリズムについてであります。項目がちょっと多いので、ち

ょっと時間を最初にいただきますがよろしくお願いします。 

 まず１点目の政府が投資を考える地域にどのように選ばれようと考えているか。まだちょ

っとなじみがない方もいらっしゃると思います。新しいことでありますので、ちょっと加え

ます。観光庁が令和２年度から実施をすることとしている、先般、公表したばかりの「国際

競争力の高いスノーリゾート形成促進事業」に関するものだと思いますのでお答えしたいと

思います。 

この事業は、国の令和２年度予算が 20億円で、令和３年度まで２年間継続して実施される

見込みというものであります。これは、国がインバウンド需要を取り込む高い意欲があり、
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国際競争力の高いスノーリゾートの形成を目指すそういう地域を国内で 10 か所から 15 か所

程度選定をして、スキー場とそれを取り巻く観光地の国際的な競争力強化に向けた整備に対

しまして直接支援をするという、これまでなかった、そういう意味では画期的な実は事業で

あります。私も最初からちょっと注目をしております。 

当地域でも取り組めないか検討を始めているところでありますが、これが市内のみの観光

地域づくり法人、いわゆるＤＭＯの設置、そしてスキー事業者の合意の形成。日本はエリア

というよりも、わかっていると思いますが、行政単位でこれが動いているのです。ここにも

う問題があります、はっきり言って。旧態依然です。このスキー事業者の合意形成、これは

スキー場の関係者が悪いわけではありませんが、どうしてもそういう仕組みになっている。

そしてベースタウン――いわゆる麓の町の整備など、非常に要件が大変厳しいというか、な

かなか難しいのですね。こういうことから私どもの南魚沼市という形での取り上げられ方と

いうのは、かなり難しい。 

ここであんまり優しいことを言っていられません。本当に難しいと思います。しかし、湯

沢町はこれに、今、取り組んでいます。しかし、湯沢町と我々は営業権を一緒にしているス

キー場もあったりするのですよ。いろいろあります。そしてそれぞれ地区の部会があります

ので、なかなか自分たちのところ、これは違うところ、というような感覚というのは否めな

い事実ではないかなというふうに思います。 

いずれにしても、インバウンド需要を取り込むための地域の競争力強化、また国の推進す

る観光地域づくりを進めなければ、国の支援のメニュー、こういった申請においても採択さ

れにくい状況があります。なので、先ほどの議論にあったようなＤＭＯというのは、もうは

っきり言って我々はちょっと取っかかりが遅れています、ということが言えるのではないか

なと思います。政府や海外から選ばれる地域となるように取り組んでいきたいというふうに

考えているわけですけれども、今の状況認識はそういうことであります。 

 ２点目、ＪＲ越後湯沢駅からの２次交通のことです。２次交通につきましては、今年度そ

の効果を検証するために、夏場も含めて無料の周遊バスの試験運行――失礼しました。夏場

は市内ですかね、２次交通という意味では取り組んだのですけれども。でも、冬は、今ご質

問のとおり、越後湯沢からのシャトルバスを初めて市内に向かって出させるということを計

画したわけであります。四季ごとに 34日間運行しまして、延べ 1,782人の利用者があったと

いうことであります。利用者の全員が春から秋に行った 28日間の運行によるものでした。今

回、冬のやつは計画をしましたけれども、ほとんど断念せざるを得なかった。少雪と新型コ

ロナウイルスであります。非常に残念だった。この利用人数をはるかに上回ることを期待し

ていたわけであります。週末ごとに金曜日、土曜日、全部冬のシーズン、湯沢駅からこちら

に運ぶということまで計画していたわけであります。これは非常に残念でありました。 

冬場のスキー場や飲食店を巡るコースも、これは６日間やったのですけれども、そのとき

少雪ということが非常に響きました。この原因としましては、今ほど申し上げたところ――

失礼しました。ちょっと先に進みます。２次交通につきましては、全国的な課題となってい
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ることが事実であります。さまざまな試行が、試験的にも行われていますけれども、抜本的

な解決にはまだ至っていない状況であるのではないか。これからも効果的な２次交通施策を

展開してまいりたい。なので、試験的な意味もあって、ことしの冬、考えたわけですけれど

も、これは絶対にやるべきだというふうに私は思っています。しかし、財源的な裏づけとか、

それから我々だけではない湯沢さんとの絡みとかいろいろあると思うのですね。商工会さん

との問題もあるでしょう。これらを含めて、しかし、方向性としては必ずやるべきだという

ことは、私自身も確信をして取り組んでいきたいなというふうに、関係者一同やっていきた

いと考えています。 

 ３つ目の国際的な大会、イベントの誘致です。かつては市内のスキー場――これは上越国

際さんでありますが、昭和 62年ワールドカップスキーのスピードスキーですね。キロメータ

ーランセだったと思いますが、こちらの開催。また、スノーボードのワールドカップ等が平

成 16年。石打丸山では日本オープン――これは国際戦でありますけれども――開催とか、い

ろいろのことに取り組んできました。スキーやスノーボード競技などの国際的な大会、また、

イベントを誘致するということは、市内を国際的にＰＲする絶好の機会かもしれません。 

しかし、昨今のこの状況、ちょっと今、ここで気持ちが沈んでいるところがあるのではな

いかなと思います。そして暖冬――これは新型コロナウイルスというよりも暖冬少雪のほう

が、非常に皆さんの心をちょっと暗くしている面があるのではないかと考えます。加えて言

うならば、私は、これから議論になるかもしれませんけれども、例えば先ほど出た白馬とか

ニセコ――ニセコはちょっと違いますが、例えば野沢温泉、ここが国際戦というのをかなり

頻繁にやりますね。アルペンスキーは特に、です。これらには歴史的な裏づけがあります。 

これが私どもの地域には不足をしていると私は若いころから思っていまして、がために、

ジュニアの育成とかそういうことまで――ちょっと変な話を始めたなと思われるかもしれま

せんが、実はそういうところから始まっています。語学の問題も含めて、いろいろ実はあり

ます。これらがこの上越エリアといいますか、我々のところでは、湯沢町さんを比べるわけ

にはいきませんけれども、南魚沼市は非常に弱いというふうに私は思っています。根本的な

話になるのですけれども、その辺のところからも立ち上げていかないと、簡単に国際的な大

会の開催ができる、そういう幅を持った地域にはなり得ないというふうに、私は持論として

は持っているところであります。がために、何をやるかということになるかと思います。 

 ４つ目のマーケティングとプロモーションであります。これについては原稿も用意しまし

たが、簡単に言えば、今のところ非常に弱いと思います。これは母体となる団体が今、非常

に難しくなってきている。私も観光協会長を長くやりました。将来にわたってこの体制でい

いかということは、やっている当時からずっと実はじくじたる思いがありました。後継者の

問題や体制の問題、財政的な問題、いろいろあります。これらを含めて新しい形を見つけて

いかなければならない。そういう中で体制が整わなくても進めなければいけないＤＭＯ化が

あります。そして、これは結果主義。お客さんを集められないプロモーター及びマーケティ

ングにおけるマネージャーは、私は使うわけにいかない。そういう厳しさを持ってやらない
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とだめだということです。 

そして、世界的には財源はほとんどが滞在税に頼っています。イタリアの都市なんかもそ

うですね。スキー場に限らない。そういったところは全部、滞在税でこういう観光の財源を

生み出しています。これらを語ること抜きに、実はプロモーションとかマーケティングと言

ってもなかなか前に出ないというふうに、今、非常にジレンマの時期を迎えていると私は考

えているところであります。 

 ５つ目の日本人の誘客。これは言わずもがなだと思います。今の例えばパウダースノーを

求めたり、パウダースノーだけではなくて、今、山岳スキー。パウダースノーだけが言われ

ているわけではなくなってきましたね――釈迦に説法ですけれども。そういうことを考える

と、外国人の視点から我々の国の新しい魅力が見つけ出されているという事例はあるのです

けれども、それはでもちょっと置いといて言うと、日本人が楽しめない、日本人が誇りに思

えない観光地は、いずれ一時のバブルで終わると私は思います。 

なので、日本人の誘客について腰を据えて、特に今この新型コロナウイルスで外国人が来

なくなったということばかりを悲観するのではなく、ピンチですけれども、ここにもう一度

原点回帰というか、我々が本当にきちんと――バブル的な観光の増加では、これは過去、我々

が何度も経過した実際に苦い思い出があります。なので、本質をやはりしっかり捉えて観光

地づくりをするということに、少し気持ちを動かさなければいけないのではないかと思いま

す。 

 山岳スキーについては、この自然ルール――昔、ニセコルールというのが最初に言われて、

ただ排除ではなくて山岳に入っていくルール化をしたというのが、もう大分前の話になりま

した。それから、この山岳スキーは――昔は山岳スキーからスキーが始まったのですけれど

も、その後に整備しただけの話です、はっきり言えば。なので、山岳スキーがもとなのです、

はっきり言えば。だけれども、ちょっとみんな忘れています。なので、このルールというの

がどういうふうに捉えるかなと思いますが、市独自のルールの必要性については今のところ

検討には至っていない。 

しかし、楽しんでいただきたいところも、当然、今の状況であればあるのですけれども、

ある面、山岳救助も非常に増えている。そういうことも含めて非常に大きな意味で、このル

ール化の問題は議論を始めなければいけない段階にはなっているのではないかなというふう

に考えています。もうこのことが言われてから既に 20年近くもたっているわけでありますけ

れども、そんな状況かと思います。 

○議   長  質問の途中ですが、ここで休憩といたします。再開を 11時ちょうどといた

します。 

〔午前 10時 43分〕 

○議   長  休憩を閉じ、会議を再開いたします。 

〔午前 11時 00分〕 

○議   長  一般質問を続行いたします。 
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 ８番・永井拓三君。 

○永井拓三君  南魚沼市のスノースポーツツーリズムについて 

今ほど答弁いただいた順番に、私も再質問していきたいなというふうに思うのですけれど

も、令和２年から始まるという観光庁のスノーリゾートを再開発していきましょうという予

算立てなのですが、これをよくよく見てみると、官公庁が何かベースにあるものがインバウ

ンドのお客様をどうもてなすかというか、どれだけ楽しんでもらえるかというところが課題

になっているのかなと思うのです。国際競争力の高いスノーリゾート形成のための取り組み

例ということで、幾つか分かれているわけですけれども、一つが経営の安定したスノーリゾ

ートの形成。そもそもこの時点でちょっと疑問があるわけですよね。日本のスノーリゾート

にアンケートをとってみると、黒字だと言っているところは 40数％しかなくて、赤字ですよ

というところが６割近くあるという中で、では経営を安定させるためには何をするのかとい

うと、ゴンドラを再編しましょう、高機能の降雪機を導入しましょう、グリーンシーズンの

誘客促進をしましょうといった、ちょっと何か的外れというか、不思議だなというようなお

金の使い方だと思うのです。 

受け入れ環境の整備というところでも、多言語表記、Ｗｉ-Ｆｉの整備なんていうのが入っ

ていまして、恐らく私たちの地域に一番フィットするのは長期滞在の促進というところであ

るのかなと思うのです。というのも、アフタースキーのコンテンツ造成、２次交通の確保、

宿泊施設の確保といったところが該当するのではないかなというふうに思っています。 

正直言って、今、アメリカのスノーリゾートなんて、１日当たり 200 ドルぐらい使わない

とリフト券を買えないわけですよ。でも、実際使ってみるとその性能の高さに驚いて、日本

のガタガタいっている２人乗りなんていうリフトは、アメリカにはほぼほぼないくらい。向

こうのリフトはすごく早くて、乗り心地がよくて、６人乗りでというような状況なので、そ

れはそこを目指すのではないなというふうに思ってもいます。 

高機能の降雪機も南魚沼市という地域はかなり標高の低い土地なわけで、降雪機の導入を

したところでうまく利活用できないのではないかというふうに思っています。アフタースキ

ーのコンテンツ造成、２次交通の確保、宿泊施設の確保といったところが、キーワードにな

ると思うのですけれども。 

では、これを推進するためには何が必要かと言うと、先ほども答弁の中にあったＤＭＯの

設置というものが大きな課題になってくるわけですね。ではＤＭＯは何なのという話になっ

てくると、結果的には答弁の中では、先ほどの目黒議員の質問に対する答弁の中にもあった

とおり、本来、観光協会というものは民間でお金を出し合って、それに対してみんなで何か

を考えてコンテンツをつくっていっていた団体、まさにＤＭＯなわけですね。ＤＭＯが存在

しているのに、さらにそこにＤＭＯをつくっていこうというところで、それは弱体化をして

いるから新たなものをつくらなければいけないのか。それとも本来の機能に追加機能を求め

ていくのか。そのあたりの認識はどっちになるのですか。 

○議   長  市長。 
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○市   長  南魚沼市のスノースポーツツーリズムについて 

明確な答えができるかどうかちょっとわかりませんが、私からちょっと答弁します。後半

言われているところも合っているのではないかなと思います、正直言って。自分も観光のと

ころに携わってきて、弱体化という問題は、これは免れない事実だと思います。ただ、国が

新しい国際競争力の高いスノーリゾート形成促進事業に乗り出した。そこに、根底に何があ

るかという思いの中では、韓国と中国にこのままだと負けるという視点に気がついているの

だと私は思っています。完全に負けます、このままだと。 

なので、よくここでも話をしましたが、少なくともアルペンスキーにおいては、例えば苗

場で行われているワールドカップとかをやはりアジアの中の一角として、これは別に湯沢町

の問題ではありません。なので、新潟県が拠出もしてくれていると思っていますが、ひいて

言えば、日本全体の問題としてこれをきちんと位置づけなければ負けていく。今、中国では

――先般、皆川賢太郎さんとの話をちょっとここで話をしたことがあると思うのですが、不

安に思っていたことを明確に彼が口にしたので言うと、もう中国では、今ちょっと新型コロ

ナウイルスで大変ですけれども、中国全土にたくさんのスキー場を今つくり始めている。そ

して、その中では大変グレードの高い、東京のかなりのレベルの、例えばホテルのクオリテ

ィーというかを含んだリゾートが形成されようとしている。 

当時を翻って考えれば、1980年代の日本のリゾート法における目指した姿と似ているとこ

ろがあるわけですけれども、我々はもうそこにかなり水をあけられているというか、そうい

う状況があると思います。ここが一番根底になっているのではないかと思っています。その

中でこの発想が出てきているのではないかなと私は思います。ＤＭＯは今の新しさに飛びつ

いているような感じがして、少し気持ちとしては画期的な国のかじの切り方だなというふう

に思っていますが、しかし、どこかまた 1980年代の一度間違ったリゾート法のそういう道筋

を何となくにおいとしては感じるところがあって、どんなものかなと私は思っています。そ

こに観光協会の現在的な問題が絡んでいるような気がしてなりません。答えになっているど

うかかわかりません。 

○議   長  ８番・永井拓三君。 

○永井拓三君  南魚沼市のスノースポーツツーリズムについて 

ちょっと私も改めて、バブル期のころの日本のスキーのあり方と今のスキーのあり方、そ

してこれからのスキーのあり方というものをきちんと考える必要があると思うのです。実は

数日前に「私をスキーに連れてって」というのを子供たちと一緒に見たのですけれども、子

供たち、今の世代の人たちからすると、もうぷって笑っちゃうような社会的なことがよくあ

るわけですよね。会社でたばこを吸っていたりとか、もうむちゃくちゃな感じだなって、今、

見ると思うのですけれども。今の中国の人たちのスキーの感覚って、現代版の「私をスキー

に連れてって」とかなり近い雰囲気の人たちを、湯沢のレストランとか行くと見かけるなと

思っていて、みんなで団体で動いていて、リーダーになるような人がいて、ああだこうだ言

いながら楽しそうにご飯食べて、出ていって、ゲレンデに行って楽しそうにしゃべっている
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わけですよ。自撮り棒を使って一生懸命何かを撮って、自分たちのＳＮＳで配信したりしな

がらという姿、あのマインドが「私をスキーに連れてって」のころの日本人に限りなく近い

のではないかななんていうふうに思ったところです。 

ＤＭＯというもの自体がこれからどんどん細分化されていって、先ほどの答弁の中でもち

ょっとあった、「これからは小さい路地にどんどん入っていかないといい部分がつかみ取れな

い」というようなお話があったと思うのですけれども、対中国をマーケットにしているので

あれば、中国はこれから３億人スキーヤーを育てていこうという社会的な方針があるので、

３億人という時点で日本の人口をもうはるかに上回っているわけですね。それに対して中国

は何をやっているかというと、スキーブランドを買い取ったりしてどんどんいろいろなもの

が中国ブランドになっていって、最終的には経済がどんどん循環していくという中で、では

中国人がどこに行くのという話になると、北京から札幌、千歳に直行便が飛び出したら、東

京を経由しないでもう直行しちゃうわけですよ。そうなったときに、ＤＭＯが大きい流れの

中で対中国、対アジアの人たちをとっていくのか。それとも小さい路地に入り込むようなや

り方で観光誘客をしていくのか、その両方を選択するのか。それでいったらどの選択になる

のですか、私たちの市は。 

○議   長  市長。 

○市   長  南魚沼市のスノースポーツツーリズムについて 

ちょっと答えられる人がいないのではないかなと私は思うのですけれども、そういうこと

も含めて戦略を練っていくのがＤＭＯの役目の一つではあると思いますが、私はその中の思

いとしては、非常にちょっと不安を感じます、はっきり言って。今、中国人がこっちを目指

していますが、例えばパウダーの、雪質の面とかそういったことであれば、今ほど言った千

歳の空港を目指してとか、そういうところになるでしょう。しかし、それだけで飽き足りな

い人も出てくるのではないかなという意味では、そちらのほうの小さい路地のほうの戦略も

必要だと思いますが、我々のところでパウダースノーがつかめるかというと、いい時期もあ

るのですけれども相対的に見れば、例えば北海道から見れば弱いですよね。なので、かなり

難しい。そしてでも、中国に今どんどんと――韓国も一部そうですけれども、スキー場とか

でき始めている。こういう中で果たして競争力が、という問題になると、かなり険しい坂で

はないかなという思いがします。なので、ちょっと私もここで明確な答えが言えればいいの

ですけれども、さりとて実現できるかどうかもわかりませんので、ちょっとその回答は難し

いと私は思います、今の時点で。 

〔「わかりました」と叫ぶ者あり〕 

○議   長  ８番・永井拓三君。 

○永井拓三君  南魚沼市のスノースポーツツーリズムについて 

わかりました。そうであるならば、これから設立するべき新しいＤＭＯはきちんとターゲ

ットを絞って設立して、どのような人たちにどのような方法でプロモーションしていくかと

いうことがすごく大きな課題になってくると思うのです。マグロを釣りたいのにカツオの仕
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掛けではちょっと弱い。ましてやタイの仕掛けでは釣れないよと。逆に言ったら、タイなん

てマグロの仕掛けでは釣れないわけですから、そこら辺の仕掛けとやり方を考えていかない

と、私たちが本来狙うべきターゲットのところに、私たちが届けたい情報が届かないのでは

ないかなという心配をしているのです。ＤＭＯ、ＤＭＣとみんなが言う中の「Ｍ」の部分を

やはりきちんと考えていかないと、的外れになってしまう可能性があると思うので、ＤＭＯ

の「Ｍ」の部分を市としては観光協会にどのように考えてほしいのかというのが、もう既に

決まっているようだったら教えてください。もし決まっていないようだったら、それはそれ

で構いませんが。 

○議   長  市長。 

○市   長  南魚沼市のスノースポーツツーリズムについて 

間違っていたら、担当課のほうから指摘してもらいますが、全くまだ俎上も上っていない

のではないかと思います。はっきり言って。南魚沼市としては。湯沢はもう動いていますよ、

妙高も動いています。妙高はもう立ち上げています。しかし、完全な形ではないなという、

ちょっと私は印象を持っていますが、南魚沼市としてはまだ全くだと思います。全く動いて

いない。 

〔「わかりました」と叫ぶ者あり〕 

○議   長  ８番・永井拓三君。 

○永井拓三君  南魚沼市のスノースポーツツーリズムについて 

わかりました。それであれば、これから設立するべきＤＭＯの姿、設計図はきちんと設計

した上で、私たちにとってどんな観光客が理想的なお客様なのかというところを洗い出して

もらえればなというふうに思っています。それをもってして、政府が投資を考えるという地

域に選ばれるというような軸にしてもらえればなというふうに思って、次の質問にいきます。 

 ＪＲ越後湯沢駅からの２次交通ですけれども、実際に私も先日、遠くに行くのにスノーボ

ードをガラガラ引きながら行って、これはちょっと車がない状態だと、交通というのはもの

すごく不便なのだなというふうに思いながら移動したというふうに思っているのですけれど

も。 

越後湯沢からの２次交通というのは実は２つ意味があって、１つは単純にスキー、スノー

ボードを持って石打丸山だったり、舞子、上越国際、八海山、ムイカあたりまで行くような

人たちが車をレンタカーしない場合は、唯一は電車だけだと思うのですね。その電車もちょ

っと本数的には足りないかな、車両の長さ的にも足りないかな。場合によっては中高生がも

のすごく乗ってくるので、そのあたりをうまくかわせないのかなというところと。先ほどお

話に上がりました食べ物を求めて乗るというバス。そのあたりは今後、利用人口が増えてい

くのではないかなというふうには考えているのですけれども、これはＪＲの電車の時間とバ

スの時間というのはずらした上で、路線もＪＲでは賄いきれないようなところを回っている

という認識でよろしいのでしょうか。 

○議   長  市長。 
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○市   長  南魚沼市のスノースポーツツーリズムについて 

この後、担当課の部課長から答えてもらいますが、今回の冬のＪＲ越後湯沢駅からの２次

交通、いわゆるシャトルバスについては、食の部分で取り組んだというふうに認識をしてい

ます。湯沢におけるインバウンドの人たちは旅館で夕飯を食べない傾向――これは前から言

われている食と泊の分離の問題であります。随分前から言っていることが、ようやく外国人

客によってもたらされているという感じがありますが、これによる夕飯時刻の混みようとい

うか、そういったことを我々のほうも取り組みたい。そして、湯沢においては、それを緩和

したいという面も当然ありながら進めてきたというふうに考えていますが、そのほかについ

てはちょっと担当のほうから答えてもらうことにします。 

○議   長  産業振興部長。 

○産業振興部長  南魚沼市のスノースポーツツーリズムについて 

湯沢からの２次交通であります。バスを有効に使うという形で、時間についてＪＲと細か

いところまで組んだわけではございませんが、私たちのＰＲが足りなかった部分というのは、

やはり長期滞在者型の宿泊者――特にインバウンドの方たちの利用について、泊っている宿

に対してこういうバスが出ていますよと、もう少しＰＲしたほうがよかったのではないかと

いう反省点はございます。今後やはり食文化という点におきましては、南魚沼市としても推

していく観光のツールでありますので、２次交通をさらにちょっと反省点を踏まえた中で、

今後、運営していく形で検討したいと思います。 

○議   長  ８番・永井拓三君。 

○永井拓三君  南魚沼市のスノースポーツツーリズムについて 

わかりました。シャトルバスに関しては、今回は少雪もあってなかなか利用が促進されな

かったという点はあるとは思うのですけれども、今後、越後湯沢に滞在している外国人観光

客が泊食分離で外に出ていこうというところをつかむのであれば、それはすごく有意義なも

のだなというふうに感じています。そのあたりが本当に食文化を外に伝えようというところ

にはつながるのではないかなというふうに思うのです。実は私ちょっと感じるところがある

のは、確かに２次交通だけを充実させてもその先というのがなかなか難しくて、言語の壁っ

て、私たちが思っているより高いようでいて低くて、低いようでいて高いという、なぞの壁

ですけれども、そのあたりをきちんと考えていかないと、食というのはエンターテインメン

トですから、食が楽しくなかったらその旅自体も楽しくないという印象を与えてしまうと思

うのです。 

なかなか日本人というのは本当に英語をしゃべらなくて、これだけ商工観光課の方が外国

人を誘致してという話をするのですけれども、いざ外国人を私が連れて商工観光課の、とあ

る職員と会うと、その職員は全く英語をしゃべらないですよね。そのあたりも含めてやはり

壁っていうのはあるなと感じたところです。食をプロデュースするに当たって、メニューを

英語化していこうというところまではある程度進んでいると思うのですが、先ほどデービッ

トさんのお名前が挙がったと思うのですけれども、彼が日本語にも英語にもたけているので
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あれば、コンシェルジュ的な事業ができるのではないかなというふうに思うのですが、彼を

２次交通に帯同させるようなコンシェルジュ的な事業というのは、今まで考えられたことっ

てありますか。 

○議   長  市長。 

○市   長  南魚沼市のスノースポーツツーリズムについて 

この点につきましては、いろいろなことを考えていると思いますけれども、担当の部長、

または課長から答えてもらうことにします。 

○議   長  産業振興部長。 

○産業振興部長  南魚沼市のスノースポーツツーリズムについて 

コンシェルジュ的な役割ということでございますが、今、デービットが担当している業務、

非常に多くてちょっとそこまでは担当課としては考えておりません。そこは考えていないの

ですが、やはり２次交通から行った先の外国語対応の点については、翻訳機というのはあり

きたりなやり方でありますが、やはり日本語で対応する、自分で敷居を下げるといいますか、

そういう対応も地元の方に必要ではないかなと。あえて日本人が英語で話す。こちらが気を

使って話すというよりは、やはりジェスチャーであったり、向こうの方も日本に来たら日本

語で対応するような形をとってもらえるような雰囲気を醸成させるということも手かなとは

思っております。 

○議   長  ８番・永井拓三君。 

○永井拓三君  南魚沼市のスノースポーツツーリズムについて 

これから本当に人材育成というのは大きな課題になってくると思うので、彼がせっかく南

魚沼市に来て働いてくれているのであれば、彼がそういうことを推し進めて、私たちも含め

て職員も含めて、何かしらのジェスチャーから始まるコミュニケーションというものが進ん

でもいいのではないかなというふうには感じていますので、２次交通の先にあるものという

ものを意識して、今後施策を展開していただければなと思います。恐らく高野部長も私が外

国人 10人と食事をしているところは目撃されていると思いますし、あれがそれなりの激務に

なるという部分もご理解はいただいていると思うので、その２次交通の先、もう一歩先のあ

たりをこれから考えてもらえればなというふうに思います。 

 次に３番にいきます。昔はよくやっていたという国際大会ですけれども、これは確かに私

がこっちに移り住んできたときには、ハーフパイプの大会であったり、スロープスタイルの

大会だったりという、国際大会をバシバシやられていたなという記憶もありますし、市長か

らもそういうハーフパイプの話も聞いています。これからまたそれを復活させるにはという

ふうに思っているのですけれども、何か、今のところハーフパイプを使うとか、その他何か

国際的な大会を誘致して、マーケティング・プロモーションするという案は持ち合わせてい

ますか。 

○議   長  市長。 

○市   長  南魚沼市のスノースポーツツーリズムについて 
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ありがとうございます。ちょうど永井議員がそういう大会に出たか、興味を持っておられ

るころ、私はその現地の実行委員長とかをしていた経験があるわけであります。国際大会と

いうのはそんなにいっぱいやっていません。先ほど言った上越国際さんの世界レベルの競技

会、そして石打丸山においては、日本オープンという国際的な選手においでいただいてやる

こと。このぐらいしか経験がないのではないかと、私は歴史的には振り返ると思っています

が、これはなかなか簡単ではありません。やはり地元だけで頑張ろうとしてもなかなか難し

い。やはり企業といいますか、そういったところのスポンサーとかは絶対必要ですね。そし

て運営する側の強力な体制――当時はトヨタとか日産が非常にそれぞれ競い合う形で、いろ

いろなスノーボードのちょうど隆盛期というか上がってくるときだったので、例えばワンメ

イクではトヨタが頑張る。そしてエクストレイルという車の冠をつけた形での国際オープン、

日本オープンというのが開かれたりして競い合っていました。ちょっと今それが内側に向い

ているのではないかなという思いがあります。 

もう一方で、国際戦をやりたくても、例えばアルペンのほうに目を向けるとすれば、白馬

や野沢温泉でなぜあれほどＦＩＳの大会が行われたり、ひいてはオリンピックを誘致できた

かということです。人の厚みです、はっきり言って。お金だけではありません。当時は国土

計画というのがあって頑張ったという、お金の面も少なからずあったと思いますが、それだ

けではない、本当に何十年にもわたる、我々の歴史感をはるかに超える、彼らの地域の大変

な人の厚みがあります。そこには先ほどから話が出ている言語――ドイツ語ができる人が何

人もいます、野沢温泉村には。白馬もそうです。そうした人たちにずっと会ってきて、私が

ずっと若いころから考えていたのは、特に今回、今読んでいるのですけれども、杉山進先生

の「遥かなスキー」という本があります。マチアス・ズダルスキーから始まって、ハンネス・

シュナイダーから始まり、そしてさまざまなスキー人、そしてそれとつき合ってきて、そし

て国際的な舞台で腕を磨き、言語を磨いた杉山先生は野沢温泉村の出身で、現在、奥志賀に

おられる方ですけれども、大変なレジェンドです。そういうところ。 

そしてジュニアにも力を及ぼさなければいけない。将来にわたってです。なので、そこを

手抜きをしてスキー人は育たない。例えば国際的なスキーヤーも生まれない。そういうとこ

ろが、かの地と我々のところでは、もうぬぐえないですね。非常に向こうが進んでいる。そ

れが上越のエリアには少し少ないのではないかと。湯沢はちょっと別ですよ。別ですが、そ

ういう思いがしていまして、国際大会の誘致というのは、本当にそういうところまで考えを

及ぼさなければ、語っていても非常に上辺の議論になってしまう。私はそういうふうにずっ

と思っていて、非常に遠大な長い道ですけれども、いろいろなことを考えなければいけない

なというふうに思っています。 

以上です。 

○議   長  ８番・永井拓三君。 

○永井拓三君  南魚沼市のスノースポーツツーリズムについて 

私が日本オープンにプロ選手として出ているころ、市長が大会実行委員長だったというと
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ころも含めまして、南魚沼市というのは何か私にとってものすごく縁深いところだなという

ふうに思っていますけれども。今ほど杉山先生の話になって、杉山スキースクールと言えば、

スノーボーダーの私たちも知っているぐらいのやはりすごく有名なスクールで、今、市長の

答弁の中でやはり底辺の拡大、底辺の成長こそがスノースポーツを最終的には育成するとい

ったところでは、本当にこれから南魚沼が南魚沼であるための、これからの土壌というのは

しっかりつくっていかないといけない。 

そのためにはスキー授業だって当然減らしてはならないと思います。そういうことも含め

て国際大会で可能性があるというふうに思っているのは、フリーライドというジャンルが今

すごく注目をされていて、小野塚彩那選手も、今、ＦＷＴ――フリーライドワールドツアー

に出て、残念ながらファイナルには行けなかったのですけれども、その潮流というのは、ど

んどん広がっていっているわけですね。実は南魚沼だって開催しようと思えば、その下部組

織のＦＷＱ――フリーライドワールドクオリファイのほうの３スターはできるのではないか

というポテンシャルがあるというふうに言われているので、そのあたりの調査も含めて、割

と安価で大会ができるというところも含めて、今後のスキーもどんどん競技が変わっていく、

マーケティングの手法も変わっていく。彼らはものすごくそれが優れていて、みんなが大好

きなＳＮＳにばんばんマーケティングをしてくるわけですよ、スキーヤーの。そのあたりを

うまくやっていければ可能性はあるのではないかなというふうに思っています。 

そのまま４番に移りますけれども、地域のマーケティングとプロモーションをどのように

進めていくかというところですけれども、南魚沼は本当に雪があるということが一番の資源

だなというふうに思っています。雪があるから山菜がうまい、雪があるから食もほかの地域

に比べて優れているということも、私はそのように感じていますので、今後、南魚沼として

は、先ほどインフルエンサーという言葉が出てきていると思うのですけれども、インフルエ

ンサーを使って本当にインフルエンスしているのかというところが私は疑問なのですね。イ

ンフルエンスするからインフルエンサーなわけですよね。たかだかフォロワーが数百人をイ

ンフルエンサーと呼ぶのかどうかというところも含めて、インフルエンサーを使ったマーケ

ティングというところをもう少し詳しく説明いただければなと思います。 

○議   長  市長。 

○市   長  南魚沼市のスノースポーツツーリズムについて 

質問していいですか。全体的な概念ですか、それとも我々が取り組んでいることですか…

…（「概念です」と叫ぶ者あり）概念――ちょっと私は言葉足らずになるかもしれませんので、

これは専門家の担当の部長もしくは課長に答えてもらいます。 

○議   長  商工観光課長。 

○商工観光課長  南魚沼市のスノースポーツツーリズムについて 

議員のほうの正しいお答えになるかというのは、ちょっと別の形になるかもしれません。

お許しください。インフルエンサーにつきましては、先ほど目黒市議のときにも申し上げま

したけれども、あの時点で香港のインフルエンサー、これも食にまつわるインフルエンサー。
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その方につきましては数十万人フォロワーがいるというところでお呼びした経過がございま

す。ただし、その後の経過を見ている中で新潟県については、そのころにはアジアそれから

東南アジア、こちらがターゲットということで先ほど申し上げましたけれども、その中で実

際にそれがどの程度効果があったかというところになると、県も私どもも含めてちょっと懐

疑的なところがあると思います。実際にそのインフルエンサーの用い方というのは非常に難

しいところがあると思っておりまして、ですので、インフルエンサーを選定する、選ぶ目で

すよね。そういうところが非常に私どももこれからやはり肥やしていかなければならないと

思いますし、逆にそういうところを継続して発信できるというところで国際交流員のほうを

連れてきたというところもございますので、インフルエンサーを一過的に呼んで効果を見る

というよりは、やはり継続した取り組みでどう発信するかが大事かなというふうに考えてい

ます。 

以上です。 

○議   長  ８番・永井拓三君。 

○永井拓三君  南魚沼市のスノースポーツツーリズムについて 

私の聞きたい答弁が返ってきました。ありがとうございました。インフルエンサーって本

当にもろ刃の剣で、ちょっとそっぽを向かれたら、もうほかのことに走ってしまうわけです

よね。そのあたりが今ほど言っていた懐疑的と言った部分だなというふうに思うのです。イ

ンフルエンサーがいかに南魚沼を愛してくれて、南魚沼のことを継続的に情報発信してくれ

るか。それに対して幾らお金を使うのかというところは抜きにしても、どんどんこの人は、

という人がいれば、うまいこと採用できればいいなというふうには思っているのですけれど

も、マーケティングという考え方が正直、南魚沼にはまだ根づいていないなというふうに思

っているのですね。 

特に白馬を見ていると、ものすごくよくできたシステムで、白馬は今、「ＨＡＫＵＢＡ Ｖ

ＡＬＬＥＹ」という名前に変わっていて、スキー場が幾つか集合して同じ共通リフト券で運

営しているわけです。あれ実は裏側を見てみるとすごくよくできたシステムで、チケットの

購入をキャッシュレス化することで、クレジットカードの裏側にある、その人の年収であっ

たり趣味だったり、ネット通販で何を買ったかというところまで出てきてしまうわけですね。

そこに対して効果的な広告を打ったり、プロモーションをしていこうというところでうまく

いっているのではないかなというふうに思っています。今後、時代がキャッシュレスになっ

て、その先に見えてくるものというのが、マーケティングをしっかりやらないと置いてきぼ

りになってしまうという点では、これから複数のスキー場とうまく話し合いをする場が必要

だと思うのですけれども、これは商工観光課として何か考えは持ち合わせていますか。 

○議   長  市長。 

○市   長  南魚沼市のスノースポーツツーリズムについて 

白馬村の昔、群雄割拠状態のころ、ずっと調査――観光協会長の時代ですけれども、ずっ

と毎年行っていろいろな方々とお会いしました。あのころ話し合って方向性を言っていたこ
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とが今、実現しているなと思います。彼らもすごく課題に感じていた。当時、もう 20年も前

の話です。大分進んだなと思います。あれは我々の上越の地域というか、いっぱい業者さん

が入って、１つの山のスキー場で６つも７つも会社があるという形態だったのですけれども、

一気に変えましたですね。志賀もそうですけれども。今のご質問の内容については、なかな

か難しいと思いますが、担当部長また課長のほうから答えてもらうことにします。 

○議   長  産業振興部長。 

○産業振興部長  南魚沼市のスノースポーツツーリズムについて 

マーケティングという観点から言いますと、ＤＭＯでもＭの部分――マネジメント、マー

ケティングの部分、やはり南魚沼市で欠けている部分という、永井議員のご指摘であります

が、おっしゃるとおりだと思います。マーケティングの部分で南魚沼市は何が足りていない

かと言いますと、やはりこの議場でも何度か議論にもなったと思いますけれども、観光協会

に宿泊客の数、ここら辺の数値がきちんと上がってこない。これは何度もお願いしている点

であります。やはりそこら辺の数字が商工観光課として推計値での対策になります。 

ここら辺の数字がきちんと上がってこないと、やはり的確なマーケティングというのは把

握できないのではないかなというふうには捉えております。ここら辺が例えば越後湯沢、白

馬、妙高に若干遅れをとっている部分でありますので、やはり観光協会からリーダーシップ

を発揮していただいて、数字をきちんと上げてもらうという点も商工観光課としては考えて

おります。 

○議   長  ８番・永井拓三君。 

○永井拓三君  南魚沼市のスノースポーツツーリズムについて 

ぜひ、進めていただきたいなというふうに思っています。昨年フィンランドに出張で行っ

たら、手のここにチップを埋めてこれでお金を払っている人がいて、ついに時代もここまで

来たかというふうに思ったところですし、その裏側の数字をうまく利用することこそが、こ

れから先のことを考えていく上でとても重要だなというふうに思っています。ただ、キャッ

シュレスがどれだけ進んでいくかというのはちょっと疑問の部分があって、私はキャッシュ

レスを進める政府与党の党費がキャッシュレスで払えないというところに、ちょっと残念だ

なというところはあるので、本当にどこまで進むのかなというところは疑問だと思うのです

けれども、その裏側の数字をうまく使えるようにしてもらえたらなと思います。 

 ５番目、外国人観光客に頼らないというところにいった場合に、対日本人に対してどれだ

け奥ゆかしい南魚沼というのをアピールできるかと言ったら、もう食を除いて、ないとは思

うのですけれども、食のプロモーションは今後――今まで本気丼というところがうまくいっ

ていると思うので、その次に考え得るものというのがあれば、教えていただきたいと思いま

す。 

○議   長  市長。 

○市   長  南魚沼市のスノースポーツツーリズムについて 

思いをどんどん語ることはできますが、担当の部課長のほうから答えてもらいます。次に
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何を狙っていくか、今のそれを高めていくことも含めてだと思いますが。 

○議   長  商工観光課長。 

○商工観光課長  南魚沼市のスノースポーツツーリズムについて 

本気丼は先ほど目黒市議のほうからもありましたが、かなり成功という形をおさめていま

す。ただ、それと別にこの地域に、市長も言っていますけれども、雪という資源があって、過

去から保存食というのがかなり注目をされていました。雪国観光圏の中でも雪による食につ

いてもグループワークをずっと続けてきた経過もございます。その成果として、デスティネ

ーションキャンペーンのローカルガストロノミーにつながっているところもありますので、

やはり今後については保存食、それから発酵も当然そうですし、お酒もそうなのですけれど

も、この地域の雪とか風土に基づいた食品、あとは食生活ですね、食文化、そちらのほうが

非常に重要になるかと思います。 

以上です。 

○議   長  ８番・永井拓三君。 

○永井拓三君  南魚沼市のスノースポーツツーリズムについて 

この点に関しては、私は本当に南魚沼に移り住んでよかったなと思うのは、これほどまで

に飯がうまい地域は日本中探してもどこにもないと思うし、世界中探してもうちらが一番う

まいものを食べるのではないかなと思うぐらい、食に関してはおいしいものがたくさんある

と思います。当然、海が近ければいい魚は手に入るでしょうけれども、文化だったり食に対

する思いだったりというところは、私たちがお米というところでいったら、もう一番おいし

いのではないかなと思っていますので、このあたりを売りにして外国人だけに頼らない、日

本人にも愛されるような南魚沼市をつくっていってもらえたらなというふうに思います。 

 では、最後６番に移りますが、６番を書いたのは、南魚沼独自のルールを制定して、これ

をうまくコントロールしなさいよというようなお話ではなくて、近年多発している山岳遭難

に対して、南魚沼消防本部の隊員が救助に出ていくわけですけれども、救助の規定の中に、

山岳遭難に対する救助というのは確か規定はされていないはずですね。ただ、これは規定を

きちんとしていかないと、消防白書を見ていると山岳遭難の出動ってどんどん増えているわ

けだと思うのです。このあたりを民間の山岳救助隊だけではなくて、きちんと南魚沼消防も

正式――今出ていますよ、確かに正式に出ているのだけれども、文言として市の規定の中に

入れてみたらどうかという意味合いも込めてこの質問をしています。その点いかがでしょう

か。 

○議   長  市長。 

○市   長  南魚沼市のスノースポーツツーリズムについて 

この点については、本当に大きな課題になっていると思います。担当のほうから答えても

らうことにします。 

○議   長  消防長。 

○消 防 長  南魚沼市のスノースポーツツーリズムについて 



33 

 

山岳遭難関係の救助でございますが、毎年、南魚沼市としては非常に少ないのでございま

すけれども、湯沢町を中心に後を絶たない状況であります。冬の捜索救助というのは非常に

やはり危険を伴いまして、２次遭難というものを常に念頭に置いて活動しております。その

中で今、永井議員からは規定ということでお話しいただきましたけれども、現在の消防の出

動の体制の中で、要請があれば出動するということで動いております。現在の法律の中で十

分対応できるものではないかなと思っております。 

 ルールというようなことでちょっとお話がありまして、白馬ルールというのを私どものほ

うでも少し承知しております。その効果については、正直なところ把握しておりませんので、

そういった効果が非常にあるというルールであれば、今後、当地域においてもルールづくり

というのは非常に有効ではないかなと思っております。ただ、山岳の遭難に関係する部分に

ついては、どこがそれをつくるかというような問題もあったりして、当南魚沼地域では山岳

遭難対策協議会という組織がございますので、市、警察、それから消防、民間救助隊を含め

た中で、そのルールについてのまた研究を今後してまいりたいと思っております。 

以上です。 

○議   長  ８番・永井拓三君。 

○永井拓三君  南魚沼市のスノースポーツツーリズムについて 

今までのやり方でも問題はないという認識だとは思うのですけれども、これから本当にイ

ンバウンド観光を推進していけば、外国から粉雪を求めて殺到するスキーヤーやスノーボー

ダーがいっぱいいて、日本の地形はほかの国の地形に比べれば複雑ですから遭難も多発して

いく。遭難も多発していくことによって、南魚沼市のいろいろな組織、機能が動かなければ

いけないというところも踏まえまして、今後は簡単なルールから話し合う場が山岳遭難対策

協議会も含めて、南魚沼消防本部も含めて、民間も含めて、スキー場も含めて話し合ったり

することによって、いろいろなことが活性化するだろうということを期待しまして、一般質

問を終わります。 

○議   長  以上で永井拓三君の一般質問を終わります。 

○議   長  質問順位９番、議席番号 11番・清塚武敏君。 

○清塚武敏君  傍聴者の皆様、ありがとうございます。ことしは５年に一度の農林業セン

サスの実施年でありまして、私も先般、記入して提出をいたしました。農林業センサスは、

地域の農林業、農山村の基本構造の実態とその変化を明らかにし、農林業施策の企画、立案、

推進のための基礎資料となる統計を作成し提出することを目的に、農林水産省が５年ごとに

行う調査です。農家戸数、農業就業人口の推移や、経営規模の農家数などの地域の実態を知

ることができ、市としても非常に参考になり、結果も非常に興味があると感じております。 

それでは、通告に従いまして一般質問を行います。 

地域で抱える農業諸問題にどう取り組んでいくのか 

今回は、地域で抱える農業にどう取り組んでいくかということで、大項目１点に絞り質問

をいたします。昨日の同僚議員と重なる部分もありますが、自分なりの視点で質問をしたい
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と思います。10年先を考えたとき、地域の現状は思ったよりも深刻で厳しいと感じておりま

す。例えば南魚沼市農業委員会で実施し公表されました、当市の農家経営の意向調査を見て

も、農業経営者の年齢が 60歳から 69歳が 40.2％、70歳以上の経営者の方が 32.3％であり、

７割が 60歳以上を占めております。ちなみに、50歳未満は 8.7％で高齢化が進んでいると思

います。後継者がいないという数字につきましては、70.7％です。規模拡大の支障について

は、圃場が狭い 31.5％、集約ができない 29％、利益が出ない 28.3％など、10 年先はわから

ないと答えている方が 42.8％いるということでした。 

南魚沼市の旧町 12地区を見てみますと、それぞれの農地の利用状況、営農類型が違い、課

題があると思っております。大和地区で例えますと、東地区のように複合経営もされ、１ヘ

クタール圃場というプロモーションビデオでも有名になったような圃場を抱え、南魚沼市で

もしっかりと先進的に取り組んでいる方が多いところもあれば、塩沢から大和地域の西山の

ほうにつきましては、非常に厳しいようなところもあるのかなと思っています。 

今後の地域の農業のあり方について、農地中間管理事業に伴う「人・農地プラン」により

協議が行われ、昨年、公表されました。その中でも山間傾斜地域や、塩沢から大和地域の西

山側の地域などでは、狭小な圃場――小さい田んぼですが――水利環境が悪い圃場を抱えて

いる地域もあります。担い手となっている農業従事者や法人組織も全体に、例を示しました

ように高齢化している現状は、多くの地域で喫緊の課題となっております。集積・集約が進

まない地区もあり、市はこれからの課題に関係機関、団体と一丸となって取り組んでいくと

しているが、具体的な取り組みについて伺うものであります。 

１点目でありますが、地区によって圃場整備を進めることは、水利の確保、コスト削減、

集積・集約に有効な手段である。一方、県の財政状況や園芸面積の２割導入などが条件にな

って、圃場整備を進める上での足かせにもなっています。今後このような多くの課題に市は

どう進めていくのかを伺います。 

２点目であります。地域の中心となる経営体、担い手の数が、法人、個人経営を含め、昨年

の資料等で見ますと、約 425 の経営体があると伺っています。後継者、担い手不足の実態を

どう捉え、今後どう支援していくのかについて伺います。 

３点目であります。多面的機能支払制度の継続は、農業者の減少、高齢化も進んでおり難

しい地区もあると聞いております。今後、活動組織の充実や多様な人材の参画、女性の参画

が農村地域のコミュニティーの維持、強化に結びつくと考えております。市はこれについて

もどう進めていくのかを伺うものです。 

以上、壇上からの質問といたします。 

○議   長  清塚武敏君の質問に対する市長の答弁を求めます。 

 市長。 

○市   長  それでは、清塚議員のご質問に答えてまいります。 

地域で抱える農業諸問題にどう取り組んでいくのか 

農業問題、順番にちょっとお話をさせてもらいます。１つ目、県の財政状況とか、園芸２
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割で圃場の整備の問題であります。新潟県では、稼げる農業を実現して農業者の所得向上を

図るために、圃場整備の推進などの施策を進めています。その中で圃場整備を新規に着工し

た地区において、その地域において面積の２割以上について園芸を導入する取り組みを推進

している。お話のとおりであります。２割の園芸導入については、これは採択条件ではあり

ませんが、これを達成する見込みの地域の、いわゆる事業の位置づけといいますか、優先順

位がより高くなる可能性も――我々はそれを言っています。さらに新潟県の財政状況から見

ると、優先順位の上位にいないと、事業採択にならないのではないかという心配、危惧して

いるところであります。 

当市における園芸２割の導入は、きのうの阿部議員のご質問にも答えたとおりであります

けれども、極めて高いハードルであると考えています。例えばここは中山間地、傾斜地であ

るのに加えて、例えばハウスとかいろいろありますが、この中で雪が降る、重い雪が。こう

いったところであるということを鑑みても、大変高いハードルであると考えます。市内での

事業採択に向けて、県に対しましては地域のさまざまな実情を理解いただくように土地改良

区とともに市も働きかけていますし、これからもその旨でやっていきたい。園芸の取り組み

もしなければいけないところもありますが、極めて、その２割で頭かぶせにくるという問題

については、我々は非常に異を唱えるところでございます。 

 ちなみに大月地区で今、この経営体育成基盤整備事業を予定しています。令和３年度から

令和７年度まで。大変大規模な整備になりますが、この中で園芸２割を達成しているという

中身は、しめ縄の加工用の稲であります。こういったことで要は進められていると。いろい

ろそういうふうにできればいいのですが、全てそういうふうにはちょっと思えないと思って

いるところであります。 

 ２つ目の後継者・担い手不足の課題、市の掲げている産業振興ビジョンの指標の一つに掲

げているのは、耕地面積７ヘクタール以上の経営体数を指標にしています。昔はとても大百

姓でしたが、今はこれをはるかに超える人たちが出てきていますが、我々の指標の一つとし

てこういうふうに挙げています。2026年にそのような経営体の皆さんを 150戸を目標にして

います。近年 130 戸前後でずっと増えてきていましたが、130 戸前後で足踏みをしていると

いう状態が現在続いているという状況です。それ以下の面積の農家につきましては、機械の

老朽化などを理由に規模を縮小するとか、あるいは農業をやめ大規模化の農家のところに任

せるとか、一方、定年後には本格的に稲作に取り組む人、いろいろなライフスタイルにもち

ょっと影響が出てきています。 

 農業センサスによると、先ほどありましたが、当市の農業者の 80％が 60 歳以上というこ

とになっております。７ヘクタールという指標、私も大体４ヘクタールから５ヘクタールを

自分一人でやっておりましたので、いかにそれが機械に対する負担感があるか、さまざまな

作業の負担も含めて大変なことであることはわかっているつもりでありますが、そういう状

況であります。これからは、より若い世代に頑張っていただけるような環境づくりも当然必

要であります。圃場の整備は、そういう意味からも絶対に必要なことであります。最大限、
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国、県の補助事業を活用させていただき、経営面積を増やせるように関係機関とともに努力

していきたいと考えております。若い世代からも農業を選んでいただける、その非常に大き

な部分がこの圃場の整備にかかっていると思っております。 

 ３つ目の多面的機能支払制度の問題です。南魚沼市では、多面的機能支払制度が始まりま

した平成 26 年から、市内 12 の活動組織に対して――そこを中心に進めたわけです。ここに

は女性の参加を促してまいりました。現在は 10 の活動組織に、41 の女性による団体が参加

をしているということであります――例えばこれは婦人会さんとかですね。多面的機能支払

制度はやはり地域づくりという面もありまして、そういった形が進んでいると思います。令

和２年度から、活動組織の役員に女性が２名以上参画している場合には、交付金が加算され

る要件があります。現在では１つの活動組織において１名の役員のみとなっていることから、

活動組織に対しさらなる女性の参画を促していきたいと考えております。 

 南魚沼市の認定農用地における多面的機能支払制度のカバー率――どのくらいやっている

か――これが 96％であります。県内において高い水準――高い水準どころか１位と私は思っ

ています。資料がありますので、必要な方はあれですが。この中で 70％を超えているという

のは 10 市町村しかないのです。その中で私どもは断トツであります。これは、平成 26 年現

在で見ても既に抜きん出ていました。ようやくその後、年を重ねて 70％以上になっていると

ころが多い。 

ちなみにちょっと申し上げると、隣の魚沼市は 70％です。そして十日町市だと 40％、津南

町が 70％、湯沢町は 65％、うちは 96％です。一番最低なのは加茂市、ここは 10％。多分ほ

とんど取り組まなかったのではないかと思います。それぞれ市の姿勢があるかと思います。

大きいのはさっきの 10の 70％を超えているところ、ほとんどは蒲原平野です。だから、新潟

市とか大規模な広いところです。なので、うちの中山間地であって 96％を超えているという

のは――こう言われると驚く方が多いと思うのですね。私も今回、資料を見てなるほどと思

いました。これは 12の地域がきちんとでき上っていたため。私はそこにあると思います。そ

して、これに先行する形で合併以来、地域づくり協議会的なコミュニティーをつくり上げて

きたこと。ここに頼るところが大きい。そして、この農業と――農業だけの問題ではなくて、

風景から環境から含めてこの 12 地域をいかにこれから高めていくか――活動を高めていき、

ふるさとの景観やそういったものを守る。そして地域性――これは福祉も含めてなのかもし

れませんし、さまざまなところに我々としては宝を持っているというふうに、私どもは誇っ

ていいのではないかと思っています。多面的機能支払制度もいろいろ課題がございますが、

この組織率、取り組み率の高さによって、これをいかにやっていくかということが我々の大

きな目標になるのではないかと思っています。 

以上です。 

○議   長  一般質問の途中ですが、昼食のため休憩といたします。再開を１時 20分と

いたします。 

〔午前 11時 54分〕 
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○副 議 長（鈴木 一君）  休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

〔午後１時 22分〕 

○副 議 長  11番・清塚武敏君。 

○清塚武敏君  気持ちを新たにしっかり頑張っていきたいと思っています。 

地域で抱える農業諸問題にどう取り組んでいくのか 

１点目の再質問になりますが、圃場整備の課題についてであります。先ほどの市長の答弁、

また昨日の答弁等を踏まえまして、優先順位が大事だということ。圃場整備は積極的に要望

を出してほしいということであります。新潟県の現状でありますが、令和２年度から令和４

年度の新規着工件数というのは 71 地区で、予算にしまして 1,334 億円という話があります。

過去３年間との比較では地区数で 2.5 倍、事業費で 3.6 倍と非常に高くなっている状況であ

ります。今後も多くの要望が見込まれてくると考えております。市として危機感を持って早

期に取り組んでいかなければならないと思っています。 

私が前段の中で発言をしましたが、本当に高齢化が進んで 10年先のことが見通せないよう

な状況も迫っているところがあります。今後、取り組んでいけるところから進めていくよう

にしなければならないのかなと思っております。これについて地域任せなのか、市がどのよ

うに圃場整備にかかわっていくのかについて伺います。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  地域で抱える農業諸問題にどう取り組んでいくのか 

議員お話のとおりだと思います。積極的に行政もという思いがありますが、細かいことに

つきましては――今、件数が非常に多くなっているということも、いろいろなことが背景に

あります。大変、農業のほうは予算がきちんとついているということも含めてあるかと思い

ます。我々も一生懸命それを、財源確保のために動いているわけでありますので、行政はき

ちんとそこに入り込んでいるつもりでありますが、手抜かりがあってはならないというふう

に思っているわけであります。担当の部長もしくは課長のほうに答えてもらいますので、よ

ろしくお願いします。 

○副 議 長  産業振興部長。 

○産業振興部長  地域で抱える農業諸問題にどう取り組んでいくのか 

市としてどういうふうに取り組んでいくかという点であります。当然、積極的に推し進め

たいと考えておりますし、園芸２割ということに関しましては、私たちだけでなく、県のほ

う、またその地区に要望を続けているところであります。全体で考えますと、特例がないわ

けではございません。中山間地域等直接支払制度の該当地で傾斜地が５割であれば、園芸２

割は該当しないという点もありますが、県のほうに確認したところでいくと、やはり要件の

整ったところから手をつけたいと。ただ、優先順位はそれによって決まるわけではないとは

言いながらも、やはり要件がそろったというところは園芸２割というハードルがありますの

で、そこにつきましては、地域に合った形といいますか、そこら辺を私たちだけでなく全体

で要望をしていかなければいけないなというふうには考えております。 
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○副 議 長  11番・清塚武敏君。 

○清塚武敏君  地域で抱える農業諸問題にどう取り組んでいくのか 

園芸のほうは、またちょっと後に置きます。圃場整備の進め方につきましては、やはり農

業者のほうからは負の遺産といいますか、事業費にお金をかけたくない。今、経営体育成基

盤整備事業の中で一般型、法人型等あります。当然、国、県そして市、そして個人の負担がそ

れぞれあるわけであります。そういうのを踏まえた中で今話題に上がってきておりますのが、

農地中間管理事業で進める、農業者の負担がゼロという項目にかなり着目がされているので

はないかなと思っています。その中に園芸の制約も入っておりますし、８割ほどの集積をし

なければならない。いろいろと課題は出てくるわけでありますが、何せ事業が採択になった

としても――先ほどから何度も言います――事業が終わるまで 10 年かかるというところで

す。林修先生の「今でしょ」という思いがあります。そういう中で市としてはその事業を進

めやすい――例えば農地中間管理事業を積極的にやはり地域に発信していくとか、そういう

ことのお考えはどうされているのでしょうか。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  地域で抱える農業諸問題にどう取り組んでいくのか 

やはり、今あるいろいろ進められている事業、またいろいろな制度がありますので、合わ

せ技だというふうに私は思っているのですけれども、これにつきましても、担当していると

ころの考えをまずはお聞きいただきたいと思います。担当者から答えさせます。 

○副 議 長  農林課長。 

○農林課長  地域で抱える農業諸問題にどう取り組んでいくのか 

議員おっしゃるとおり、同じ圃場整備でもさまざまな方策がございます。農地中間管理事

業活用型ですと、ほぼ受益者負担ゼロでできるという利点はございますが、逆に農地中間管

理機構にたくさんの農地を預けないとその条件にかなわないということもございますので、

地域の要望を見まして、その地域に一番合った事業を選んでいきたいと考えております。 

以上です。 

○副 議 長  11番・清塚武敏君。 

○清塚武敏君  地域で抱える農業諸問題にどう取り組んでいくのか 

私も最初はそう感じました。なかなか今までの田んぼを農家の方がそうやって農地中間管

理機構に全部出せるのか、本当に私も最初は疑問に思いました。でも、地域の実情から見れ

ば、今はもう田んぼを持っていてもしょうがない、売りたくても売れないというような声が

相当上がってきています。そういう中で市としては、メリットを生かした中で進めることが

非常に大事なのかなと思っております。そういうことで私も、また行政のほうも、どちらが

本当にこの地域に合っているのかを、ちょっと勉強していければなと感じております。 

それでは、ちょっとまた１点目のほうの園芸の２割農作物について質問いたします。南魚

沼市のように中山間地を抱えているところ――市長もふさわしくない、適地適作が大事であ

ると。本当に私もそう思っております。県の考え方というのは、やはり新潟県の農業所得の
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向上を考え、利益を上げられる農業の担い手になってほしい。そのために園芸にも挑戦して

ほしいという、なかなか花角知事の答弁を聞いていても難しいなと感じました。そんな中で

恐らくこのような課題を抱えている――例えば魚沼市だとか十日町市だとか、県内でもそう

いう自治体の声があると思います。市長としてそういう同じような環境のところと連携して、

地道な県への働きかけというのを市長はどう思われていますか。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  地域で抱える農業諸問題にどう取り組んでいくのか 

きのう、阿部議員のときの質問にも答えていると思うのですけれども、これは盛んに行っ

ています。今ほど名前が挙がった周辺の市、町――例えば魚沼市――魚沼市はでもユリが非

常に盛んだったり、いろいろ園芸も頑張っているのですよ、そういうところもあります。例

えば、十日町のほうはもうちょっと稲作中心かなというふうな私は印象を持っていますが。

いずれにしても、魚沼の耕地協議会は私が会長職であります。十日町市さんはまた別ですけ

れども、中魚沼と中魚沼以外のこちら２市１町――ここで２つ耕地協議会があるわけですけ

れども、一緒に行動することが今非常に多くなっています。 

それぞれのところがこの園芸２割のことについては、非常に大きなテーマということで常

にこの話をしますが、農林水産省のいろいろなところを回っても――そしてこれは出先とし

ては金沢にある北陸農政局に当然毎年行くわけでありますが、県の農地部やそういったとこ

ろに行って、我々が要望をかけていく中でも真っ先に出てくるのが園芸の話なのです-。これ

だけの魚沼のコシヒカリのブランドを持っている我々にでさえ、そこは頭からそういう話を

してきて、努力が足りないぐらいの話を我々がされるわけですね。 

しかし、それに負けているわけではなくて、我々の先ほど言ったようなこういう山間地で

ある点や、雪が非常に降ってそうした施設づくり等が大変困難である点、まだまだ未整備部

分の田んぼとか、そういったものがあるというような観点からいろいろな話をしますが、非

常に厳しいですよ。ここで話している以上に。我々がそういうことを頭からどんどん言われ

ています。だけれども、我々も負けずに話をしている。しかし、国のかじを本気に――大き

な意味のかじは完全にこっちに向いている。これも感じながらでありますが、我々も主張す

べきは主張し何とか、という話をしています。なので、先ほどから……そういうことであり

ますのでよろしくお願いします。一生懸命これはやっているつもりであります。 

○副 議 長  11番・清塚武敏君。 

○清塚武敏君  地域で抱える農業諸問題にどう取り組んでいくのか 

もう一回だけこの件について質問させてください。本当に市長の思い、非常に理解しまし

た。ちょっと私は、圃場整備、また園芸２割とはちょっと切り離した視点になりますが、所

信表明の中で園芸作物の振興というのも市長は言われております。やはりこのことも考えて

いかなければならないのかなという思いがあります。例えば全地域で八色スイカが栽培でき

るかと言えば、なかなかやはり難しいと思います。やはり土質の違い、水はけの問題、いろ

いろのさまざまな農業者の形態があると思います。 



40 

 

地区の中の声で、行政主導でいいから、この地域には何を推奨してコシヒカリと同等水準

の収益が上がるのか。その辺も行政として考えてもらわなければ、示してもらわなければな

らないという話がよく出ます。薮神の――ちょっと地元のことをまた話して申しわけないの

ですが、確かに畑作に取り組んでおられるところが数件あります。「里芋をつくって海外旅行

へ行こう」なんて、そう言って、もう何年も取り組まれている。でも、そういう農業者の声を

聞くと、「もう連作がこれもだめだ、大豆もだめだ」という話を伺って、「清塚さん、ちゃんと

示してくださいよ」と言われております。この辺について行政はどのような、今後、示し方

をされるのか、考えがあるのか伺います。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  地域で抱える農業諸問題にどう取り組んでいくのか 

園芸の振興をしようというのが大前提としてあります。これはちょっとごっちゃに――私

もごっちゃになるような話をして悪かったかもしれませんが、園芸の２割をやらなければ、

圃場の整備という位置づけの中において、園芸の頭かぶせのやり方はちょっといかがなもの

かという話をしているのです。園芸に向かっていかなければいけないのは、もう如実に結果

は出ています。新潟県の農業生産額はものすごく全国に負け始めているのですよ。それは、

皆さんが一辺倒であるからということも言われていることはもう十分わかります。ただです

ね、新潟県土においてもやはり適地、そして逆に園芸のほうにどんどん振り向けていける。

そういうところの差というのは大きいと思います。 

そういうことも含めてでありますが、これは農家の収入が上がる面においては、園芸に向

いていかなければいけないという大きなつかみはそのとおりだと思いますので、何がふさわ

しいか。でも、実は今、ＪＡもいろいろな推奨作物を、新しいものも取り組み始めていたり

する中で、まだ非常にそういう段階ではないのかなという気がします。我々のところに王者

たるキノコ、そしてスイカ等あるわけですけれども、これ以外のところにも今いろいろな研

究が始まっているということは、もうつくり始めてもいるということだと思いますので、こ

の点につきましては、ちょっとまた担当のほうから話をしてもらいます。 

いずれにしても、圃場整備における園芸２割の課せられ方と、園芸と稲作というそれ以外

の部分の大きな道筋というのは、ちょっと分けて考えないとごっちゃになってしまうという

思いがします。お願いします。 

○副 議 長  産業振興部長。 

○産業振興部長  地域で抱える農業諸問題にどう取り組んでいくのか 

園芸――うちのほうの産業振興ビジョンでも、園芸というのは主要品目の販売額が安定し

ているということで推奨もしております。ただ、南魚沼だけでも塩沢、六日町、大和それぞ

れまた特色がございまして、園芸がやりやすい環境の大和地区等もあります。ただ、それが、

では全地区に当てはまるかと言いますと、そうもいきません。需要と供給のバランスで、実

際、南魚沼産コシヒカリは足りていない状況でありますので、そこら辺も踏まえた中で、や

はり地区の特色というところを推し進めながら考えなければいけないというふうに思ってお
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ります。そこで、では自治体が、行政がこの地区にはこれがいいですよという指導ができる

のかどうかと。そこら辺も含めてちょっと検討していかなければいけないとは思っています。 

以上です。 

○副 議 長  11番・清塚武敏君。 

○清塚武敏君  地域で抱える農業諸問題にどう取り組んでいくのか 

わかりました。１点目についてですが、やはり現在行われている圃場整備事業につきまし

ては、認定農業者、農業法人といった担い手を地域で育成して、その担い手に集落の大事な

農地を任せられるような体制をつくることが重要であります。区画整理、圃場整備につきま

しては、そのための一つの手段ということで、10年先、15年後の集落の営農形態を、圃場整

備を含めた中で考えていかなければならないと思っています。 

 ２点目の地域の中心となる経営体、担い手の件について再質問いたします。最初のほうと

もちょっとかぶるかもしれませんが、地域の実情に即した経営体の育成を進めているとして

いますが、当該地域の今後中心となる経営体、担い手が中心となって協議していくと。地域

の農業はその地域で守っていける環境を、ある程度市が段取りしていかなければならないの

かなと思っています。その辺についてどのような考えがあるのか伺います。なかなか地域任

せ――農業の担い手、農業のことをあまり考えてくれる人が少なくなっているのですよ。や

はり市長なり、行政がちょっと後押しをするとか、綱を引っ張るとか何とかしていかなけれ

ば、南魚沼産農業は今後本当に心配になってくると思います。特に 12地区の実情を調査した

中では、全部の 12地区でやはり担い手の問題を挙げております。本当に切実な問題だと私は

思っております。その辺について答弁を願います。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  地域で抱える農業諸問題にどう取り組んでいくのか 

かなり難しい問題だなと思います。言われていることは十分わかります。私もいろいろな

ところでいろいろな方にお会いしています。行政が全部というわけにはちょっといかないの

かな。まずは例えば、一番の産業を束ねている団体である農協さんを含めて、どうあるべき

なのかということも含めてだと思います。 

 まずは稼げる。そしてやはり食える農業でなければ、いくら若い人に働きを促してもなか

なかできないと思うのですね。そういう意味では今いろいろな萌芽もあると。例えばふるさ

と納税ひとつ見ていても、数字をずっと見ていますが、なかなか元気のある法人もそして個

人も生まれていることも事実であります。清塚議員は今、地域の実力者として知っている方

なので、私もそうですが、悲観的な話はよく聞きます。しかし、実はあまりいいほうの話と

いうのは、我々のなかなか耳に入りにくいところも若干あるのですよね。そういうことも含

めてあまり悲観ばかりせずに、いいところの例を引き上げながらやっていくことが、私は非

常に必要ではないかと。「大変だから、おまえら頑張れ」と言っても、では誰かやりますでし

ょうか。そういう気持ちが私は常に――やはり観光の問題もそうですけれども――します。 

なので、トップランナーというとちょっと一部のことに限ったみたいな言い方なので使わ
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ずに、先を走る、頑張るそういう若者やそういう法人をつくり上げていく。だからそこに向

かって支援をどんどん行っていく。それと一緒に歩みながら市もこのままではどうだ、では

集約的なことを我々も施行するかとか、そういうふうに向かわなければ、何か悲観論だけの

ところでやっていて、多分誰も動かないだろうなという、私は気がしています。もし足らざ

るところがあったら、ご質問よろしくお願いします。 

○副 議 長  11番・清塚武敏君。 

○清塚武敏君  地域で抱える農業諸問題にどう取り組んでいくのか 

市長に言われましたのでというか、ちょっといい方向で再質問させていただきます。昨日

も答弁にありましたが、南魚沼産コシヒカリのプロモーション動画であります。20台のコン

バインが大きな圃場で一斉に草刈りをする風景は本当に壮観でありました。たまたまうちの

息子が「おとう、このビデオ見たか」と言うので、「俺はもう見ているよ」と。そういう若い

人たちが非常に関心を持ちました、ふだん農業にあまり関心がない若い人が。やはりそうい

うところの動画を見て担い手になろうかとか、そういう方向にまたつなげられるというのが

私は非常に大事かなと思っています。 

 例えばそういう、あれだけ大きいコンバインに乗っている方は複合経営もされております

し、非常に南魚沼市の先進的な事例の方々だなと思って私は見ております。そういう中で市

として多分示されていたかもわからないのですが、モデル事例といいますか、国や県、市の

補助事業もいろいろとこういうのがある。そしてあとは、この経営体ではどれぐらいの――

収益を上げている農業者が南魚沼市にいるのだ。そういうところも示していかなければ、新

しい担い手や新規就農の方がそこになかなか――ただ見て、わあすごい、だけではないと思

いますので、そういうところもやはり示していかなければならないと思っています。その辺

ちょっと伺います。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  地域で抱える農業諸問題にどう取り組んでいくのか 

おっしゃる内容はよくわかります。例えばある方は――これは本当に言われているので本

当のことを言います。ふるさと納税のいっぱい額が出ます。私はそれは守秘義務がありなが

ら見ています。例えばそういうところで名前の公表は難しいかもしれませんが、こういう経

営体でやっておられる方はこのくらいの収益がありますよ――収益というか、実は申し込み

があってご商売というか、それに向かっていますということが、発表できる一つであっても

随分違うのではないかなという思いがします。なので、工夫次第かなというふうに思います。 

あとはできれば、成功事例をできればみずからの口で――例えば世界一の米の値段をつけ

ている農業青年もいたり、いろいろいるわけですね。そういうところを農協さんも含めて―

―農協さんにあまり出していないかもしれないから、ちょっと言いづらいですけれども。行

政もいろいろなところで取り上げていく。例えば今、広報誌等で製造業の皆さんを主にして、

市長も訪問していろいろなことで市民の皆さんに、この地域にはこれだけすばらしく輝いて

いる企業があります。これはひいては若者のここに帰ってきてほしいとか、就職とかそうい
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うことにつなげたいがゆえにやっていることですが、これらについても農業面のそういう取

り込みというか、皆さんへお示しをするというか、そういうこともやっていっていいのかな

というふうに思います。私以外のところの考えがあれば、担当のほうが答えると思いますの

で、よろしくお願いします。 

○副 議 長  11番・清塚武敏君。 

○清塚武敏君  地域で抱える農業諸問題にどう取り組んでいくのか 

担い手の問題、本当に課題だと思いますが、市長の言われたように、そしてまた地域の中

で担い手が育っていけるように、一緒になって市長と、また議員と考えていければ、と思っ

ています。 

 それでは、３点目の多面的機能支払制度の件について再質問させていただきます。多面的

機能支払制度は先ほど市長の答弁がありました、新潟県内でも１位、96％のカバー率という

中で、12地区に分かれた組織をつくって、その 12地区が切磋琢磨し、事例を見ながらかなり

本当にいい方向に来ていると思います。今回なぜこの質問をちょっと挙げたかということに

つきまして、いろいろな多方面からの人材の参画というのが非常にやはり大事だと思ってお

ります。やはり地域の農業者も減ってきていて、多面的機能支払制度の事業というか作業を

するに当たっても、農業者確保というか人材の確保が非常に厳しくなっております。 

例えばもう草刈り機を取り扱ったことがないというような方々もいて、それはそれでいい

のですが、やはりマンネリ化とかもしてきます。多様な人材で新たな視点で多面的機能支払

制度を維持していくことが、やはり担い手とか、また南魚沼市農業の発信になると、私は考

えております。そういう中でちょっと私は１回目の答弁を全部聞き取れなかったわけですが、

その多様な人材についてもう一度ちょっと質問というか、答弁いただければなと思っていま

す。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  地域で抱える農業諸問題にどう取り組んでいくのか 

１回目の答弁で申し上げて、私もあっち行ったりこっち行ったりの話だったかもしれませ

ん。なかなかご理解いただけたかどうかわかりませんが、多面的機能支払交付金の取り組み

の状況は、いろいろなところのちょっと数字を申し上げました。県全体では、そこの取り組

み率というのは 71％。しかし、これは大変高いところが底を引き上げているというふうに理

解できるのではないかなと思います。非常に低いところもまだまだ多い。この中で活動の参

加者をちょっと注目してみますと、その中で地域住民の参加というのが非常に大きいのです。

農業者だけではない。なので、これは我々のところ、我々の地域を見るとすぐそれが理解で

きるぐらい参加率が高い地域だと思います。地域住民の約６割がこれに参加している。 

最初この制度を聞いたときに――私の議員の時代のですよ。始まったころの感想としては、

何かちょっと地方をなめているのかなと思ったのですよ。ちょっと口幅ったい言い方ですけ

れども。何を言いたいかというと、中央で机の上の議論をしている人たちは、みんなが農業

をやっていると思っている、というような感覚が私はあったのです。そんなことはもうなく
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なってきているのにと。そしてこれはなくなっていくのにという思いの中で、多面的機能支

払制度というのはどんなものなのかなという、ちょっと思いがあったのですね。ちょっと大

ざっぱな言い方で申しわけありませんが。 

しかし、逆に今考えられることは、今後、もしも制度がないと、地域が逆に衰退に向かう

のではないかと。それは多分、清塚議員と共通している認識ではないかと思います。なので、

多面的機能支払制度が農業だけではなくて、さまざまな地方における大きな地域を守るため

のそういう制度にもっと向上させていくというか、底を上げていかなければならないのでは

ないかなという思いがします。例えば南魚沼市がどのように取り組むかと言えば、多面的機

能支払制度を支えている 12 の地域に対するさまざまなもっと多岐にわたる――例えば福祉、

例えば将来は老人の足の問題まで、現在出てきている課題としては。例えばそういうことも

支える地域の核となる一番の事業、そして景観も守る、環境も守るという中で多面的機能支

払制度というのを語っていかないと、この制度の将来がなかなか危ういし、地域そのものが

危うくなるのではないかなという思いがしているぐらいであります。足らざるところはまた

ご指摘いただければと思います。 

○副 議 長  11番・清塚武敏君。 

○清塚武敏君  地域で抱える農業諸問題にどう取り組んでいくのか 

多面的機能支払制度の増進を図る活動のその他の中でありますが、都道府県や市町村が特

に認める活動については、支払いというか、お金が出るというようなちょっと視点で質問さ

せていただきます。例えば先ほどから私が１番目、２番目の質問をしていますように、地域

の農業の将来を考えるような協議会の立ち上げ等は活動の対象とかになるのか。そういう都

道府県、市町村の特例というような活動が認められるのかについてちょっと伺います。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  地域で抱える農業諸問題にどう取り組んでいくのか 

その件につきましては、担当の部長、または課長に答えてもらうことにします。よろしく

お願いします。 

○副 議 長  産業振興部長。 

○産業振興部長  地域で抱える農業諸問題にどう取り組んでいくのか 

特例といいますか、多面的機能支払制度につきましては、非常に多岐にわたっております

ので、かなりの部分が該当するかと思います。先ほど市長のほうからも言いましたが、組織

につきましても農業者だけでなく、広域活動組織の中にやはり農業者及びそのほかのもので

構成というくくりもあります。そして活動内容につきましても、例えば南魚沼市内でも圃場

整備によって失われた植物を復活させる活動等、そういうふうに特に農業にかかわる部分で

はないところというのも活動としては認められておりますので、もしそういう細かい内容が

またわかるようでしたら、個別にまた教えていただければと思います。 

以上です。 

○副 議 長  11番・清塚武敏君。 
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○清塚武敏君  地域で抱える農業諸問題にどう取り組んでいくのか 

最後にしますが、先ほど部長から答弁をいただきましたが、多様な取り組み――当然、地

域では生き物の調査だとか、またＰＴＡとかいろいろな組織を活用した中で取り組みをされ

て、子供たちが農業のほうにも目を向けていただいているのかなと思っております。 

最初の質問のほうにまた戻ってしまいますが、制度がちょっと改正になりまして、女性を

２名ほど多面的機能支払制度の役員というか、何か参画することによって、そしてまた取り

組みの６割に女性が参加するという中で、400円の加算が出てきます。２名の女性役員が参画

するのは、私は可能だと思うのですが、ではその１つの作業とかの中に６割の女性をどう取

り込めるのかな。でも、６割の女性が入ってくれることによって、魅力的ではないかな、農

業のまた見方が変わってくるのではないかなと思っています。そのところだけ最後に質問さ

せていただきます。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  地域で抱える農業諸問題にどう取り組んでいくのか 

担当の部長または課長に答えてもらいますが、例えばさっきの農業法人だって女性がいっ

ぱい集まって構成メンバーの中にいっぱい入ってくれば、これはやはり活気づくと私は思い

ます。これは素直にそう思います。若いころそういうことを目指そうかなと思ったこともあ

ったぐらいだったので、自分がつくるならですね。ちょっとこれは答えてもらいます。そう

いうふうになればいいなと思いますが、私が細かいところまでわかりません。 

○副 議 長  産業振興部長。 

○産業振興部長  地域で抱える農業諸問題にどう取り組んでいくのか 

すごく細かい項目がありまして、構成員のうち非農業者等は４割以上を占め、かつ実践活

動に構成員の８割、役員に女性が２名以上参画している場合は６割以上が毎年度参加する場

合、ここが該当するということであります。ここは決まりがありますので、ここはやはり数

字的にはこのルールで守っていただきたいと思いますし、やはり多面的機能支払制度だけで

はなくて、女性進出――若手就農者という面のところにもやはり女性の進出というのは非常

に期待しておりますので、ここら辺もやはりルールにのっとったやり方でより有効的に使っ

ていただければと思います。 

以上です。 

〔「終わります」と叫ぶ者あり〕 

○副 議 長  以上で清塚武敏君の一般質問を終わります。 

○副 議 長  質問順位 10番、議席番号１番・大平剛君。 

○大平 剛君  皆様お疲れさまです。 

南魚沼市役所の災害対策について 

今回は南魚沼市役所の災害対策について、４点にわたって聞かせていただきたいと思いま

す。私が３月議会において、災害について質問するのも、これで３回目となります。なぜこ

のように災害について質問させていただくというのは、一つにはやはり災害時における行政
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の役割というものは大きいものであるというふうに認識しているからであります。また同時

に傍聴者の方々、そしてこれを聞いていただいている市民の皆様方にも、災害というのは、

まず、みずからがみずからを守るという意識を持っていただくのが、最大の防災になると考

えるからです。この質問が、また市民の皆様に災害について考える機会になるように一生懸

命頑張りたいと思いますのでよろしくお願い申し上げます。 

まず１点目、福祉避難所の現状と今後の方針についてお伺いいたします。２点目です。今

後の除雪体制についてお伺いいたします。３点目、災害時における他の自治体との連携につ

いてお聞きいたします。４点目です。災害の種類ごとの避難計画についてお伺いいたします。 

以上、壇上からはこれにて失礼させていただきます。 

○副 議 長  大平剛君の質問に対する市長の答弁を求めます。 

市長。 

○市   長  それでは、大平議員のご質問に答えてまいります。 

南魚沼市役所の災害対策について 

市の災害対策についてであります。まず、１点目の福祉避難所の件であります。この指定

の状況につきましては、もうお調べになっていると思いますけれども、平成 29年度までに指

定済みの市内の２か所――これが工房とんとん、そして支援学校まかろんであります。この

福祉避難所に加えまして、平成 31 年３月 20 日付、約１年前に八海福祉会の特別養護老人ホ

ーム雪椿の里と「災害時における福祉避難所等の設置運営に関する協定」を締結させていた

だきましたので、現在市内３か所となっております。 

市では平成 30 年３月に作成をしました「福祉避難所の設置運営マニュアル」に基づいて、

平時の取り組み、また災害時に迅速な運用が行えるように進めておりますが、避難者の２次

的避難所となる施設側――これは二次的避難所と位置づけています――との連携や訓練につ

いては、まだ十分と言える状況ではないと思います。議場でも、さきの台風の発生以降、非

常に大きな議論になったことであります。福祉避難所は非常にそういう議論になっておりま

すのでよろしくお願いします。認識しております。 

今後は昨年の台風 19号での避難対応の課題等も踏まえ、施設側との連携強化を図っていき

たいと考えています。これとあわせて、災害時に一般の避難所では、避難生活が難しいと思

われる要配慮者の皆さんへの受け入れについても、設置運営上の課題などを整理させていた

だいて、社会福祉法人の皆さんとの協議も同時に進めながら、福祉避難所の追加指定につな

げていきたいと考えています。まだまだ大変な不足感と、そして対応については、これから

本当に詰めていかなければならないという認識でおりますのでよろしくお願いいたします。 

 ２点目の問題であります。今後の除雪体制。市道の除雪については、六日町地区が２つ、

それから大和・塩沢地区が各１つずつ、計４つの除雪企業体、ここへ業務委託をしていると

いう状況であります、ご存じのとおりであります。企業体は 42の建設会社の皆さんで構成さ

れています。市内全域でおよそ 290キロメートルある除雪路線を担当していただいています。

市の貸与車が 45台、業者所有の委託車が 74台で、合計で 119台の体制となっています。 
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作業に当たるオペレーターの皆さんや、助手といわれる皆さん、今年度の調査では市内に

は 262 人という数となっています。年齢の構成は 61 歳以上が、262 人中 87 人、33％超えで

す。そして、私のような年代、51歳から 60歳までの方が 40人、15％。50歳以下が 135人で

51％となっていまして、51歳以上が約 50％に近い、半数となっています。 

現状のままですと、さっきの農業からも同じようなことが繰り返されていますが、10年後、

例えば 15 年後を考えた場合には、現在 51 歳以上の熟練されているオペレーターの皆さんと

いうのが、一斉に退職期を迎えます。除雪体制の維持がはっきり言って困難になるのではな

いかという、大変な大きな課題になっていることが現実であります。 

オペレーターの確保の対策をちょっと申し上げます。南魚沼市としては、まだ具体的な取

り組みは行っておりません。この地域の冬の生活を支える除雪作業の意義、その仕事への誇

りを持ってもらうため、例えば今年度ですけれども、秋、初めてＮＥＸＣＯ東日本さん、そ

して国道管理者の国土交通省、県道管理者の新潟県、町道管理者の湯沢町、そして市道の南

魚沼市と合同で、南魚沼地域合同除雪出動式を実施しました。 

これらにおいても、このような担い手という観点を含めて、そして大変誇りある仕事であ

るということを皆さんに知っていただく。これは観光地としても、ぜひ、ウエルカム、すば

らしい除雪体制で行っていますということも含めて、いろいろな意味合いを持たせまして、

今回初めて、全国初となるそうですが、合同出動式というのを行いました。人材確保につな

がることを本当に心から期待しています。 

また違う方向から、国や県、そして建設業協会では、高校生などを対象としました――こ

れはもうちょっと子供さんも含まれるのではないかと思いますが、体験とか実習、現場の見

学会などを実施しています。いろいろなことを今、行っているという状況であります。昨年

の秋には、南魚沼市除雪企業体連絡協議会というのがございますが、ここの皆さんから除雪

業務を将来にわたって安定的に維持するために、オペレーターなどの担い手確保、そして後

継者育成の観点から、大型特殊免許取得の助成金制度についての要望が上がってまいりまし

た。これは非常に強い要望だと私は思っております。担い手不足が社会全体のいろいろな方

面にわたる大きな問題ですが、当地域は大変な豪雪地帯にある中で考えた場合に、大変この

問題は大きく受けとめて、では、いかにすべきかということを考えていかなければならない

と思います。 

たまたまことしが異常無雪の冬――無雪とまた言い切っていますが、本当に無雪と言われ

るぐらいの冬でした。なので、豪雪のことを皆さん忘れているとは言いませんが、ちょっと

そういうところから忘れがちですけれども、私としては、多くの皆さんはそう思っていると

思います。が、今の温暖化というような観点からみますと、水蒸気は暖流して、海から上が

ってきている、寒波だけが降りてくれば、どんな雪が降るかわからないという状況がありま

す。なので、夏もそうですが、渇水化、もしくは大水、洪水化、極端になってきています。冬

も必ず本当に雪が少ないか、ばか降りをするか、こういう両極差が出てくるのではないかと

思っていまして、これまで以上に除雪体制を、甘くみてはいけないという観点で考えている
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ところであります。 

 ３点目に移ります。災害時における他の自治体との連携は、今、決めがたくさんあります。

市は、県内では燕市、長岡市、十日町市、魚沼市、湯沢町。ここと、また県外では、山形県米

沢市――友好都市の関係です――埼玉県坂戸市、深谷市、千葉県のいすみ市、この各自治体

と災害時相互応援協定を締結しています。若干いろいろな差があり、それぞれ一律ではない

のですけれども、おおむね申し上げますと、例えば食料、飲料水、そして生活必需品の提供、

被災者の救出、医療、例えばそういうことに必要な資材の提供。それから、避難が必要な被

災者の受け入れです。それからボランティアのあっせん、必要な職員の派遣、こういったこ

とが書かれております。 

昨年、甚大な被害が発生した台風 19号においては、当市と今ほど申し上げました、協定を

締結している全ての自治体に対しまして、私どもから状況の確認を行い、支援要請の有無に

ついての確認を行ったところであります。特に坂戸市とは毎年の市民総合の、お互いの防災

訓練、皆さんもご存じだと思いますが、うちも行きます。向こうからも来ます。そういう形

での防災訓練を、防災担当者及び消防団の皆さんが相互的に、民間も含めてやっています。

訓練内容によっては、お互いの防災訓練に取り入れるなど、こっちのいいことを向こうが真

似してくれたり、私どももやっているのですね。非常にいい関係をつくらせていただいてい

ます。 

10月 18日には備蓄食糧、米、飲料水の支援を当市から坂戸市に運びまして、支援を行った

ところでございます。今後も今ほど申し上げ市町村についてはもとよりでありますが、今、

東京都江戸川区の区長さんからも、大変、一緒にやろうではないかという声――この前に前

提になるのは姉妹都市関係の締結かもしれませんが、スピード感をもってこれをやろうとい

うことで、非常に今、検討を加え、まさにやっていきたいというふうに考えて進めていると

ころでございます。 

 ４点目の問題であります。種類ごとの避難計画であります。これはもうあります。ただ、

これにまた新しいものが出てくるのかどうかということは置いておいて、今あるものは地域

防災計画というのがありまして、この中には震災対策編がもうあります。そして、風水害対

策編、あとは原子力災害対策編があります。それぞれの災害対策ごとに住民等避難計画を定

めています。細かいところまではちょっと申し上げませんが、それぞれでき上がっておりま

す。 

これらをただ金科玉条のように、その災害編があって、計画が今できました。では、それ

で終わりということでは全くなく、新しい事象もどんどん発生しています。特に風水害につ

いては大変反省すべき点がいろいろあります。これらをどうやって加えるか。そして原子力

災害についてはまだまだ未知数、こういったことがありますので、それらも構えながらやっ

ていきたいと考えているところであります。 

以上です。 

○副 議 長  １番・大平剛君。 
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○大平 剛君  南魚沼市役所の災害対策について 

ご答弁をいただきました。それでは、再質問のほうをさせていただきたいと思います。ま

ず、福祉避難所の現状と今後の方針についてのほうですが、一歩ずつでも進んでいるという

ことがまずは重要だと思いますので、この調子でどんどん頑張っていただければと思います。 

それと同時に、これを利用する要配慮者の皆様の数が、今、実際、増えているのか、減って

いるのかというところを、まず基本のことですので、お聞かせいただきたいと思います。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  南魚沼市役所の災害対策について 

今ほどのご質問ですが、要配慮者の状況につきましては、特に支援が必要とされる避難行

動要支援者の人数は、これは２月末現在の数字なのでよろしくお願いします。平成 29年度が

1,390人でした。平成 30年度は 1,372人、少し減って、令和元年度では 1,364人。わずかで

すが減少傾向となっています。 

以上です。 

○副 議 長  １番・大平剛君。 

○大平 剛君  南魚沼市役所の災害対策について 

多少の減少はあるみたいですが、やはり人数的には変わらないということですので、重要

性自体は全く変わらないことだと私は思います。また、今、1,360人というような数字も出ま

したが、なかなか現状の数でいうとやはり足りないというのが実情です。ぜひ、これからど

うやっていくというのが重要ですので、また、福祉避難所を引き受けていただける場所を探

す。そして、通常の避難施設におけるバリアフリー化というのも、以前も申し上げましたが、

これも進めていかなければならないのではないかというふうに私は考えます。今、現状、ど

ういうふうに進めていらっしゃるかお答えいただければと思います。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  南魚沼市役所の災害対策について 

おっしゃるとおりの内容です。例えばバリアフリーについては、まだまだ全然不備だとい

うことであります。これらにつきましては、担当課のほうから答えてもらいますので、よろ

しくお願いします。 

○副 議 長  総務課長。 

○総務課長  南魚沼市役所の災害対策について 

避難施設のバリアフリー化についてお答えします。現在、市内には 53か所の指定避難所が 

ありますが、ほとんどが学校体育館というのが多うございます。バリアフリーが全部当然整

っているわけではありません。例えば入り口等にスロープがあるかということにつきまして

は、６割強、66％ぐらいの整備率になっておりますし、トイレですね、多目的トイレがある

かということについては、大体３割の設置率というふうになっております。というようなこ

とから、実際、先ほど言いました要配慮者の中の避難行動要支援者の方が利用になられる場

合は、不便をかけてしまうという場合が考えられます。 
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この避難所の環境整備、重要な課題ではありますが、この辺は福祉避難所へ移動できるま

では、いわゆる共助ということで対応をお願いしなければならないというふうに考えており

ます。また、スロープなどが設置してある動線を確保することなどによりまして、避難所を

活用する方法も研究してまいりたいと思っています。 

以上です。 

○副 議 長  １番・大平剛君。 

○大平 剛君  南魚沼市役所の災害対策について 

お答えいただきました。やはりトイレは３割ということで、あまり整備がなかなかできな

いというのが現状ではないかと思います。これはもちろん、予算の関係もあるということは

理解しております。 

それと、それこそ今、共助という話が出ましたので、ぜひ――これは、去年の台風のとき

も問題になった点ですが、要するに、そういう福祉避難所に入らなければいけない要配慮者

の方々の避難を、どのように援助していくかというところです。これはもちろん、先ほども

申し上げましたが、やはり地域の方々のご理解とご協力がなければできないことです。そう

いうところを、かといって地域の方々だけに求めるのではなくて、やはりそういうことが必

要だということを、地域の方々にご理解いただいて、行政の側からもこういうことで、ぜひ、

ご協力いただきたいと出していかないと、なかなかこれは前に進まない問題なのではないか

と私は思いますが、この点についてはどのようにお考えでしょうか。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  南魚沼市役所の災害対策について 

ありがとうございます。この要配慮者の皆さんへの避難援助については、大分理解は進ん

できていると思うのです。一番は、これも先ほどの農業の話と似ていますが、非常に私ども

のところは中越の震災を経験して以降、自主防災組織というものの組織率というのが、100％

とは言わないのですけれども、100％に本当に近い、限りなく近い形で組織をされているとい

うのが、南魚沼市の非常に大きな特徴だと思います。 

この中で、それぞれやはり行政区にこれが設けられています。行政区においての避難行動

要支援者名簿は、区長さん方に渡っております。これに基づいて、それを活用して、避難訓

練の実施をお願いしたり、安否確認をお願いしているというところであります。今回の台風

のときも、これらを利用されたというところも聞いております。 

いろいろありますが、なかなか個人情報とかいろいろな縛りもありますけれども、しかし、

有事においてはそう言っていられないという状況を当然考えながら、ぜひとも皆さんからお

願いしたいということで、お話をさせていただきます。 

この中にいわゆる公助の、行政的な意味の公助。我々市役所がなかなかこの時点で全部タ

ッチができるかというとそうではないので、これは地域の皆さんからぜひともお願いしたい

ということです。大分、気持ちは浸透してきていると思いますが、これからは先ほどの福祉

避難所を使うような皆さんも含めて――さきには例えば寺口議員さんのほうから、一人一人
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のところを担当まで決めてやっている、よそにはそういう自治体もあるというような話も聞

いたりして、いろいろあるのだというふうな思いはあるわけです。我々としてもできる限り

のことを尽くしていきたいというふうに思っているところでございます。これから訓練とか、

非常に大事ではないかと思います。 

○副 議 長  １番・大平剛君。 

○大平 剛君  南魚沼市役所の災害対策について 

わかりました。先ほど訓練というのが出ました。やはり日ごろからそういったことで想定

して訓練をしていかないと、急に行うと言っても、なかなか難しいのではないかと思います。

特に一般の普通の方が、そういった方を介助しながら避難するというのも、やはり自分も避

難しなければいけないわけですから大変なわけです。そういうのを例えば行政が相談を受け

るなり、こういうやり方があるという講習会を開くなり、何とかこういう理解は広がったな

ら、今度は手法を覚えていただくというのが必要になってくると思います。 

確かにおっしゃるとおり１人、担当を決めてやられれば一番いいのですけれども、災害と

いうのはいつ起こるかわかりませんから、もしかすると、その日に限ってその人がいないと

いうことも当然あり得るわけです。なので、できるだけ広く、多くの方からやってもらえる、

できる。何かあったときは自分が大丈夫だったら、まず、ではあの人を、俺はできるから見

に行って助けてみようかと、そういう気持ちを持っていただくというのが、やはり重要だと

思います。ぜひ、こういうのをやはり育てていく、・・・していくというのが行政の役割だと

思いますので、ぜひ、この辺を頑張っていただきたい。最後その辺についてご答弁いただき

たいと思います。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  南魚沼市役所の災害対策について 

そのとおりだと思います。なので、先ほど、例えば前の質問者の方が農業のことを言って

いましたが、これらも含めて地域社会というのが非常に大事であると。そして、地域のむつ

み合いとか、どこに誰が住んでいて、どういうところの部屋にまでいるか。これがわかった

地域は、中越の震災やさまざまな災害現場において、非常に人が救われたということがもう

言われています。絶対的にそうだと思いますので、今、非常に人間関係が希薄な時代になっ

ているという感はありますが、再度この災害とかということに、今、心配が常にある現代で

あるからこそ、もう一度原点回帰といいますか、もう一度地域社会というものを見つめ直す

というか、きっかけにもなることではないかと思っている。これはいろいろなところでお話

をさせていただいたり、ぜひともそういう訓練とかということを形づくっていきたいという

ように考えております。 

○副 議 長  １番・大平剛君。 

○大平 剛君  南魚沼市役所の災害対策について 

ぜひ、こういったときに要配慮者の皆さん、そういった方々が不利益をこうむらないよう

な市にしていただきたいと思います。 
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 続きまして２番、今後の除雪体制についてですが、今、非常にオペレーターの、除雪をさ

れている方々。今回は特に、市長は「無雪」と言い切っていますが、実際にそのような状況だ

と思います。こんな中で、待機料の前払い等をしていただきまして、いろいろと対策を打っ

ていただいているのは、確かにそのとおりなのです。 

ただ、やはり人数の確保ということになりますと、やはりオペレーターの方の収入を安定

化させるのが、一番先決だと私は思います。実際問題ですが、例えば待機料にしても、ふだ

んでしたら、多少の少雪でも、待機料を出していただければ十分穴埋めできる点もあると思

うのです。ただ、今回みたいに本当に稼働がなかったときになると、なかなか現状の待機料

では難しいのではないかというところがございます。もちろん、財政等のこともあるので、

その辺について、収入の安定策という点のお考えがありましたら、もう一つお願いしたいと

思います。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  南魚沼市役所の災害対策について 

ちょっとなかなか今、答えられないというか、そこまでちょっとまだ――本当にそうだと

思っているのですけれども、ちょっと今、全部は答えにくいです。例えば、稼働単価につい

ても新潟県に準じている、市としてはそれに準じているというようなところもあったりとか、

いろいろございます。 

ただ、今回のことは本当に空前です。おっしゃることはよくわかるつもりです。なので、

いろいろなことを想定して、これから考えてみなければいけないと思いますが、ここでどう

するかということはちょっと答えにくい。多分、担当部、課のほうでもちょっと難しいので

はないかと思いますので、私の答弁でちょっと済ませてもらいたいと思います。これからい

ろいろなことを考えてみなければいけないと思います。 

○副 議 長  １番・大平剛君。 

○大平 剛君  南魚沼市役所の災害対策について 

確かに非常に難しい問題だと思います。先ほど私も申し上げたように、財政との兼ね合い

というのが必ず出てくる問題であります。恐らく財政が無限に豊かであれば、この問題なん

て私と市長の間で議する必要もないような問題なのかもしれません。 

ただ、やはりそういった中で市民の方からも理解できる形で、例えば稼働を増やせるよう

な方策を考えていくというのも一つだと思います。あえて、今、そうします、というふうな

話はしていただかなくて結構ですが、ちょっと提言させていただければ。例えばですが、歩

道除雪。去年までは県と同じ 20 センチメートルで出動しました。ことしは 15 センチメート

ルまでということになったのか、もっと前からなったか――とにかく 15センチメートルに今

はなっています。 

それで、例えばですけれども、小学生の通学路。なかなか 15センチメートルとなると、こ

れも私はちょっと厳しいのではないかと思う。例えば通学路に限って 10センチメートルにし

ているとか、そういうふうに市民の方にも理解していただけるような、そういう方策をちょ
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っとこれから稼働に関しても考えていただくとかですね。 

また、待機料に関しましても、ちょっと実は例えばですが、一部待機料が設定されていな

い地区というのも、車両というのもございます。そういったところもきちんと待機料を設定

して、こういうときにお支払いいただく。もしくは例えば稼働時間を――待機料も時間で決

まっていますので、それを二番底をつくるとか、いろいろな方策があると思うのです。 

ちょっと本当にこの少雪が万が一続いて、オペレーターさんに十分な収入が払えないよう

な状況になれば、本当に今はオペレーターさんもそれなりの資格を持っていますので、引く

手あまたですね。その人たちだって生活がありますので、別のところを探さなければいけな

くなってくる。本当に死活問題になってくると思います。 

その状態で市長が言われたとおり、いきなり豪雪になれば、もう手が打てなくなる。こう

いうことも考えていかなければいけないと思います。ぜひこれは、今回少雪だったからこそ

考えていただきたい問題なのです。その点について、今やるとかではなく、お答えがござい

ましたら、どうぞお願いいたします。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  南魚沼市役所の災害対策について 

まさにことしはそういう問題が突きつけられたと思います。なので、これから本当によく

研究をして、そして、この業界の皆さんとも実態を把握させていただく。そして、市民の皆

さんの意向もあるでしょう。全部税金ですから。なので、その辺のところで本当にどうする

か。繰り返しになりますが、先ほどいろいろな除雪式で子供たちに見てもらったり、市民の

皆さんからも理解をいただいたり、地道なそういう活動もしながら。 

そして、さらに言えば、いろいろな意味でほかのところで負担になっている部分もありま

す。先ほど言った免許の取得のための助成制度とか、いろいろ手はあると思うのです。だけ

れども、一番根本の待機、これはその皆さんのずっと待機をするというつらさとかも含めて、

では、違う仕事にちょっと向いてもらうとか、いろいろ方法はあるのかなという思いはして

いますが、これは本当にこれから研究を重ねていかなければならないと思います。こういう

ことが２年続いた場合には、大変な問題になると。もう、ことしでも、かなり大変な問題で

す。本当にそういうふうに自覚をしているところであります。 

もし、足らざるところがありましたら、またご質問いただければと思います。では、担当

の部長のほうから答えてさせます。 

○副 議 長  建設部長。 

○建設部長  南魚沼市役所の災害対策について 

歩道除雪の件ですけれども、基準は 15 センチメートルということで出動しておりますが、

実際歩行者、特に高齢者ですとか、小さい子供さんは、15センチメートルあると非常に歩け

ない。実情として 15センチメートルの雪があると、車道のほうへ出てしまって歩いていると

いうような状況がよく見られます。そんなことから、新潟県のほうにも出動基準を 10センチ

メートルというようなことで、市のほうからも要望させてもらっております。（当日訂正発言
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あり）少しでも歩きやすい環境をつくれるように、今後も要望を続けていきたいと思ってお

ります。 

以上です。 

○副 議 長  １番・大平剛君。 

○大平 剛君  南魚沼市役所の災害対策について 

やはり、市道除雪というのは、市民の皆様方の生活のためにやっているわけですので、そ

ういったところを前面に押し出してきちんとしていただければと思います。 

また、オペレーターの確保という面では、女性オペレーター――以前も質問したときも話

がありました――の増加についてもやはりこれから手を打っていかなければならないとは思

うのです。先ほど市長が、免許の要望が今出ていると。すごいところでは、本当に女性オペ

レーターを増やしてもらうために、女性オペレーターに限定してですけれども、ほとんど資

格を取るためのお金を出していただいたり、そういうことまでしている人たちが――高速道

路ですけれども、やっていらっしゃるわけです。そうなってしまうと、どうしてもそっちの

ほうに皆さん行きたがるのです。 

正直な話をすれば、うちの市で言えば、高速、国、県、市で、あとは民営のところで除雪を

やっているわけです。そうすると、もうオペレーターが足りなくなれば、取り合いになって

しまう。そうすると、一番魅力がないところといったら失礼ですけれども、そういうところ

が割を食ってしまうということが当然あり得るわけです。なかなか魅力がないと言っては申

しわけないのですけれども。 

あと、同時にわかっていただきたいのは、市道というのは、実は一番難しいところなので

はないかと私は経験上思っているわけです。何せ市道は細かいところに入っていかなければ

いけないものですから、技術も要りますし、１年や２年では、なかなかオペレーターが務ま

らないというところもあるわけです。そういったところを育てるという意味で市のほうも、

それ以上とまでは申しませんが、やはりそれに負けないような制度を何とか確立していただ

ければと思うところであります。女性オペレーターの確保も含めて、市長のお考えがあれば

お願いしたいと思います。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  南魚沼市役所の災害対策について 

ＮＥＸＣＯさんといいますか、高速のほうに女性オペレーターが非常に多いというのは、

これはもう十分わかっていました。そういうこともそこにはあるのだという思いがして、今、

聞いております。これにつきましては先ほど答弁したとおり、非常に強い要望でありました。

よくある議論の中で、ゼロか 100 かということばかりが、最近、殊さら、この世の中は、た

だなのか、有料なのかみたいな議論ばかりです。けれども、例えばここに言えば、では、この

中の一助を、少しでも手助けができないかとか、そういう観点もあるわけなので、いろいろ

これは研究をさせてもらいたいと思います。今ここではちょっと回答は差し控えますが、気

持ちとしては、大変そういうことが大きな問題になっているということは感じております。 
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以上です。 

○副 議 長  １番・大平剛君。 

○大平 剛君  南魚沼市役所の災害対策について 

ぜひ、業者の皆さんも頑張っていらっしゃいますけれど、同時に市のほうからも、いろい

ろとお力添えをいただいて、今の除雪体制を維持して、市民の生活、そして市長もおっしゃ

っていましたけれども、やはり観光のとき、きれいに道が除雪されているというのも一つの

魅力だと思います。ひとつこういう体制を維持できるように、市のほうからもご協力をいた

だきたいと思います。 

 続きまして、災害時における他の自治体との連携についてです。これもまた以前にもちょ

っと聞かせてもらった部分もございますが、多分、自治体との連携となりますと、２つ重要

な点があって、近隣自治体との連携と、割と遠いところと言ったら失礼ですけれど、ある程

度距離の離れたところの自治体との連携、この２つが必要だと思います。やはり、近隣自治

体を巻き込むような大災害があったときになると、なかなかお互いに助け合うことはできて

も、そこを救助するというわけにはいかないので、やはり離れたところときちんと連携をと

れるというのが一番重要だと思いますので、先ほど江戸川区さんという話も出ましたが、ぜ

ひ、どんどん進めていっていただきたいというふうに思っております。 

それで、この中でちょっとメインになると思うのですけれども、近隣の自治体との連携の

ところで、去年の台風のときも帰宅困難者の方が出たというのは、皆さん覚えていらっしゃ

ると思うのです。やはり、そういったときに、例えばですが、隣町――南魚沼市から湯沢町

のほうへ仕事に行っていたり、魚沼市に行っていたりと当然ありますし、その逆もしかりな

わけです。そういった際に、例えば足止めをされてしまった、会社も閉めてしまったし、駅

にずっといるしかないという人たちが、どうすればいいのだろうとなったときに、お互いに、

旅館組合さんとか――当然我々は観光地ですので、ホテル、旅館の皆さんが大勢いらっしゃ

るわけです。そういうところと協定を結んで、そういった人たちを泊めさせるとか、そうい

うような相互に帰宅困難者に対して支援をするような、そういう話し合いができないものか

というのを、ちょっと私も思ったものですから、ぜひ、お聞かせ願いたいと思いますが、い

かがでしょうか。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  南魚沼市役所の災害対策について 

この相互応援協定では、必要に応じて避難が必要な被災者の受け入れについて、相互に応

援をするというふうに、近隣も含めて定めています。そして、大雨等で帰宅困難になった場

合については、近隣自治体間では協定に基づきまして、お互いの市、町にある避難所で受け

入れることにしています。実際に台風 19号のとき、当市内の赤坂といわれる、私の家の近く

の赤坂がとめられました。湯沢は孤立しました。峠のほうもとまりましたので、孤立した状

況でありました。通行止めになったときに、湯沢の方が避難所にも来られています、という

状況であります。 
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現実的には相互応援協定があるかないかにかかわらず、帰宅が困難となったほかの自治体

の住民――といえば、では外国籍はどうだとかが出てくると思います。私が勝手なことは言

えないかもしれませんが、人道的に考えたって、その人たちを受け入れる。台風のときは、

実際東京のどこかの行政自治体では、それを受け入れなかったというので、大変問題になっ

たことが出たと思います。私はああいうことはあってはならないと思います。必要な場合は、

当市の避難所で受け入れることになるというふうに考えております。また、しなければなら

ないと考えています。 

○副 議 長  １番・大平剛君。 

○大平 剛君  南魚沼市役所の災害対策について 

そのとおりだと思います。人道的に考えても、そうなったときは助け合うのが必要だと思

います。となると、今度、同時に市内に取り残されてしまった方ですとか、他の自治体の方

に、どういうふうに情報を提供していくか。もし、帰宅が困難になったら、こちらの避難所

に行ってくださいとか、現在何々市まではお帰りになることはできませんので、例えば現地

の市で、ここまで対応しますのでこちらにご連絡なり、行ってみてくださいと、そういうの

を、他の自治体でここに来ていらっしゃる方に対して、情報を提供していくかというのも重

要になってくるとは思うのです。その点に関して何かお考えがございましたらお願いします。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  南魚沼市役所の災害対策について 

そういったことは多分、発災時に――例えば避難所が開設されました。すぐ、ばっと対応

ができるかというと、なかなかそういうのは難しいかもしれませんが、きちんと冷静になり

ながら、そういう人がいる。例えば違うところの方がいるのだということが認識されていっ

て、だんだんと体制が整えられるはずです。 

例えば中越の震災のときに私が自分で経験したことを言うと、あのときは消防の部長をや

っていたのですけれども、石打は避難勧告が出たのです。初めてでした。多分、周りの皆さ

んも含めて初めての経験だったと思います。そのときに、秋の遅い時期だったので宿泊客が

いっぱいいました。これが冬だったらどうなるのだろうという気持ちもするわけです。こう

いったときに、さっき言った話はもう吹っ飛ぶというか、そういった皆さんも含めて、避難

させなければいけないという状況が生まれる可能性は大です。 

なので、これには外国人がいたりする場合があります。今、外国人で――では、言葉はど

うするのだ、言葉のボランティアは足りるのかとか、いろいろな問題が生まれていますが、

そういったことも含めてやっていかなければならないと私は思います。必ずそういうときに

は、長期にわたって、大変な甚大な災害があった場合には、ある程度の期間、ご自分のとこ

ろに帰れないという、そういう意味の帰宅困難者が出るかもしれません。 

そういったときにはどうするか。当市としては、東北の震災のときにも被災の皆さんを含

めて、宿が、民宿さんとか旅館さんがみんな引き受けたという経験をしています。なので、

それはもう我々としては経験済みのことであって、そういうときには迅速な対応というか、
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的確な対応ができる資質を持ち合わせているというふうに思いますので、まだマニュアルは

できていませんが、そういったことは必ずやり遂げられるはずだというふうに思っています。 

○副 議 長  １番・大平剛君。 

○大平 剛君  南魚沼市役所の災害対策について 

外国人のお客さんに関しましては、確か去年３月にも私のほうからもちょっと質問をさせ

ていただいたと思います。やはり、これから重要な問題だと思いますので、先ほどインバウ

ンドの話も永井議員などからも出てきましたし、観光に関しては目黒議員とも話していらっ

しゃいました。やはり、あのときも申し上げましたけれども、安全を提供できるというのも、

やはり観光地としての強みになると思いますので、ぜひ、その方向で一生懸命頑張っていた

だければと思います。 

 最後になりますが、災害の種類ごとの避難計画についてですが、現在できていらっしゃる

ということで、安堵はしております。ただ、これが今度、市民の皆様方にどの程度の周知が

されているかというのが、今度は重要になってくると思うのです。例えば、今さらですが、

避難所に関しましても、先ほどお答えいただいた指定避難所、これも災害時によっては使え

ない避難所というのも設定されているわけです。こういうところもきちんとご理解いただい

た上で、では、水害だったらどこへ、地震だったらここでも大丈夫というのは、市民の皆さ

んがやはり自覚していただいてわかっていただいた上で、自分の身を守るための行動をとっ

ていただくという、これも重要だと思うのです。この辺の周知に関してはどのようにお考え

でしょうか。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  南魚沼市役所の災害対策について 

この件につきましては、担当のほうから答えてもらいますので、よろしくお願いしたいと

思います。 

○副 議 長  総務課長。 

○総務課長  南魚沼市役所の災害対策について 

ちょっと前までは、災害が起きたらどこへ逃げようかということを、多分、市民の皆さん

は、私も含め、考えていたと思います。自分たちの家の避難所はここだよ、という覚え方だ

ったと思うのですけれども。今回、台風 19号で水害に見舞われそうになりましたが、水害だ

と、ではここへは逃げられないというようなことが、かなりの方がわかったと思います。 

うちの避難所を指定するときも、結果的には浸水区域にせざるを得なかったというような

こともありますので。ですので、今回市民の皆さんにお配りした防災マップ、こちらを使っ

ていただいて、こういう災害のときにはここへ行こうとか、例えば地震、風水害、いろいろ

な場合にそれぞれによって、自分はどこへ行かなければいけないのだとか、この川が増水し

たらこっち側は行けないだろうというようなところを考えて、そういうところにこの防災マ

ップを利用していただいて、私を含め市民の皆さんがそれぞれに、一段一段ステップアップ

していっていただければというふうに考えております。 
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○副 議 長  １番・大平剛君。 

○大平 剛君  南魚沼市役所の災害対策について 

やはり、避難するときに状況というのは、多分、変わると思うのです。先ほども計画を金

科玉条にはしないという話も出ました。そのとおりだと思います。状況に応じて避難所を、

たとえ浸水地域であっても、開けなければならないときもあるし、逆に絶対にそこを開けて

はならないとか、そういう状況、状況があると思うのです。 

だからこそ、やはり市民の方にも、先ほど言ったとおり、防災マップを見てきちんと理解

していただく。今回の経験も生かしてどういうふうにと。例えばですけれども、あえて言う

なら、自分の家が安全ということが当然あり得るわけです。なので、そういうところの判断

がつくような情報、例えば自分の家の耐震性能はどうなのだとか、食糧はどのぐらい自分の

家で備蓄してあるのか、では、３日ぐらいだったら自分の家でもつのではないかとか。そう

いうところが客観的な情報で判断できるように。やはり市民の皆さん方からも、ふだんから

情報を集めていただいたり、認識していただかなければいけない。それと同時に、市のほう

からも状況を常々的確に市民の皆さんにお示しするということで、やはり、そういったとき

の判断ができると思うのです。 

やはり、こういう災害のときというのは、にせ情報といわれる、変な流言飛語が飛び交い

ますので。正直、今回の新型コロナウイルスのときだって、買い占めや何やらの情報が出た

せいで、こういうことが起こっているわけです。ましてや災害のときなんていうのは、絶対

に出てくると思います。やはり、市がきちんと正式な情報を発信し続ける、これが私は災害

時に市民に対して一番重要な点でもあると思うのです。この点について、住民、市民に対す

る情報提供をどのように、これからしていかれるかというのを、またあればお願いしたいと

思います。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  南魚沼市役所の災害対策について 

一番はここの議場でもすごく大きな議論といいますか、よくある、どういうふうにその伝

達をするかという視点であります。いわゆる放送というか、防災用の同報系の例えばサイレ

ン柱とか、そういうこととかいろいろある中で、一番はやはり、私は公式の発表については、

ラジオ、そしてあとはウエブサイト等が見られる状態であれば、そういうことだと思います。 

これに頻繁に――台風 19号の後、いろいろなご指摘もありました。今度は災害対策本部の

脇に、もうその中に例えばラジオですぐに伝えていただける方に常駐していただくとか、脇

にいていただく、そういうことも含めて情報発信をきちんとやる。しかも正確な情報をお伝

えしていく。例えばおっしゃったように、水害の場合、はっきり言って、自宅にいたほうが

安全という場合もあります。しかし、それも水量によって、どれぐらい越水するかによって

は大きく変わります。 

その辺の判断が非常に難しいところで、緊迫感にあふれた中で、それをどうやって判断し

ていくかということですけれども、いろいろなことが想定されます。しかし、今の現状では
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こうだということをきちんと伝えられることが、一番大事かと思います。例えば、どこどこ

の地区は避難所をこっちに切りかえてくださいということだってあり得ます。いろいろなこ

とが想定されますので、これらについてしっかりやっていかなければならないと思います。

いずれにしても、臨機応変さも、そして、その場の状況によっても大きく変わってくる場合

があるというふうにも考えながら、やっていきたいと思っています。 

○副 議 長  １番・大平剛君。 

○大平 剛君  南魚沼市役所の災害対策について 

ぜひ、情報提供というのは、非常に重要なところだと思います。また、もう一つ、ちょっと

時間もあれですけれども、多分、最後ぐらいになるかと思うのですが。台風 19 号のときも、

一番、市長も悩まれたところだと思うのですが、避難所をいつ開設するかというのも重要な

点になってくると思うのです。正直な話、批判はいろいろあると思うのです。早過ぎる、遅

過ぎるとか。 

この点に関して、これはあえて質問というよりは提言ですが、でも私が思うに、早過ぎて

悪いということはないと思うのです。遅過ぎて悪いということはあったとしても。早過ぎて、

避難してみたけれども空振りでしたとか、それほどではなかったということがあって、それ

で失われる命というのはなかなかないと思うのですけれども、遅過ぎて被害に遭われる方は

いらっしゃると思います。ぜひ、今後行う際は、なるべく早く避難所の開設を行うべきでは

ないかと思いますが、この点に関しては市長、どうでしょうか。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  南魚沼市役所の災害対策について 

この点については、私は何度も話をしているのではないかとちょっと思っているのですけ

れども。台風 19 号も含めて反省材料として考えていることは、特に台風 19 号の後、思った

ことは、あのとき避難勧告が発令される前の、10月 12日の午後２時から本庁舎、それから大

和公民館、そして塩沢公民館に、これは自主避難所というものを開設しました。ここに過去

にない方々が、心配な方は、もう避難を開始してくれていました。これは過去になかったこ

とです。その前の年の風台風のときからそれが出てきました。 

今回の反省は、避難勧告というのは、非常に避難勧告を出すというときというのは、急に

水位が上がったこと、今回そこが問題になりました。なので、なかなか避難所の開設という

のがちょっと厳しいところがあった。 

自主避難所については、ニュースや――例えば地震は難しいですけれども、風水害とかに

ついては特に有効だと思います。台風がだんだん北上している。例えばそういうことが想定

されます。この中では、この台風 19号で対応したよりも、もっと早くこれらを明るい時間帯

であればなおのこといいわけですので、そういう形での開設を躊躇なくもうやるということ

を徹底していきたい。我々、もう開くのですというぐらいなことに引き上げてやっていけれ

ばというふうに思います。 

なかなか勧告の後――勧告はいつ出せるかわからないのです。だから困るのです。判断に
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迷います。そして、その時点ではもう、もしかしたら避難してもらったほうが危ない状況が

生まれるかもしれません。家にいたほうがいいという状況もあり得るのです。なので、自主

避難所という形で、これらをいかにやるかということが大きなテーマではないかと思います。 

○副 議 長  １番・大平剛君。 

○大平 剛君  南魚沼市役所の災害対策について 

実にそのとおりだと思っています。私もあのとき、大和の避難所のほうへ行ってみました。

避難された方って、やはり以前に河川の近くで災害に遭われたという方。やはり経験された

方というのはその経験を生かして、早めに避難しようと思うのです。やはり、経験が生きて

くるのではないかと思ったところです。 

思ったのは、やはり、自主避難所という形でつくっていただいたのですが、ほかにも近く

の地域で指定になっていなかったりする場所にも、やはり避難所を開けていただきたいとい

う声もあったのは事実なのです。ですので、例えばですが、そういったところの連携を強化

いたしまして、もし、地域の方でそういう避難所を開けていただきたいというのがあれば、

どこどこへ――あのときはたまたま知っている方がいたのでよろしかったのですけれども、

そうではなくて、地域に対してそれを示して、ここへ連絡すればそこの避難所を使ってもら

ってかまいませんというのがわかるような状況をつくっていくのも、これもやはり自主避難

という意味では、重要になってくるのではないかと思います。 

今回は１か所だけではなく、例えば旧大和でいえば浦佐、薮神、東、大崎の４地区それぞ

れに要請があれば開けられる場所を用意しておくと。そういうふうな、それを区長さんなり、

皆さんに伝えておく。こういうこともやってはいかがかとは思うのですが、もし、やってお

られたとしたら、私が無知で申しわけないです。この点についてはどうでしょうか。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  南魚沼市役所の災害対策について 

可能な限りそうしたいと思っているのですけれども、行政区単位でいろいろ決められてい

る場所とかがあったり、その辺については、ちょっと担当の課長のほうから答えてもらうこ

とにします。いずれにしても、早めの対応というのが、一番いいというふうに思います。 

○副 議 長  総務課長。 

○総務課長  南魚沼市役所の災害対策について 

大平議員のおっしゃることも、もちろん検討させていただきますが、各行政区には行政区

ごとに決められた緊急避難場所といいますか、行政区ごとでここへとりあえず集まろうとい

う取り決めをしてもらっている場所がございます。例えば集落センターとかそういうところ

ですけれども、そこの場所が安全であれば、とりあえずはそこへ集まってもらうとかという

あたりから、考えていただくのも当然ではないかと思っております。それも当然、災害にも

よりけりだと思います。そちらの近くの場所へまず集まるか、あとは 12地区のようなセンタ

ーぐらいで、まずは自主避難所を開けるかというのも、個々のケースによっていろいろ検討

していくべきではないかと思います。 
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以上です。 

○副 議 長  １番・大平剛君。 

○大平 剛君  南魚沼市役所の災害対策について 

わかりました。確かにまずはそういったところに入って、というのも一つの手だと思いま

す。ただ、今、課長もおっしゃったとおり状況によりますので、そういうことができる体制

も、ひとつつくっていただければと思います。 

最後になりますが、実際、去年の台風のとき、私も一晩中走り回っていましたけれども、

本当にいろいろな人たちが心配して、でも、私は一言だけ言いたいのは、市役所の方々には、

本当に一生懸命頑張っていただきました。それはいろいろと批判もあるかもしれません。だ

けれども、大和庁舎へ行けば一晩中、人もいましたし、いろいろな、それこそ総務課の災害

班の方々もいろいろな情報を提供したり、お互いに情報交換をして、市民のために一生懸命

やってもらったと思います。次の日の朝行けば、本当に皆さん、一睡もしていないのだなと

いう感じで、頑張っていただいたと思っております。本当にこの点に関しましては、私は非

常に感謝を申し上げて、今後も市民のために、市民の安全のために頑張っていただければと

思います。 

以上で終わります。 

○副 議 長  以上で大平剛君の一般質問を終わります。 

○副 議 長  ここで休憩といたします。休憩後の再開を３時 10分とします。 

〔午後２時 49分〕 

○副 議 長  休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

〔午後３時 10分〕 

○副 議 長  ここで、建設部長から発言を求められておりますので、これを許可します。

建設部長。 

○建設部長  先ほど大平議員に対しまして、歩道除雪の基準を 10センチメートルにという

ことで県に要望しているという答弁をさせていただきましたが、ちょっと誤りがありました

ので訂正させていただきます。 

歩道除雪の実施のもととなる南魚沼市雪みち計画というのを、国、県、市でつくっており

ます。その中で歩道除雪の出動基準が、県の基準に合わせて 20センチメートルとなっており

まして、運用基準の 15センチメートルとちょっと乖離があります。そういった意味から、新

潟県のほうには 20 センチメートルの基準を、運用基準と同じ 15 センチメートルとなるよう

に要望しているということで、誤りがありましたので訂正させていただきます。今後も関係

機関と調整しながら、安全な歩行環境の整備に努めていきたいと思っております。よろしく

お願いします。 

○副 議 長  質問順位 11番、議席番号７番・勝又貞夫君。 

○勝又貞夫君  議長より発言を許されましたので、通告に基づき一般質問を行います。先

ほど教育長のほうから、新型コロナウイルスに対する対策として、３つの項目の報告があり
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ました。着任早々大変な問題に遭遇し、どのような思いでいるかと、心中お察しいたします

と、そのように申し上げたいと思います。 

昨日の一般質問にもありましたとおり、新型コロナウイルスの感染について、毎日毎日、

刻々と状況は悪化しているようであります。この新型コロナウイルスは、音もなく、確実に

過去にない規模で拡大、拡散していると、毎日毎日のニュースで報道されています。我々は

目に見えない敵と戦っているとか、あるいは現場は非常事態であるという話も、きのうござ

いました。 

                                          

                                           

                                           

           

                                          

                                           

                                           

                                           

                                           

                              

                                          

                                           

                                           

          

１ 南魚沼市の小・中学校の学力と防犯設備について 

さあ、教育関連の質問であります。このたび 12 月 25 日に教育長の交代があったわけです

が、着任早々２か月もしないうちに、新型コロナウイルスの感染拡大ということで、前例の

ない対応を強いられるという事態に、新教育長も安眠できない日々を過ごしていることと思

います。空前の規模で全世界に拡散した、この今回の新型コロナウイルスの感染が、一日も

早く収束することを祈りたいと思います。さて、このたび私の質問は、南魚沼市の小・中学

校の学力と、学校における防犯設備についてであります。 

この学力の質問については、12月にも同様の質問を行いました。既に答弁をいただきまし

たが、教育長も入れかわったことでありますし、再確認の意味でお尋ねすることとします。

できれば 12月の前教育長と同じ答弁でないことを期待したいのですが、新教育長の岡村ビジ

ョンというか、今後の遠大な構想のようなものについて聞くことができれば幸いであります。 

昨年４月に小・中学校で実施された全国学力・学習状況調査において、学力が全国と県の

いずれの平均と比較しても、その平均値を下回るという結果であったと。これは当市の平均

値が、全て国、県の平均値を下回ったということであります。これは今年度に限ったことで

なく、数年来続いていることであると聞いています。のみならず、近年ではさらにその低下



63 

 

傾向が続いているようにも聞いています。 

なお、人の話をよく聞くとか、あるいは人のためになる仕事をしたいとか、そういう人格

面でのアンケート調査においても、全国レベルを大きく下回るというような結果が出ている

やに聞いた覚えがあります。 

さて、質問であります。１つ目、教育関係者の多大なる努力にもかかわらず、この地域の

児童・生徒の学力が、全国や県の平均値に及ばないのはなぜか。次期教育基本計画で「学力

向上」に向けて、３か年計画を立て、具体的な数値目標のようなものを明記して取り組むの

もいいのではないかと、そのように思うのですが、この点についてお尋ねします。 

２つ目、学力と知能は深い関係があるものと言われていますが、知能においても、我が市

内の児童・生徒が全国や県との比較において、その平均を下回っているという事実があるか

否か。この点についてもお尋ねします。 

３つ目であります。防犯カメラについては、私はこの議場で繰り返し質問をしてまいりま

した。市長に何度かお伺いしたのですが、このたびは向きを変えて、教育委員会に質問する

こととします。学校における防犯カメラの設置と、通学バスのドライブレコーダーの設置に

ついて、教育委員会としての考え方をお尋ねします。 

以上で壇上よりの質問を終わります。 

○副 議 長  勝又貞夫君の質問に対する市長の答弁を求めます。 

市長。 

○市   長  １ 南魚沼市の小・中学校の学力と防犯設備について 

勝又議員のご質問でありますが、第１項目めは教育にかかわることでありますので、教育

長から答弁をしてもらいます。よろしくお願いします。 

○副 議 長  教育長。 

○教 育 長  １ 南魚沼市の小・中学校の学力と防犯設備について 

南魚沼市の小・中学校の学力と防犯設備について、第１のご質問、教育関係者の多大な努

力にもかかわらず、児童・生徒の学力が国や県の平均に及ばないのはなぜか。これはなかな

か難しい質問でございますが、私の学校現場での経験を踏まえて、ご答弁を申し上げます。 

この問題につきまして、さまざまな要因が考えられますが、本日は大きな要因として考え

られるものを２つ申し述べたいと思います。１つ目は教員の経験年数の問題であります。こ

の地域は地元出身の教員が少なく、若い教員が３年周期で他地域から赴任するという「教員

確保困難地域」であります。この言葉は県教育委員会が使っている言葉でございます。その

ため、指導経験のある教員が少なく、十分な学校運営、学習指導が行えない状況があります。

それが要因の大きな１つ目でございます。 

２つ目は、教育環境の問題です。他地域と比べて、教育について関心が弱く、「勉強をして

良い大学に入ると、地元に帰ってこない」などという声が以前から聞こえてきます。進学実

績のある学校を目指して勉強に励む、学習塾などを利用して、学習の定着を図るなどの様子

が、他地域と比べて少なく、子供自身が積極的に学ぶという姿勢、雰囲気が醸成されていな
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いことが大きな要因のもう一つでございます。この問いについては、その２つを、まず、ご

回答したいと思います。 

また、次期教育基本計画への数値目標の明記についてでございますが、お答えいたします。

次期教育基本計画は、基本計画検討委員会において検討を行っておりますが、あくまでこれ

は基本計画でございます。ですので、具体的な数値目標を明記して基本計画をつくるという

ことはないと思われます。そこにつきましては、ご理解をお願い申し上げます。 

以上でございます。岡村ビジョンにつきましては、また再質問の中でお尋ねいただければ

ありがたいです…… 

○副 議 長  全部やってください。 

○教 育 長  失礼しました。大変申しわけございません。 

 ２点目につきましてお答えいたします。学力と知能について、知能の全国や県との比較で

ございます。失礼いたしました。学力と知能の間に深い関係があることは、勝又議員のおっ

しゃるとおりでございます。市内の児童・生徒が全国や県と比較して、その平均を下回って

いるのかという質問でございますが、これまで教育委員会として調査したことはございませ

ん。私の現場経験からいたしますと、そのようなことはないと捉えております。 

 学校における防犯カメラの設置と通学バスのドライブレコーダーの設置について、教育委

員会としての考えを問うという問いにつきまして、ご回答申し上げます。防犯カメラは市内

の小学校１校にのみ、設置されております。カメラを設置し、不審者の侵入を監視する体制

を構築できれば、防犯上とても有効であります。しかし、常時監視するために職員を配置す

ることはできないため、その効果は犯罪行為に対して、心理的な抑止効果があると思われま

すが、限定的な効果であると捉えております。防犯カメラにつきましては、学校が単独で設

置するのではなく、地域の防犯対策を含めて、地域全体で慎重に検討していくべきものと考

えております。 

また、通学バスのドライブレコーダーにつきましては、市が所有する通学用車両 22台のう

ち、４台に設置されております。新年度は使用車両の組みかえなどにより、３台増えて７台

になる予定と聞いております。ドライブレコーダーは事故防止の効果はあまりなく、事故が

発生したときの責任の有無について証拠を残す機能が評価されていると聞いております。 

まれに、周囲で発生した犯罪行為が記録され、捜査の資料として活用されることがござい

ますが、防犯の上ではあまり効果がないと考えております。したがって、教育委員会として

ドライブレコーダーの設置を、早期に要望するものではございません。基本的には通学用車

両を更新する際に順次設置されていくと考えております。 

以上でございます。 

○副 議 長  ７番・勝又貞夫君。 

○勝又貞夫君  １ 南魚沼市の小・中学校の学力と防犯設備について 

新教育長より非常に慎重な答弁をいただきました。学力については、教員の経験年数と、

あとは教員確保困難地域であるというような要素、あるいはこの地域の教育環境でしょうか、
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地域全体の雰囲気ですね。そういうものも要因としてあるのではないかというお話でござい

ました。 

これは 12月の南雲教育長も、この件についてお話がありました。答弁の中にこの話があっ

たのですけれども、その経験年数の浅い先生をこちらに回すと。経験年数の高いというか、

経験年数の深いといいましょうか、そういう先生を都市部にやるということでは、いつまで

たってもこの地域の学力が上がってみようがない、とでもいいましょうか。 

教育委員会として新潟県教育委員会に、強くその辺のことを要望するということは、今ま

でもやってきたのだと思いますけれども、今後も、また、人もかわったわけですし、現場の

経験豊富な新教育長の力で、経験豊富な先生をこちらに回していただくように交渉していた

だくことが可能であるか否か。その点についてお尋ねします。 

○副 議 長  教育長。 

○教 育 長  １ 南魚沼市の小・中学校の学力と防犯設備について 

大変大切なところを、ご指摘、ご確認いただきまして、ありがとうございます。教員確保

困難地域というものは、地元に教員が少なく、他地域から教員を呼んでこなければいけない。

ですので、今のお話のように、いろいろな先生に来てほしいとお願いをするところでありま

す。強くこれまでも要望してきました。豊かな先生を呼びたいのは、どこの地域でも同じで

ございます。しかし、経験豊かな先生は都市部にたくさんいますが、わざわざ南魚沼、この

地域に行きます、と手を挙げる方は少ないです。ですので、これからも強く、議員のおっし

ゃるように県教育委員会に要望を続け、１人でも多くの豊かな経験のある教員が来てもらえ

るように伝えたいと思います。これは強くこれからも要望してまいります。 

以上です。 

○副 議 長  ７番・勝又貞夫君。 

○勝又貞夫君  １ 南魚沼市の小・中学校の学力と防犯設備について 

岡村教育長の慎重なる答弁に、今、深く感動しているところであります。さあ、教育環境

についてのお話でありますけれども、南雲教育長は教員の指導力と、家庭における学習環境

とでもいいましょうか、大きく分ければこの２つだと。実は秋田に我々が議員として勉強に

行ったときに、大館市に行ったわけですが、何かあの地域の教育に対する空気のようなもの

が違うと、そんな思いをして戻ってきた記憶があります。 

学校、家庭、そして広く言えば地域全体だと。地域全体が目指す方向を一つにそろえて、

別の言葉で言うなら、ベクトルをそろえるという表現がありますけれども、我々はこうして

いこうと、この地域の教育はこうなのだというような、そういう思いでみんなで同じ方向を

向いて、力を合わせたのだというようなお話でありました。その地域の雰囲気というのは、

学んで学びきれるものではないとは思いますけれども、新教育長のお力で、この地域の教育

に対する雰囲気さえも変えていただければと、そのように思います。 

それはそうと、では、２番目の質問にまいりましょう。学力と知能は深い関係があるもの

と言われているがという、その部分の質問であります。岡村教育長が言われたように、学力
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は県や全国の平均と比べて低くても、知能が低いとは言えないと、それはないというお話で

ありました。ないと思うというお話でありましたが、私もそのように予想していました。秋

田県、あるいは福井県、石川県、ああいうところの子供たちが遺伝子レベルで、あるいは生

物学的に我が南魚沼市の児童・生徒よりも、決定的に違うのだなんていうことを、まともに

考える人はいないわけであります。そんな中で、どうしてこれほど違うのか。 

秋田の例について言うならば、去年の 11 月 22 日だったように記憶していますが、市民会

館で大館市の有名な先生を呼んで、講演会を聞いたわけです。私はほとんど聞くことができ

ませんでしたので、映像の記録を後で見せていただきました。その中にあった有名な言葉、

「秋田だからといって特別なことは何もしていない」。それからもう一つは「当たり前のこと

を、当たり前にやっているだけなのだ」というお話でありました。 

我々が小中学生のころ、かなり前ですよね、50年ほど前には秋田は全国の順位として 43番

目だったということで、それからかなり努力したのでしょう。平成 17年には全国トップにな

った。その後 14年間、続けて全国１位ないし２位のレベルを維持しているというお話であり

ました。 

それほど低かった学力がどうしてそれほど上がってしまうのか。魔法のようなお話ではあ

りますが、１年や２年で成し遂げられたわけではなくて、教育関係者のそれこそ、執念のよ

うなものもあったのだと、私はそのように思うのですけれども、ではひとつお尋ねしましょ

う。大館市において、当たり前のことを当たり前のようにやってきたと、その結果がこれな

のだというなら、我が市がいつも平均値を超えられないのは、当たり前のことを当たり前の

ようにやっていないことなのか。そういう質問もできなくはないわけですが、大変、新教育

長には質問しづらい内容ですが、もう発言してしまいましたので、お許しいただきたいと思

います。 

○副 議 長  教育長。 

○教 育 長  １ 南魚沼市の小・中学校の学力と防犯設備について 

学力と知能の関係からお話をいただき、ご質問いただきました。お答えいたします。まず、

議員がお話しされました大館市の山本教育監のお話は、私も拝聴いたしました。そして、い

ろいろな質問をさせていただいたりいたしました。大変、大館市に学ぶことは多いと思いま

した。 

議員のご質問の中にある、「当たり前のことが、当たり前にできる」というところが、最も

大事なキーワードだと私自身も思いました。そこです。そこです、という言い方は失礼です

が、私もそこだと思います。南魚沼市の子供たちの知能は、ほかのところと比較して劣って

いるわけではありません。学校現場において、当たり前のことを、当たり前に指導できる教

員を育てていかなければいけないという、そういう教師集団をともにつくっていこうという

ことが大事なわけです。 

当たり前のこと。例えば、静かに話を聞く、大事なところは忘れないようにメモをすると

か、当たり前といえば当たり前ですよね。そういうことを大事にすることができる教育を目
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指します。もう少しだけお話ししますと、これまではここに若い先生方が来まして、懸命に

やってきましたが、当たり前のことは一体何だろう、どれが当たり前なのだろう――それは

指導の基礎といいますが、指導の基礎をみんなで確かめ合うことが、なかなかできにくかっ

たのです。 

それで、これからは平成の時代が終わって、令和の時代は、若い人たちとともに、しっか

りと当たり前のことを、どの子もできるように指導を進めます。そういう取り組みを始める

予定でありますので、ぜひ、ここは注目していただきまして、この後もまたご関心を持って

いただければと思います。話がまとまりませんが、お答えをいたします。 

以上でございます。 

○副 議 長  ７番・勝又貞夫君。 

○勝又貞夫君  １ 南魚沼市の小・中学校の学力と防犯設備について 

私もこの地元の教育にかかわる方々が、せめて平均のレベルにまではなりたいという思い

で、日々仕事をしていることを信じていますし、また、今の教育長の話を聞いて、大変心強

い思いをしました。いきなり秋田のように全国トップということは無理なわけですから、一

つ一つ階段を上がっていくというような、そういう努力を重ねていただきたいと思います。 

では、その次の３つ目の質問に移りたいと思います。学校における防犯カメラとドライブ

レコーダーについてのお話でありました。私が以前聞いたお話は、六日町小学校に後援会が

つけた防犯カメラが、３か所の撮影だったでしょうか。石打の上関小学校に、これも３か所

だったか４か所だったか、カメラがついている。そういうお話を聞きました。六日町小学校

は、後援会がお金を出した。石打の上関小学校については、そこを最後とした校長先生が退

職金で防犯カメラをつけたというような話を聞きました。どこまで本当か私は知りませんけ

れども、話としては私はそう聞きました。 

確かに、よそでいろいろな事件や事故、そういうものが起きるたびに私が思うのは、防犯

という意味といいますか、抑止力ですね、予防効果。警察の皆さんはよくこれを使います。

抑止力、予防効果、これが大事なのだというお話をします。我が南魚沼市の市民の中にも、

せめて学校やあるいは保育園、幼稚園そういった類いのところは、優先的に防犯カメラをつ

けるべきだと思いますよ、というお話があります。そのカメラがあったからといって、犯罪

やらあるいは大きな事故、事件、そういう類いを決定的に防ぐことはできなくても、何かあ

ったときに第三者にあかしできる証拠が、はっきり映像として残るということであります。 

常識的に我々の日常生活の中で見渡せば、ホームセンター、あるいはスーパー、ああいう

ところに行って天井を見ると、防犯カメラがずらっと並んでいます。地元のコンビニエンス

ストアなんかを回ってみますと、多いところは防犯カメラが 19台。少なくても十二、三台は

あります。外づけ――駐車場向けでしょう。外づけ、あるいは入り口付近を映すものが、大

体３台。あとは中であります。コンビニエンスストアごとに私も一個一個数えていましたら、

不審者に思われまして、あいつは怪しいと。レジのところへ行ったら、むっとされたという

経験がありましたけれども、「別に怪しい者ではございません」と言って戻ってまいりました。 
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あとは地元の金融機関とかは常識ですよね。カウンターの上に防犯カメラが、ずらっと並

んでいる。あるいはＡＴＭの上には、もちろん並んでいます。もう、映像で記録を残すと、世

の中こういう時代なのだと。防犯カメラの映像、あるいはドライブレコーダーの映像をテレ

ビで見ない日はほとんどないのではないかと思うくらい、我々はそういうものを見ているの

であります。 

そうすると、もう時代の、これは時流でありますから、ぜひ、何かあったときに、学校側も

説明責任というのがあるわけです。何かあっても、よくわからないというようなことではい

けないと思います。説明責任ということも合わせ考えれば、映像の記録というものは、非常

に重要だと。これは決定的な証拠になる。 

それからもう一つ、ドライブレコーダーについてのお話ですけれども、地元のバス会社等々

に聞いてみると、ドライブレコーダーなど当たり前だと。あるいは長岡、あるいは新潟の教

育関係者等々に聞いても「通学バスにドライブレコーダーってどうですか」と、「うちの南魚

沼市では、なかなかそれほどついていないのですけれども」みたいなお話をその関係者に聞

いてみたことがあるのです。ドライブレコーダーがついていないという、そのことについて

は、考えられないことだというようなお話さえいただいたことがありました。 

タクシーとか、そういった営業用の車、あるいは民間の路線バス等々はもう当たり前です

けれども、せめて公が走らせる車のうち、児童・生徒が乗り降りする車については、ついて

いるべきだと、私もそのように思うわけです。何度も実はこの議会で一般質問として市長に

質問してきたのですけれども、このたび、新教育長になりましたので、向きを変えて新教育

長にお尋ねしたわけであります。今はまとまりのない話をしましたけれども、世間一般では

もうそういう時代であると。市民の中から、行政が一番遅れているのではないかというよう

に心配する、そういう声さえあります。この件について、もう少しご答弁いただけるようで

あればお願いします。 

○副 議 長  教育長。 

○教 育 長  １ 南魚沼市の小・中学校の学力と防犯設備について 

今、ご質問が２点あったと思います。まずは防犯カメラのことでございます。議員よりご

説明の中でありました六日町小学校と上関小学校の例でございますが、確かに六日町小学校

は設置してございます。これは防犯カメラでございます。                 

                                           

                                           

                                      

地域の中で、ある部分だけではなくて、地域全体で設置していくことが大事かというふう

に考えているところであります。学校に限らず、店もそうですが、交差点などの設置も必要

かと思います。先ほどの答弁、不適切なところがございましたが、お許しいただきたいと思

います。 

２点目の通学用車両へのドライブレコーダーの設置につきましてであります。必要なとこ
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ろは承知しておりますが、私自身といたしましては、車両の更新状況を把握しておりません

ので、担当部長、課長が説明できれば説明させたいと思います。 

○副 議 長  学校教育課長。 

○学校教育課長  １ 南魚沼市の小・中学校の学力と防犯設備について 

ドライブレコーダーですけれども、先ほど最初に教育長がお答えしたとおりの台数でござ

います。申し上げたとおり、これにつきましては、事故があったときの証拠映像といったよ

うな意味合いが強いわけですので、これによって防犯効果があるのかと言いますと、かなり

これは小さいものであろうというふうに教育委員会としては捉えております。ですので、教

育委員会として予算要望する際に、これをぜひ、つけてほしいということは申し上げており

ません。 

以上です。 

○副 議 長  ７番・勝又貞夫君。 

○勝又貞夫君  １ 南魚沼市の小・中学校の学力と防犯設備について 

教育委員会のおおむねの考え方がわかりました。この場を借りてお願いすることがあると

すれば、ぜひ、前向きに防犯カメラもドライブレコーダーも設置してもらうよう、要望が可

能であったらしていただきたい。財政のほうも要望が上がってこない限り、要望がないのに

予算をつけるというのはまれにしかございませんので、その辺のことも、今後、配慮してい

ただければと、そのように思います。１問目はこれで終わりにします。 

２ ふるさと納税について 

２問目のふるさと納税についてであります。ふるさと納税の受付が３年連続で増加してい

ます。２年前は９億円、昨年度は 11 億円で、今年度は市長も驚いているようでありますが、

年度末には 16億 8,000万円程度になるのではないかと予測されています。この事業にかかわ

った多くの関係者の努力により、予想をはるかに超えた成果になっています。ありがたいこ

とで、これについては、市民も大変強い関心を持って見ているところであります。 

今回の質問においても３人の議員が、ふるさと納税についての通告をしました。それだけ

注目されている事業であります。私はその３人目の質問者であります。同僚議員のほうから

既に質問されたこともありますので、できるだけダブらないように端折って進みたいと思い

ます。（１）ふるさと納税は大きな可能性を秘めた分野で、市民からも大変注目されています。

この事業の今後の予測と目標、及びその課題は何かお尋ねします。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  ２ ふるさと納税について 

それでは、勝又議員の第２の項目について答弁申し上げます、ふるさと納税。まず１点目

のこの部分であります。今後の予測と目標、その課題は何かということであります。市では

昨年度に行われました、国の総務省における制度の厳格化、返礼率の厳格化や、また、日本

穀物検定協会の食味ランキングにおける、魚沼産コシヒカリの、いわゆる特ＡからＡに格下

げになった――昨年度のことであります。これなどによる寄附額の減少を大変懸念してきま
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した。 

ことしについては１等米の比率が、秋口、あれだけ落ちた。25％と、空前の数字になった

わけです。このことは必ず影響するかもしれないと思っていたわけですが、いや、それに反

しまして、大変昨年をかなり上回る形で寄附額が集まってきたということは、誠に驚きでし

た。これまでに培ってきた魚沼ブランド、南魚沼ブランドに、多くの信頼が寄せられている

ということが、大変うれしく思ったところです。 

寄附額については、きのう、こう切りかわるのですね、９日の深夜、要するに８日から９

日に変わるとき、ここの時点での数字が、16億 2,445万円を超えているということでありま

して、大変驚いているところであります。これまで全国の自治体が、いわゆるブランド力を

強化した返礼品をそろえるというようなことで、寄附を集める点が注目されてきましたが、

今後はこの制度の成熟が進んでいくだろうというふうに思っています。 

このような中から、これまでは返礼品、形のあるモノ。これが多く、当然私どももその路

線を歩んでいますけれども、ここから最初から、途中から気づきがあって、例えば郵政とい

うか郵便局の皆さんと一緒に、お年寄りの見回りのサービス。これも私どもは非常に早い段

階から、全国的には３番目の事例だったと思いますが、これをいわゆるコト。モノからコト。

物ではないもの、こちらのほうにスイッチをしたサービスも含めて、返礼品のそういうこと

に上げさせていただいたりということでありました。これからその方向が非常に進むのでは

ないか。 

観光交流人口の拡大、関係人口の増加につながるような魅力をもった返礼品――形がある

ものだけではないですね。そういうことがこれから増えてくるのではないかと考えています。

南魚沼市ではこの返礼品に取り組むことで、事業者にとっては販路拡大の契機となったり、

また地域としては市の魅力をアピールする機運が生まれてきていると感じています。 

今ほどのちょっと繰り返しになりますが、これまでの特産品に加えまして、この地域でし

か体験できない、または地域との交流を図る企画とか、都会とふるさとのつながりを深める、

例えば思いやりや家族の温かさというようなことが、そういう返礼品に織り込めないかとい

う思いを持っています。 

例えば、検討を始めているのは、今、お年寄りの足の問題があります、足。例えば、免許証

を返すと、タクシー券をとか、いろいろやっていますね。これらのことはふるさと納税の返

礼品で扱えるではないかという思いがあります。ここから出ていった人たちが、地元に、当

該地域の南魚沼に残している親御さんのために、もしかしたら、本来のふるさと納税かもし

れません。 

その場合に、向こうから寄附をした場合、そういう利用券が手元に渡るという仕組みをと

れれば、これは非常に親孝行券という形になります。今、お墓の手伝いをするとか、見守り

やいろいろなことが出てきていますが、こういったことが考えられる。これについてはシル

バー人材センターがいろいろな知恵を出し合って考えれば、いろいろなことがまた生まれる

かもしれません。こういったことを現在、協議を始めています。こういったことも含めて、
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どうなるかという視点を持っておりますので、よろしくお願いします。 

いずれにしましても、このふるさと納税は、寄附額の大変ありがたい面もありますが、一

番は、この地域の例えばお米に携わる皆さんが、これまで一辺倒にしていた、我がところの

米は一番だと。そういう意識だけではなくて、ストーリー性を持たせたり、写真の写り映え

を考えたり、そして、自分たちの栽培法をより高めて、それをアピールする力、こういった

ことが２年前から比べたら、格段に上がっているという事実と、それがまた反映された結果

も残してきているという事実と、もう一つは職員のやる気。我々が頑張れば、市内の皆さん

を、携わる皆さんを潤すことが片方ででき、片方では、自分たちのかゆいところに手が届か

なかったさまざまなそういう財源を、もとを生み出すことができるということに気がついた。

そしてそれを高めようという意識に燃えているということが生まれたことが、非常に大きな

ことであって、それらを含めて、これからまさに、もっと磨きをかけるべきだというふうに

考えているところであります。 

以上です。 

○副 議 長  ７番・勝又貞夫君。 

○勝又貞夫君  ２ ふるさと納税について 

市長より答弁をいただき、モノに限らず、さまざまなパターンのサービス等々が、今、検

討されているというお話を聞きました。それについては大変うれしい思いがしたのでありま

すが、私の質問については、今後の見通し、目標、あるいは課題というような、全く大ざっぱ

な文面であったわけですが、多少その言葉の中に入っていない部分もお尋ねさせていただき

ます。 

きょうの朝、３番議員のほうから、ＪＴＢ等に支払う事務委託料についてのお話がありま

した。内製化できないかというようなお話でありましたけれども、そのときに説明があった

のですが、わかった人はわかる、わからない人はわからないというような思いを、私は印象

として持ったのです。今現在ＪＴＢに 12％払っているこのパーセンテージが、今後何％にな

るのか。具体的に数値として教えていただけるものかどうか、その点についてお尋ねします。

不都合であれば、それはそれで、そのように答えてもらえば結構です。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  ２ ふるさと納税について 

勝又議員、ちょっと違うふうに捉えています。そういうことを言っておりません。ＪＴＢ

に対する手数料のことを言っているのではなくて、もう一回ちょっと担当者から答えさせま

すが、もう一度よく聞いていただいて認識を改めていただきたいと思います。担当者から答

えさせます。 

○副 議 長  Ｕ＆Ｉときめき課長。 

○Ｕ＆Ｉときめき課長  ２ ふるさと納税について 

今ほど説明させていただいたものを簡単に申し上げますと、まず、私どもとして考えてお

ります、今後の事業の予測という意味で、商品としてはモノからコト……（何事か叫ぶ者あ



72 

 

り）はい、わかりました。申しわけございません。ＪＴＢの関係を申し上げます。 

先ほどの議員のお話の関係で申し上げますと、わかりやすくちょっと表現をさせていただ

きます。昨年度、３万 5,000 件ほどの申し込みがございました。それにかかる事務経費とい

たしまして１億 4,000 万円ほどかかっております。その中でＪＴＢのほうの、いわゆる３つ

のジャンルの中の一部分になるのですけれども、それにかかる経費が 4,000 万円ほどかかる

だろうというふうな見込みを立てております。 

ですから、先ほど市長のほうで目黒議員にお答えしたときには、その数字でもってご回答

を差し上げた。それがどの程度節約になるかというところで、4,000万円の２分の１程度でで

きるのではないかという見込みを立てている、という説明を差し上げましたのでよろしくお

願いいたします。 

以上です。 

○副 議 長  ７番・勝又貞夫君。 

○勝又貞夫君  ２ ふるさと納税について 

私の思い違いもあったようであります。それで、この事業については冒頭で申し上げまし

たように、９億円から 11 億円、そして 16 億円と。来年はどれくらいの目標になるのでしょ

うか、20億円ぐらいの目標になるのでしょうか。それは今の段階では言えないことと思いま

すが、これだけ増額、増額になってくると、素人ながらに思うのは、スケールメリットとい

うものが出てくると。物の生産でも大量生産すれば、一品単価は安くなる。物の販売につい

ても大量販売をすれば、薄利多売で一品ごとの単価は下がるというような常識がございます。 

この世界においても、どんどん事業を拡大している限り、そのパーセンテージというもの

は、その額、額ごとに 10億円を超えたら何％、20億円を超えたら何％とかいうような形で、

パーセンテージを下げていくような、そういう交渉も可能ではないかと、私はそのように思

うのですが、また私の思い違いでしょうか。そうでなかったらご答弁願います。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  ２ ふるさと納税について 

毎年毎年これが上がっていくのはうれしいことですけれども、何か目標の数字をつけてと

か、そういうことは私もやったことはないですね。ちょっとそこまで考えていいのだろうか

と、それはちょっと考えが違うところがあるかもしれません。ちょっとこれは、今のご質問

の内容については、担当の課長のほうから答えてもらいますので、よろしくお願いしたいと

思います。 

○副 議 長  Ｕ＆Ｉときめき課長。 

○Ｕ＆Ｉときめき課長  ２ ふるさと納税について 

先ほどお話をしましたように、年々寄附額のほうの総額は増えてございます。それは各サ

イトごとで、今、３種類のサイトをやってございますが、それぞれのサイトでかかる経費と

いうのは、正直上下がございます。スケールメリットと申しましても、やはり１件に対する

考え方につきましては、それぞれのサイトが違います。 
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ＪＴＢの関係でございますれば、寄附額についてどの程度の経費がかかるかというお話で、

昨年度ご答弁申し上げましためどとして、約 12％というふうなお話を差し上げたという記憶

がございます。ですので、その関係でＪＴＢさんのほうにお支払いする金額の関係は、その

ままであれば、そのような率であまり変更ができないとうところでございました。つきまし

ては、１年経過をいたしまして、ＪＴＢさんとその経費について、ある程度検討ができない

かということを含めて協議を進めたところ、今回の結論の方針ということで、その書類部分

については市のほうで内製化できないかということを念頭において協議したという状況とな

っております。 

以上です。 

○副 議 長  ７番・勝又貞夫君。 

○勝又貞夫君  ２ ふるさと納税について 

答弁をいただきました。おおむねわかりました。最後にもう一つ質問が残っています。ふ

るさと納税による寄附金を、今後どのような事業に使いたいと考えているか。これについて

は市報等でかなりいろいろな情報が流れています。わかる人はわかる、わからない人はわか

らないということなのだと思いますが、より一層市民に知っていただくために、再確認の意

味でお尋ねします。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  ２ ふるさと納税について 

２つ目のほうにお答えをいたします。簡単にいえば、これまで財政的な面から、こういう

ことをしたい、させてもらいたいというような、いろいろな施策等があるわけです。細かく

言うと切りがありませんが、財政的な面から実施に移せなかった市民のニーズ、こういった

ものに応えていける。そういうことを非常に思って、この制度に取り組んでいるわけであり

ます。これはこれからもその姿勢は変わらないと思います。 

今、財政はいわゆる債務残高をどんどんと減らしながら――これは減らしていかなければ

なりません。その中で、しかしサービスを低下させないことと同時に、新しい将来の南魚沼

市の方向性をなるべく出す、そこに結びつけるようなものも、という視点も含みながら、今

やらせてもらっているところであります。 

この中では例を挙げれば、最初にやらせてもらったのが、子育ての駅「ほのぼの」の取り

組みでありました。とてもふるさと納税がなくては、立ち向かえなかったというふうに思い

ます。通学バスの購入も今ほどは進んでおりません。そして、それぞれございますが、これ

からやること。さきの補正予算第９号でやった、例えば大崎小学校のトイレの改修。これな

んかも、では、やろう、というふうに踏み切るには、ふるさと納税のことがなければ、そうい

うことは言い出せなかった。例えば学校のクーラーの全部を１年でやり遂げることもそうで

ありました。さまざまなことに今、大変すばらしい財源として使わせていただいているとい

うことであります。これからも、そういう視点を持ちながら、やらせてもらいたいというふ

うに考えているところであります。 
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以上です。 

○副 議 長  ７番・勝又貞夫君。 

○勝又貞夫君  ２ ふるさと納税について 

今、市長より、財政的な事情によりなかなかできなかった仕事を、このふるさと納税の事

業でやりたいという答弁をいただきました。それで、一つお伺いしたいのですが、地盤沈下

についての観測用井戸のお話であります。何度かこの議場でも申し上げてきたことですが、

駅西の一番地盤沈下が心配される、その地域の観測体制が一番弱いということで、市民会館

あるいは北辰小学校の観測体制と比べると、六日町中学校の観測体制は 60メートルの深さの

井戸が２本あるだけだと。これについて、新規で観測用井戸の深い物を掘るには、2,000万円

レベルのお金がかかると。なかなか費用の問題もあって、やりたくてもできないというよう

なお話がありましたけれども、これについて今後、検討していただけるものでありましょう

か、否か。これについてお尋ねします。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  ２ ふるさと納税について 

そういう個別の要望というのは、ちょっとここでは回答できません。いろいろな意味があ

ってまだ取り組まないということだと思います。タブー視しているわけではございません。

いろいろなことを含めて、そういったことも頭に入れながら使い道については考え、そして

最後は、議会の皆さんに問いますので、よろしくお願いしたいと思います。 

〔「以上で終わります」と叫ぶ者あり〕 

○副 議 長  以上で勝又貞夫君の一般質問を終わります。 

○副 議 長  ここで、教育長より発言を求められておりますので、これを許します。 

教育長。 

○教 育 長  先ほど勝又議員にお答えいたしました上関小学校の防犯カメラについて、

不適切な発言がございましたので、撤回し、議事録からの削除をお願い申し上げたいと思い

ます。どうぞよろしくお願いいたします。 

○副 議 長  それでは、お諮りいたします。ただいま教育長より申し出のありました発

言の撤回についてご異議ございませんか。 

〔「異議なし」と叫ぶ者あり〕 

 異議なしと認めます。 

○副 議 長  質問順位 12番、議席番号 10番・塩川裕紀君。 

○塩川裕紀君  大変お疲れさまです。傍聴の皆様ありがとうございます。それでは、発言

を許されましたので、通告に従いまして簡潔に一般質問させていただきます。 

修学旅行延期に伴う経済的負担軽減について 

修学旅行延期に伴う経済的負担軽減についてです。まだまだ先の見えない新型コロナウイ

ルス感染症対策として、市内の大和、八海、塩沢の３中学校では、修学旅行の延期を決定い

たしました。それに伴い、交通機関等のキャンセル料が発生しているところもあるというこ
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とです。 

また、変更後の行楽シーズンといった、季節的な交通費等の高騰により、生徒たちの自由

時間の行動制限について、保護者会で説明があったと聞きます。中学生時代、思春期の一生

に一度の修学旅行です。それがあと少しというところで延期になった上に、自由行動まで制

限されてしまうのは、あまりにもかわいそうであります。 

そこで、修学旅行延期に伴う各家庭、個人負担の軽減及び当初の予定どおりの行動日程を

確保するための援助ができるのかどうか、市長のお考えを伺います。 

なお、つけ加えておきますが、延期に伴い、学校現場の教職員の皆さん、保護者の皆さん、

生徒たちで話し合い、相談して、納得して企画、予定した内容を変更させるという考えはあ

りません。ただ、新型コロナウイルスが発生しなければ、なかった個人負担、行動制限をな

くすという観点からであります。 

以上、市長からの寛大なるご配慮を期待して、壇上からの質問とさせていただきます。 

○副 議 長  塩川裕紀君の一般質問に対する市長の答弁を求めます。 

市長。 

○市   長  それでは塩川議員のご質問に答えたいと思います。 

修学旅行延期に伴う経済的負担軽減について 

市長に伺うというような書き方、文言でありますが、これはこの新型コロナウイルスのこ

とが言われ始めましてから、教育長ともいろいろな形で協議をさせてもらっています。この

後、教育長のほうからこの旨のご質問につきましては、答弁をしてもらいたいと思っており

ますので、よろしくお願いしたいと思います。善処させていただきたいと思います。 

○副 議 長  教育長。 

○教 育 長  修学旅行延期に伴う経済的負担軽減について 

修学旅行延期に伴う経済的負担軽減についてお答えいたします。新型コロナウイルス感染

症の拡大防止のために、安倍総理の要請により、南魚沼市では３月３日から全ての学校を休

校する措置をとっております。本日、さらに休校を継続するという措置をとったところでご

ざいます。 

これらに要する経費につきましては、麻生財務大臣が、政府が対応することとなるだろう、

との見解を示したと聞き及んでおります。しかしながら、その内容は現段階では明確になっ

ておらず、詳細が決定するのはまだ先ではないかと感じております。安倍総理の要請は、２

月 27 日でございます。南魚沼市で延期を決定いたしましたのは２月 25 日でございます。総

理の要請の前から延期を決定していた場合も補塡の対象になるかなど、細かな点についても

今後、注目していく必要があると思われます。 

南魚沼市内では、塩沢中学校が３月５日から、大和中学校が３月 12日から、八海中学校が

３月 13 日からおのおの２泊３日の日程で、京都・奈良方面へ出発する予定でございました。

大和中学校（当日訂正発言あり）につきましては既に実施をしているところでございます。

これを延期して、現時点では、９月から 10月ごろに同様の修学旅行を実施すべく計画してい
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る段階です。キャンセル料はおおむね 4,000 円程度になると聞き及んでおり、保護者にとっ

て思いがけない負担になることは間違いございません。 

南魚沼市教育委員会では、旅行の延期が決まった段階で、キャンセル料の取り扱いを協議

しておりました。まず、就学援助を受けている世帯に対するキャンセル料の支給を検討して

おります。就学援助は生活が苦しい世帯に対して、修学旅行費や教材費などを支給している

制度でありますから、制度の趣旨に鑑み、キャンセル料についても支給すべきであろうと検

討しているところでございます。 

それ以外の一般世帯に対する負担軽減策につきましては、今後、政府の対応を見極めた中

で判断してまいりますので、ご理解をお願い申し上げます。 

私が先ほど、「大和中学校が実施しております」というふうに申し上げましたけれども、言

い間違いをしておりました。「六日町中学校は既に実施をしております」と言うべきところで

ございましたので訂正いたします。 

修学旅行は生徒にとっても極めて重要な学校行事であります。ぜひ、新型コロナウイルス

感染症が収まり、無事実施できることを切に願うものでございます。 

以上でございます。 

○副 議 長  10番・塩川裕紀君。 

○塩川裕紀君  修学旅行延期に伴う経済的負担軽減について 

答弁をいただきました。前からお聞きしていたところ、１人 4,000 円ぐらいというお話は

お聞きしておりましたけれども、就学援助を現在されている家庭には、それをもう進めてい

ますということであります。それこそ、政府の動きは、それはこれからの話になってくると

思うのですけれども、一般家庭の人も、就学援助をしていない家庭の方も、こういう緊急事

態というか、こういう理由、事情で延期になった場合は、もう全て市で面倒をみる――毎年

のことではないので、そこら辺のお考えがあるかどうかお願いします。 

○副 議 長  市長。 

○市   長  修学旅行延期に伴う経済的負担軽減について 

教育長に答弁をいただきました、追加の再質問でありますのでお話しします。先ほど教育

長が話をしたとおり、慎重に、これは恐らくいろいろな対応がされるだろうというふうに我々

は思っていまして、今ほどの答弁になったかと思います。これを見ながらでありますが、も

しそれがされない場合についても、やはりこれは検討を加えなければならないのではないか

と、我々はそういう認識に今、立っています。 

ただ、いつも言うとおり――私の持論めいたところでありますが、ゼロか 100 かというた

だの議論ではなくて、やはりその点については、では全額なのか、一部負担なのかとか、そ

ういうことも含めて議論をしなければならない。最近は我々も、すぐ、ゼロか、無料か負担

かみたいな、そういう議論の仕方が、ちょっとあまり好きではないです。なので、いろいろ

なことを考えなければいけないと思いますが、でも、極めて異例なケースだと思っていまし

て、これについては十分検討を加えたいと、そういう話を教育長ともさせていただいており
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ます。まだ、我々の段階でありますので、まだ何とも言えませんが、そんなふうに思ってい

ます。 

○副 議 長  10番・塩川裕紀君。 

○塩川裕紀君  修学旅行延期に伴う経済的負担軽減について 

市長からも答弁をいただきました。全額ではなくても、これからの話し合い、相談、あと

学校の様子を鑑みた中で、極力負担を軽減してあげていただければと思います。そして、あ

と、キャンセルした後にまた延期になって、行楽シーズンになると、それこそ宿等、あと交

通機関も若干値段が春先より高くなっている部分があるかとは思うのです。そこら辺、保護

者の皆さんと生徒、先生で話し合って、自由行動があるか、ないかとか、どのぐらい自由行

動をするかという吟味をしていくところだと思うのです。 

知っているお子さんが、京都・奈良にせっかく行くのだったら、自由行動で御朱印をもら

って歩きたいということで、なぜか地元から御朱印帳を持っていかなければいけないと、張

り切っている子もいました。御朱印帳は、自分はあまりもらいに歩いたことがないのですけ

れども、向こうでも手に入るのではないかと思いながら、そのぐらい一生懸命準備をしてい

たところで、降って湧いたような新型コロナウイルスが猛威をふるって延期になった。 

私たちの感覚からすると、半年とかはすぐにたってしまいますけれども、中学生は、また

半年以上修学旅行が延びると、大変がっかりしているとは思うのです。その各３校において、

保護者の皆さんと、学校の教職員さんと、生徒と話し合った内容とかが、もし、わかりまし

たら、ちょっとお聞かせいただければと思います。 

○副 議 長  教育長。 

○教 育 長  修学旅行延期に伴う経済的負担軽減について 

各校におきまして、話し合ったという内容については、承知しておりません。しかしなが

ら、このキャンセル料につきましては、例えば今、市を巡りたいというタクシー、その利用

をする際に、予定していたタクシーのキャンセル料がかかってしまったり、行程に影響があ

る内容でございます。各学校においては、負担の増がない中で、できるだけ子供たちの思い

をくみ取りながら計画の見直しをし、実施ができるように調整していると、聞き及んでおり

ます。詳細につきましては承知していないところでございます。 

○副 議 長  10番・塩川裕紀君。 

○塩川裕紀君  修学旅行延期に伴う経済的負担軽減について 

教育長からも答弁をいただき、市長からも、今後また話し合った上で、負担がゼロか 100か

というところ以外にもまた話をしながら、政府の動きを見ながら、取り組んでいっていただ

けるというお話を聞きましたので、これで終わりたいと思います。 

○副 議 長  以上で塩川裕紀君の一般質問を終わります。 

○副 議 長  お諮りいたします。本日の会議はこれで延会したいと思いますが、ご異議

ございませんか。 

〔「異議なし」と叫ぶ者あり〕 



78 

 

 異議なしと認めます。よって、本日はこれで延会することに決定いたしました。 

○副 議 長  本日はこれで延会いたします。次の本会議は、あす３月 11日、午前９時 30

分、当議事堂で開きます。大変ご苦労さまでした。 

〔午後４時 25分〕 
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